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第一話　カポトリス砦での訓練最終日。ユーリはあることに気付く。

第二話　ユーリの不在中、リンジーは……。

第三話　リンジーは、帰還したユーリのもとへ。しかしそこには……。

第四話　夕方の執務室で二人きり。高まる緊張感の中、ユーリが口を開く。

第五話　リンジーとマリアベルは文房具屋へ。『友達』と過ごす休日。

終　章　wish them well

番外編　ミュゼルカに祝福のキスを
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第一話









　熱い。凄く熱くて、眩暈を起こしそうだ。室内が熱いせいだけではなく、内に滾る熱がこの身体を火照らせている。吐き出す息すらも熱かった。




「……ん、あっ」

　いつもはその絹のような黒髪に隠されて見えないうなじが白く浮かび上がって誘惑してくる。

　キスだけじゃ足りない。口づけの痕を残してもまだ物足りなく、もっと深くまで消えることのない痕をここに残したい衝動が込み上げてくる。時折我慢できずに甘噛みをすると、艶やかな声を上げてその小さな身体をくねらせた。

　今の彼女の声。それが最も興奮させる。素の声は高いのかもしれないが、いつもは意識しているのかそのぷっくりとした唇からは低く冷ややかな声しか出てこない。

　それが今はどうだ。

　高く可愛らしい声で喘ぎ、舌っ足らずにあられもない声を上げている。他の誰も聞いたことがない、自分だけに聞かせる声。堪らない。

　俺だけのものだと独占欲が湧き出る。自分以外が聞くなんて考えたくもないし、許さない。

　また衝動が込み上げてきて、今度は肩口を噛んだ。

「……だ、だめ」

　駄目じゃない。駄目なものか。あんな男に渡してたまるものか。

　この男の欲を刺激するような甘い声も、この手に吸い付くような滑らかな素肌も、噛み付いてしまいたくなるうなじや背も、ふくよかなこの胸も、全部全部……。

（俺のものだ……）

　歯でドレスとコルセットの紐を解く。

　心が急いた。綺麗だがこんな派手な格好をした彼女はいつもの彼女じゃない。こんなまやかし、早く取り去ってしまわなくては。

「だん、ちょお……」

　コルセットが緩まり、悩ましい吐息と共に名を呼んでくる。

（ああ、くそ！　可愛すぎる……）

　もう我慢も限界で強く抱きしめた。

　この腕にすっぽりと入ってしまうくらいに小さい彼女が可愛くて堪らない。慣れない快感に翻弄されながらも、溺れないように必死に耐えて震えるその手が愛おしかった。

　もっと乱れさせたい。身も世もなく我を無くすくらいに溺れて沈み込んで。二度と抜け出せないくらいに。




　──もっと、もっと




　愛撫をしていた秘所が柔らかく抵抗なく指を呑み込むようになった時、もう痛いくらいに張り詰めた己の欲望を取り出した。

　鼓動が頭の中にまで響いてくる。汗が頬を伝い、乾いた唇をぺろりと舌で舐めた。

（こいつは俺のものだ）

　それを今証明してみせる。頭の中で徐々にその存在を大きくしていった征服欲が、そうこっそりとユーリの耳を打った。




「だ、団長……」

　その時、ずっと後ろ姿しか見せていなかった彼女がこちらを振り返る。

　その様子がスローモーションのようにゆっくりと流れて、もう少しでその顔が見えるという時に、目の前で『赤』が広がった。

　真っ赤な真っ赤な、綺麗な色。




　──ああ、ちくしょう。やっぱり胸糞悪い




　そう思ったところで、目が覚めた。




（────………………おしかった）

　そう咄嗟に思ってしまったのは男の性だろう。いつもいいところであの赤い色のドレスが視界を覆って邪魔をしてくるのだから、いささか仕方がない部分もある。欲求不満にもなるというものだ。

　けれども次第に襲ってくるのは如何ともしがたい罪悪感だ。

　なんて欲望まみれの夢を見てしまうのだろう。夢の中であったとしても、己の欲望のままに穢してしまうなど最低だと自分をとことんまで心の中で責めた。




　団長であるユーリ・ヴァン・ダンクレストが率いるグロウスノア騎士団は、今回軍事演習のために国境付近のアウグスト領にまで遠征をしに来ていた。財務省元次官のモルギュストの専横により困窮を極めていた騎士団が、財務省の騎士団担当官であるリンジー・ウォルスノーや他の騎士団の助けを得てようやく実現することのできた、まさに努力の集結とも言える演習である。

　そんな軍事演習の最中、ユーリを悩ませる事態が起きていた。

　ここのところの夢見がおかしいのだ。アウグスト領に入る途中の畔で野営をしたのだが、それ以来毎夜夢に見る。リンジーを抱く夢を。

　リンジーとは最近は一言では言い尽くせないほどの仲になった。今まで騎士団の団長と財務省の担当官として仕事上の付き合いしかしてこなかったが、ある夜会の夜に彼女が暴漢に襲われたことを知ってから二人の関係は変わったのだ。

　ユーリはずっとリンジーが好きだった。だが、彼女が傷ついた今はこの恋心を隠してその隣にいる。彼女を守るためにだ。それが最善だと思っていたし、ユーリが彼女にしてあげられる唯一のことだと思っていた。

　ところが……

　夢の中の彼女は後ろ姿で顔は見えない。けれどもあの背格好や綺麗な黒髪、そしてあの夜会で見た真紅のドレス。それを合わせてもリンジー以外にいない。もっと言えば、夢であったとしてもあんなことをしたいと思う女性は彼女しかいない。恐らく彼女が振り返った時に見えるのはリンジーの顔だろう。ただしあの赤いドレスに邪魔されなければの話だが。

「あ～……」

　頭を掻き毟りながら唸り声を上げる。

　本当、起きる度に高ぶってしまっている自分の欲と罪悪感に嫌気がさす。そして自分の女々しさにも。

「またかよ、ちくしょう……」

　手で顔を覆って、唇を噛み締める。

　夢はあの日からユーリの心を苛み続けていた。




　こんな夢を見る原因は何となく心当たりがある。

　アウグストを発つ前日にリンジーからとんでもない告白を受けたことだ。

　余りにもショックだったのだろう。彼女が自分を襲った相手のことを受け入れていたという真実が。

　──……どうしようもなく好きみたいです

　リンジーがそいつを好きだということが。

　暴漢から守っていたつもりだった。女性にあんな無体を働く男から彼女を守りたいと心の底から思っていたし、守って見せると誓った。何故一番大切な人を守れなかったのだろうという悔恨は二度としたくないのだと。

　けれども、それはユーリの独り相撲だったようだ。

　リンジーの口からそれを聞かされた時、酷い裏切りだと思った。怒りと失望でどうにかなりそうだった。とんだ道化ではないかとその惨めさに己を嘲あざ笑わらうしかできなかったのだ。

　そういえば、リンジーは初めからユーリが守ると申し出たのを拒否していた。それを言い包めて強引にことを進めたのはユーリ自身だ。リンジーは親切にもその茶番に付き合ってくれていただけだったのだと、その後冷静になってから改めて気付かされたのだ。

　所詮は独り善がりの想いだ。それが受け入れられないことだと知った瞬間に激高するのは、情けないし惨めだ。やはりどんな時でもリンジーの前では格好いい男でいたかったから、物分かりの良い振りをして言葉を呑み込んだ。

　だが実際、心は荒みまくっている。

　失恋の哀しさや、他の男に獲られたという悔しさと怒り。そして未練が残りまくりのリンジーへの思慕があんな夢を見せているのだろうと、ユーリの中では結論付けている。が、それはそれで情けない話なのだが。




（そんなに好きか、俺）

　自問をしてみるが、答えなど聞くまでもない。

　好きだ。好きに決まっている。これ以上の女はいないってくらいに惚れている。

　あの時、もういっそのこと後ろから抱き締めてやりたかった。柔らかそうな黒髪に顔を埋めて細腰に腕を回して。どこにも行けないように、すっぽりと覆って。




　──そう、あの夢のように




　そうだ、あの時の、……遠征前にリンジーと対峙した時の様子は、凄く夢に似ている。

　壁までリンジーを追い詰めて……、いや、壁だったか？　夢の中では、……扉だった。執務室の扉の前まで追い詰めて愛撫をしていた。

　それは、前にもどこかで同じようなことがなかっただろうか。夢の中ではなくて、もっと現実の中で。

　ふと頭の中で何かが引っかかった。覚えのない既視感がユーリの頭の中をかすめる。それが気になって気になって、その正体を掴むべく色々と思い起こした。

「……どこで見たんだ？」

　うんうん唸りながら考えるも、なかなか記憶の中からは答えが出てこない。ある程度まで記憶の海の中に潜り込むと、途中で靄が掛かったかのように不明瞭になってしまう。

　ごろりとベッドの上に寝転がりながら石造りの天井を見つめた。日の光で陰翳を作っているそれを見て、もう日の出を迎えていることを知る。答えの出ないことを延々考えるのは今は一旦止めて、起床しなくてはいけないだろう。
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　さぁ、今日も訓練だ。

　煩悩は捨て去って、目の前のことに集中しよう。

　ここカポトリス砦はアウグスト領内の国境付近にあるヒルポネイ山脈の尾根に築かれた山砦だ。

　三日かけてアウグスト領に入り伯爵に挨拶をし、この砦に着いた。石造りの堅牢な砦はもちろん外敵からの侵入を防ぐために築かれたもので、それに特化した造りをしている。思ったよりも大きい。それが、最初に見た時の感想だった。

　そこから三日間領兵とともに訓練に明け暮れ、今日はその最終日だ。

　お昼過ぎには訓練を終えて帰還の準備をし、夜は伯爵が盛大な宴を用意してくれている。恐らく浮足立っている者が多いだろうからそこら辺はしっかりと締めていかなくてはいけないだろう。

「うおぉぉぉぉぉぉ～……。マリアベルちゃんに会いてぇ……」

　例えば朝っぱらからこんなことを大声で言う自分の副官とかを。

　レグルスは剣の腕も立つし書類仕事も難なくこなすので副官としては申し分ないのだが、この恋愛脳がいただけない。事務官のマリアベルに会った初日に一目惚れをし、あまり相手にされていないにも関わらずめげずに絶賛片思い中だ。

　いや、そのことに関しては自分もレグルスのことは言えないかと思い直す。同じ穴の狢むじなである。

　とりあえず煩いには煩いので一発殴って黙らせた。

「いてぇっすよ、団長」

「最終日だからって気を緩めているからだ」

　朝食をとりに食堂にやってきた途端にあんな情けない声が聞こえてきたら、喝の一つでも飛ばしたくなるというものだ。あれでは部下達に示しがつかない。まだ早い時間なのでそんなに人がいないのが救いだったが。

　本日の朝食は野菜のスープとパン、ベーコンエッグと果物だった。朝からかなり冷え込むので朝食にスープが出るのはありがたい。

　レグルスと隣り合わせで座って、早速スープに口をつけた。

「さすがに最終日になると疲れが出てきてるんすかね」

　レグルスが隣でぼやくように言う。

　その言葉につられて辺りを見渡してみると、確かにそうなのかもしれない。この時間帯に食堂にやって来ているのはほとんどがアウグスト兵で、グロウスノアの人間はちらほらと見えるだけだ。それでもはじめの頃はそれなりの数はこの時間帯に来て自主的に朝練をしている者も多かったが、それも半数に数を減らした。

「予想外の寒さと雪の量に体力が削り取られているんだろう」

　アウグストは王都と違って一足早い冬を迎えていた。ヒルポネイ山脈は一年の半分は雪で覆われている山なので事前に防寒対策は各自しておくように伝えてはいたが、いつもは雪も降らずに空っ風しか吹かない王都に住んでいる人間からすれば、ここの寒さと雪の量は異常だった。この寒さにやられて体調を崩している者もいる。

　実際訓練を始めてみても、雪の厄介さというものをまざまざと見せつけられた。

　訓練はヒルポネイ山脈に攻め込んできた敵兵を迎え撃つことを想定して行われてきたが、この雪が徹底的に邪魔をする。滑って足を取られるのは勿論のこと、足で踏み固められていないところを通ろうとすると前に進むのが困難で、予想以上に体力が削り取られた。足場も悪く剣を振り回す時に踏ん張りがきかない。そんな悪条件の中での訓練に団員達は日に日に疲労の色を濃くしている。

「だが収穫は多い。もし俺達に援軍要請が来ても、あのままじゃほとんど役には立たなかっただろうさ」

　次に来る時は今回のことを教訓にしてもっと実のある訓練になるはずだ。実際にこの地に立つことができたこと自体大きな成果だ。

「それには俺も同意見です。やっぱ実地での訓練は必要っすよ。例えあのモルギュストのおっさんが言うように戦争が起きなくても、すぐに動けるように常に備えておくっていうのも俺達騎士団の使命ですからね。マリアベルちゃんに会えないのは寂しいけど」

「お前は口を開けばソフィアランスのことばかりだな」

「当たり前っすよ！　好きですもん！」

　こういう素直に自分の気持ちを口に出せるところは羨ましいと思う。何のしがらみも躊躇ためらいもなく口にすることができたらどれだけ楽だったのだろうと。

「セルダンの奴がね、どうやらサンドリオンにいる彼女からお守り貰ったらしいんですよ。くっそ羨ましい。俺もマリアベルちゃんから何か貰いたかったっす」

　ブーブーと不ふ貞て腐くされてやっかみが始まったので、適当に相槌を打ちながらパンを頬張った。こうなったレグルスは非常に面倒くさいので放っておくに限る。

　しかし彼女からのお守りか。確かに羨ましい。できることなら自分もリンジーから何か貰いたかったが……、と考えたところで現実を思い出して落ち込んだ。貰ったのがお守りどころかとんでもない餞別だったのだから笑えない。

　ユーリはパンを一口齧ってこの苦々しい思いを飲み込むように嚥下した。




「おはようございます。団長殿、副官殿」

「おはようございます、サザーランド隊長」

「おはようございます」

　この砦の長であるネイソン・サザーランドが目の前のテーブルに腰をかけてきた。

　ネイソンは四十代の壮年の男で、熊かと思うくらいに背も高く体格がいい。貴族であるユーリに対しても下手に遜ることもしない気さくな人物で、訓練中に雪に苦労しているユーリ達にいろいろと率先してアドバイスもしてくれた。

「もう最終日とは早いものですな。この寂しい砦が賑わって楽しかったんですがね」

「私共ももう少しここに居て徹底的にサザーランド隊長に扱いてもらいたかったのですが、これ以上留守にすると喧しい連中がいますからね。まったく残念なことです」

「左様ですか。ですが、できればまたこのように合同で訓練をしていきたいですな」

「是非。毎年でもお願いしたいくらいです」

「そりゃいい。久し振りにこの砦にも活気が戻りますな」

　快活に笑うネイソンを尻目に、ちらりと彼の朝食を盗み見た。相変わらず体格にそぐわない食事の量だと何度見ても驚く。ネイソンの朝食はいつもスープのみで、そのスープも皆の半分の量しかないのだ。彼が言うには朝は腹に食べ物は入らないらしく、無理に食べると胃がもたれるらしい。それでちゃんと訓練ができるのか疑問だったが、逆にそっちの方が調子がいいのだとか。その代わりに夜に食べる量を増やしている。それこそ人の二倍近くの量を食べるので、食に関しては両極端な男だ。

「ところで今日の宴ですが、領主様が女を呼んでくれるって言ってましたよ。むさい男連中だけで飲むよりはマシだろうと花を添えてくれるらしいです。娼婦ではないのでもちろんお触りは厳禁で、お酌や踊りを楽しむ程度ですが」

「それはありがたい。団員達も喜びます」

「でも合意の上ならば部屋を提供しますよ」

「いえ、そういうことはしないようにきつく言い渡しておきますので」

「そうですか。ではうちも羽目外しすぎないように言っておかないと」

　そして意外と規律にはうるさくはない。どちらかと言えば放任だ。ただし、自分で責任が取れないことを部下がしでかすと烈火のごとく怒りだすらしいが。

「え～……。女なんか見たらますますマリアベルちゃんに会いたくなるぅ」

「おや、副官殿は想う女性がおいでで？」

「そうなんですよぉ。聞いてくれるっすか？　サザーランド隊長ぉ」

「おい、隊長に絡むな」

　まったく見境のない。

　いつまでもぐだぐだとしつこいレグルスを回収してネイソンに挨拶をし、食堂を後にした。




　やはり今日の訓練は皆が気もそぞろで、その度に怒鳴って活を入れる必要があるから大変だった。

　特に朝食での会話を聞かれていたのか、団員内で宴に女が来る話がすでに広まっていて今から興奮している者もいた。もちろんそういう不ふ埒らち者ものには訓練の追加と砦の清掃を命令したが。

　そんな感じで迎えた宴会。もちろん盛り上がらないわけがない。

　伯爵が夕方にはやってきて、その後に女達が砦に到着するといよいよ色めき立った。酒も食事も目一杯の量を用意してくれたらしく、何もかもが至れり尽くせりの状態で宴はスタートした。

　女達に酒を注がれて食事をしながら談笑をし、そのうち酔っ払ったネイソンが飲めや歌えやの大騒ぎをし始め、その盛り上がりの中、女達が宴会場の真ん中で踊り始めた。囃し立てる声と歓声を音楽にユーリは領主のアウグスト伯と酒を交わしていた。

　ただし、伯爵の絡み酒ではあったが。

「あの子は、あの子はなぁ、私の天使だったんだよ……！　それが、それが何であんなむさい男なんかに！」

「まぁ、でもオリヴィエ嬢は幸せそうに暮らしておいでですよ」

「当たり前だ！　幸せじゃなきゃ私があの男の首を引き千切ってやる！」

　そう言って一度は激高するが、すぐにまた泣き上戸になる。

　伯爵とは、財務省の前騎士団担当官でユーリの友人でもあるノールグエストの結婚式も含めて何度か会っただけだが、相も変わらず愛娘のことになると泣きが入る。普段が理知的できりっとした風体だけにそのギャップが激しくて、ユーリも毎度どうしていいか分からなくなるのだ。

　末の娘のオリヴィエはノールグエストの妻で、伯爵はノールグエストの義父に当たる。

　上の兄弟とは随分と年が離れて産まれたオリヴィエは伯爵が目に入れても痛くないくらいに溺愛する娘で、こんな調子なので勿論貧乏貴族であるノールグエストと結婚すると言った時、猛然と反対をした。伯爵位の中でも地位の高いアウグスト伯の娘と、伯爵とは言えども潰れかけ寸前のノールグエストでは釣り合いが取れないし、何しろノールグエストとオリヴィエでは一回り近く年が違う。そんな薄汚れたおっさんに可愛いくて仕方のない娘を嫁がせるなんてとんでもないと言って譲らなかった。

　最終的にはオリヴィエの想いの強さとノールグエストの説得で折れて結婚を許したが、それでもノールグエストのことは許せないらしい。そう言えば結婚式の後のパーティーでも同じように愚痴られた覚えがある。

　ちなみに、今回の軍事演習を伯爵が了承してくれたのはノールグエストが口添えをしてくれたからだ。『お婿さんからもおねだりしてみるよ～』と口調はふざけているが仕事は真面目な男である。

「ユーリ君、あの男が他の女に現うつつを抜かすような真似をしたらその剣の錆さびにしてやってくれ。その時は喜んで君の弁護を引き受けよう！　身元もこちらで引き受ける所存だ！」

「あいつは見た目はちゃらんぽらんで雲のように掴み所のない男ですが、自他ともに認める愛妻家ですよ。他の女に目移りするはずがない」

「うぬぅ……。それはそれで何だか面白くない！」

　ここまで来ると何だか自分がほぼ素面の状態なのが馬鹿らしくなってくる。

　本当は皆と同じように前後不覚になるまで飲み続けたいが、団員達が羽目を外さないように監視しなくてはいけない。それに今日は何故か飲んでも酔えなかった。頭の中が明瞭で、酒が回る感覚が全然しなかったのだ。

　その状態で、伯爵の娘への激しいほどの愛情と、ノールグエストへの飽くなき文句を延々聞かされるのはしんどい。

　折を見てどこかに逃げようかと思ったところで、女が一人伯爵の隣にやってきてお酒を注ぎ始めた。

「さぁさ、領主様。思い切り飲んで存分に日頃の鬱憤を晴らしてくださいませ」

　唇に真っ赤な紅をひいた綺麗な女が伯爵を煽る。勘弁してほしい。これでさらに酔っ払って絡まれるのはユーリだ。

「団長様もどうぞ。こんな日に素面の状態でおられるのは勿体ないですわよ？」

　さらに女がもう一人やってきてユーリの半分まで減ったグラスに酒を注ごうとしていた。それをすかさず手で制止する。

「すまない。今日は立場上酔えないんだ」

　気を悪くさせないようにと丁寧に断ると女は心底残念そうな顔をしていた。

　赤いドレスの女。赤はユーリの神経を何故だか逆撫でする。あまり近くにはいてほしくなくて『他の人に注いでほしい』と言うと、彼女は『私、団長とお話ししたいです』と猫撫で声で擦り寄ってきた。

　チリチリとした苛立ちが生まれる。

　今は女の相手などする気分でもないというのに、面倒くさい。

「君、さっき踊っていた子だよね？　凄く綺麗に踊っていた。できればお酒より君の踊りに酔いたい気分なんだが、もう一度見せてくれないか？」

「ええ！　もちろん！」

　ユーリの言葉に気を良くしたのか、赤いドレスの女は文字通り躍り出るように、盛り上がりを見せている輪の中に入って行った。こちらをチラチラと見ているのはちゃんと見ているかの確認だろう。若干その視線を煩わしいと感じながらも愛想を適当に振りまいていると、彼女はその場でスピンしてみせた。

　赤いドレスの裾がふわりと広がり舞う。

　華のように広がったスカートは、彼女の動きに合わせてフワフワユラユラと踊った。

　そういえば、夜会の時のリンジーが着ていた赤いドレスも綺麗だった。今目の前で舞うベロアのドレスよりは遥かに上等なものだったが。

　綺麗ではあったが、正直似合ってはいなかった。彼女の好みとは思えないし、けば過ぎる。一見その派手さから商売女と思われそうだが、それでもそう見られなかったのは恐らく彼女の所作振る舞いが綺麗だったからだろう。上品さが滲み出る動きに下品な妄想を抱いた男は少なかったはずだ。逆に禁欲的でそそられるものはあるが。

　あれは彼女が選んだのだろうか。それとも家族の誰かが……




　────本当に似合ってます？　これ、お見合い相手の方が用意してくださったものですけど……




　不意に頭の中のリンジーがその問いに答えてきた。

　そうだ。あれは見合いの相手が用意したものだと聞いた。自分の趣味ではないと。

　しかし、それはいつ話したことだったろう。

　あの夜会の日、真紅のドレスのリンジーを見かけたが話をした覚えはない。でも、今の言葉を言った時のリンジーは確かに真紅のドレスを身に纏っていた。話を聞いて自分が機嫌悪くなったことも覚えている。

　しかし、いつ……




　────もう自分のものだと主張するようにこれ見よがしに着せやがって。むかつく野郎だな。




　まただ。しかも今度はユーリの声。

（……何、だ、これ）

　身に覚えがない言葉が次から次へと頭の中に浮かんでくる。

　覚えがないけれど知っている言葉達。そのうち言葉だけではなくその時の風景や雑音、匂いまでもが甦ってくる。

　一気に頭の中に押し寄せる情報量に対処できなくて、思わず頭を抱えて項うな垂だれた。

　記憶の断片の一つ一つが思い出せと訴えかける。

　忘却の海へと沈めてしまったそれを掬い上げ、真実を見よと。

　けれどもまた靄がかかって上手くそれを思い出すことができない。

　あともう少しなのに……。

　思いだせないのが悔しくてあと少し、もう少しと記憶の断片を手繰り寄せた。




　────ゆぅ、り、さまぁ……




　けれどもその声が聞こえてきた瞬間、夢の中で目の前に広がっていつも邪魔をしていた赤が翻ひるがえり、捲られ、ついにその奥に隠していたものを露わにした。




　そこに居たのは他でもない。

　高揚して頬を赤く染めて、潤んだ瞳でこちらを見るリンジーだった。




「……あ、……うそ、だ」

　何てこと、何てことだ。




　信じがたい事実にユーリの手は震え、そして己の赦ゆるしがたい罪に息をするのも忘れてただただ喘ぐことしかできなかった。




　何故忘れた。

　何故こんな大切なことを忘れて、リンジーの側に立っていた。

　自分のそのひとでなしな所業を思い出し、次から次へと拭いきれないほどの自分への嫌悪感と羞恥、そして呵か責しゃくの念が溢れ出る。息をするのもおこがましくて苦しい。今すぐにでもノールグエストではなく自分を刀の錆にでもしてほしい。

　その罪の重さに潰れそうになりながらユーリはひたすらに己を心の中で罰した。

　自分が傷つけた。

　自分が彼女の純潔を奪い、そしてこの内に滾る欲を発散するかのように酷い痕を残した。まるで、リンジーの肌に、もっと奥の奥までその存在を刻みつけるかのように。

　おぞましい。酔った勢いでリンジーを襲ってしまったことはもちろん、それをすっかり忘れて何食わぬ顔で彼女の目の前に現れた自分がおぞましいものに思えて仕方がない。




（俺は、どう償ったらいい……）

　ユーリはその懺ざん悔げと共に、深い深い深淵へと落ちて行く。

　目の前で踊る赤も、この場を盛り上げる音楽も楽しげに手を叩く人々の声も、全てが遠いものになってきてそのうち何も聞こえなくなる。




　ユーリは手に持っていた酒の入ったグラスをテーブルに置き、全ての物から隠れるように俯うつむいて手で顔を覆う。

　自分の中でガラガラと音を立てて崩れ落ちて行くそれを、止める手立ては何も持ち合わせていなかった。








第二話









　ようやく予算案と資料ができ上がったのは、本当に期日ぎりぎりの月末最終日の深夜だった。

　財務省長官のバドルードが全て確認しＯＫが出た時には、皆が皆安あん堵どの溜息を吐いて諸手を挙げて喜んだ。それと同時に溜まりに溜まった疲れが一気に出てきて、その場で脱力した者もいる。かくいうリンジーも机に思い切り突っ伏して脱力感と達成感を味わった。

　毎年この時期はぶっ倒れるんじゃないかと思うくらいに忙しいが、やりきった時の達成感は半端ない。このこの上ない爽快感があるから頑張れると言っても過言ではないと胸を張って言える。

「皆さん、お疲れ様です。今日はゆっくり休んで明日は午後から出勤してきてください。打ち上げは明日の夜行います」

　バドルードが皆に向けて連絡事項を伝えると、気怠そうな声でところどころから返事が返ってくる。とにかく今日は早く帰って休みたい人が多いのだろう。

　明日はほとんどの人が長官命令で半休を取ることになっている。皆がいない午前中はバドルードとリンジーの直属の上司である次官のブレアフォンが職場で待機をしてくれるらしい。午後には出勤をしてその夜には毎年恒例の打ち上げというのがいつもの流れだ。

　打ち上げは官舎内の食堂を貸し切って開催される。時間外手当でシェフを雇い振る舞われる料理と、今年はバドルードがとっておきを持ってきてくれるという少々の酒で労を労う。忘年会さながらにその年を振り返りながら、無礼講とばかりに騒ぐのだ。




「お疲れ様です。お先に失礼します」

　いまだに人が残る職場を後にして玄関に向かう。扉を開けて外階段を下りると、この国の三つある騎士団のうちの一つサンドリオン騎士団の騎士二人がリンジーを待っていた。

「申し訳ありません。お待たせしました」

　随分と帰りが遅くなってしまったことを詫びると、『気にしないでください』と男の方の騎士が言い、女の騎士の方が『ウォルスノーさんの方こそ遅くまでお疲れ様です』と言ってくれた。

　基本的にいい人達だ。団長命令とは言えこの寒空の下文句も言わずに、ただ家に送るためだけに待ってくれているのだから。もう一度お辞儀をしてお礼を言うと、おもむろに三人で歩き始めた。




　ユーリがアウグストへと出発した後、送り迎えの件を断るため、サンドリオンの団長であるシュゼットに会いに執務室に赴いたことがある。ユーリに頼まれたと思うが自分は大丈夫なのでわざわざ派遣してくれなくてもいいとシュゼットに伝えると、『えー』と困ったような顔をされた。

　前髪に銀色のメッシュを入れた彼女のブルネットの髪の毛が、顔を傾けるのに合わせてさらりと揺れる。腕を組んでへらりと笑った彼女は冗談交じりに言った。

『無理無理無理～。ちゃんとしてなかったのばれたらユーリに殺されるわ』

　それは問題ない、ユーリにも伝達済みであることを言うも、『無理無理無理』の一点張りでこちらの話を聞いてはくれなかった。逆に『送り迎えするだけなんだから難しく考えないで送られなさいよ』とまで言われてしまう始末。ついでにこの二人が送ってくれるからと男女二人の騎士を紹介されてこれ以上は何を言っても無理だと悟り、大人しく送られることにしたのだ。

　予算案提出の期日明けの今日から早速二人はリンジーを待ってくれていた。そのことに若干の心苦しさと罪悪感を覚えながら歩く夜道は、疲れがどっと出て気怠さを感じる身体には滲みるほど寒かった。




「グロウスノアはアウグストに無事に着きましたでしょうか」

　男の騎士、バルディオが星空を見上げながら呟く。

「きっと無事に着きましたよ」

　女の騎士、エリンがそう答えると、バルディオは少し意地の悪い顔をして『そうだよなぁ』とにやにやしながらエリンを見ていた。

「グロウスノアには恋人がいるもんなぁ、お前。愛の力でそういうの分かっちゃうのな」

「ちょっと！　やめてくださいよバルディオさん！」

　恥ずかしそうに赤面しながらバルディオに食って掛かるエリンは、普段は騎士らしく毅然としているがこうやって照れて見せる姿は可愛らしい。

「知ってんだぞぉ。お前が彼氏にお守りを渡してたの。俺の隊内ではその噂うわさで持ち切りだ。あの巾着の中身はなんだろうってな」

「ぎゃー！　ちょっと！　覗き見とか趣味悪いですよ！」

「あんな目立つところで逢引しているのが悪い」

「うっ！　……何も言い返せない」

　そうか、お守りか……。結局何の餞別を渡すこともなく行ってしまったな。逆に贈ったものがあんな言葉だなんて、自分は何て酷い人間なのだろう。

　今更ながらに自分がユーリにした仕打ちに自嘲の笑みが漏れた。

「ウォルスノーさんはどうです？　団長に何か贈ったんですか？」

　バルディオにこれ以上揶揄からかわれるのが嫌なのか、前を歩いていたリンジーの横に来てエリンがこちらを覗き込む。

　きっとユーリがリンジーを口説いているという噂を信じて聞いてきたであろう彼女に真実を言えるわけがない。

「いえ、特には」

　曖昧に微笑んで答えると、『忙しくてそんな暇なかったですよね』と勝手に解釈してくれた。

「んで？　お前は何贈ったんだよ？　巾着の中身は何なわけ？」

　エリンをそのまま逃がすつもりがなかったバルディオがすかさず追撃をしてきた。

　それにはリンジーもちょっと興味がある。是非聞いてみたい。

　興味津々な顔をエリンに向けると、しょうがないといった感じの顔になって教えてくれた。

「リボンですよ。私が一番気に入っているリボン。ちゃんと無事に帰って来て、私に返しに来てねって渡したんです」

「おいおい。そこは下着の方があいつ喜んだんじゃないか？」

「バルディオさんの変態！」

「まぁ、無事に帰って来ても下着は無事に返って来る保証はないけどな」

「最低です！　そんな下世話なことをウォルスノーさんに聞かせないでください！」

　ぷりぷりと怒りながらエリンが背中を押してきた。あの変態から離れましょうということだろう。




　そう言えば、リンジーにも返さなくてはいけないものがあった。あの夜会の日に拝借したユーリの外套は家の壁にかかったままで、いまだに返せずにいる。

　けれども今更返すことなど叶わないだろう。返して万が一ユーリの記憶が戻ったら、リンジーの嘘がばれてしまう。それこそ身体が裂かれる様な思いをしたあの別れも全て無駄になってしまうだろう。

　いっそのこと知らないふりをして執務室のクローゼットにそっと返しておこうか。ユーリがいないこの期間は忍び込みやすい。

　内緒で持っているには高価なものであるし、あの礼服に誂あつらえて作ったものだとしたらこれからの季節に必要になってくるかもしれない。

　それにそれさえ手元から無くなれば、あの夜の二人を結びつけるものは何もなくなる。証拠隠滅は図っておかないといけないだろう。

　……家に帰った時にあの外套が出迎えてくれなくなるのは寂しくなるが。




　二人に玄関先まで送られ帰宅した後は寝室に直行してそのままベッドにダイブした。官服が皺になるので脱がなくてはいけないが億劫で面倒くさい。官服の上着だけを脱ぎそのまま布団の中に潜り込むと、そう時間がかからないうちに夢の世界へと入っていった。





◇◇◇






　ぱしゃん、と水が跳ねる音が聞こえてきて、それから肌に染み入るような冷たさを腹部から下半身にかけて感じた。その状況にしばし固まっていたが、鼻腔を突く泥臭さに顔を顰しかめる。

「あら、ごめんなさい。そこにいらっしゃるのに全然気が付かなくて」

　わざとらしい言葉で『おほほ』と笑ってみせる女と、リンジーのずぶ濡れの姿を見てクスクスと笑うその取り巻き達。『ごめんなさい』とは口では言ってみせるものの、そんなことを微塵も思っていないことはまる分かりだ。悪気はないけどそんなところに貴女がいたのが悪いのよということだろう。

　しかしこの女達、その服装を見るに城で働く下女達だ。

　今日はブレアフォンのお使いで城内にあるバドルードの執務室を訪れてその帰り道であったが、まさか侍女ではなく下女にまでこんな仕打ちを受けるとは思わなかった。

　侍女に絡まれることはよくある。彼女らは貴族の御令嬢達なので、平民の分際でとリンジーにちょっかいを出してきたのだろう。

　けれども今目の前にいる下女はそのほとんどが平民の女達。立場としてはリンジーと同じのはずなのだが、どうやら彼女達は侍女達同様にリンジーを敵と認定しているようだった。

　バケツの中身は泥水だった。おそらく外壁掃除をした時の汚水なのだろう。
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　それを城と官舎を結ぶ外回廊を通っている時にぶっかけてきたのだ。

　お陰で白とエメラルドグリーンの官服は泥だらけだし、水を被るには今は厳しい季節だ。水をどんどんと吸い込んでいく服はリンジーの身体を冷やした。

「お構いなく。ですがあまり考えなしに水を捨てるのはお止めになった方がいいですよ。人がいつ通るか分からないようなところに捨てるだなんて愚の骨頂です」

　この手の輩は相手にはしない。けれどもその仕事のずさんさはきっちりと指摘してあげなくはいけないだろう。ここはお偉方だって通るのだ。

「貴女が汚したこの廊下、責任もって綺麗にしてくださいね」

　汚したのなら自己責任で。そう冷たく言い放つと、悔しそうな顔をしてこちらを睨んできた。取り巻き達も同様の顔をしてひそひそと何かを言い合っているが、あまりいい気持ちのしない内容だろう。

　まだ仕事中だ。こんな暇を持て余しているような連中に付き合う暇はない。女達の顔を尻目にその場を去ると、背中に罵声が次々と投げつけられた。

　本当、はっきりと要件を言わずにただ水をぶっかけて笑うだけなんて何が楽しいのか分からない。まだ『ユーリに近づくな』と明確な目的を提示してくれる侍女やこの間の貴族令嬢達の方が理解できる。

　同じ平民なのだから、貴族令嬢達のように平民のくせにといった、身分を理由としたものではないのだろう。ならばあれはただ同じ女としての嫉妬だ。

（馬鹿らしい）

　そんなに目くじらを立てなくても、もうユーリとどうこうなるわけではない。噂も立ち消えて、また別の新たな噂が出てくるだろう。そのうちユーリとシャロンが結婚するという話も出てくるかもしれない。そうなればこんな風に誰にも突っかかられたり反対されることもなく、あの二人の結婚は祝福されるのだろう。きっと誰もがうらやむような夫婦になるはずだ。悔しいほどに。

　またネガティブな思考に陥ってしまったので、小さく『よしっ』と気合を入れ直した。

　とりあえずはブレアフォンに報告を済ませた後に着替えだ。




「あぁれれぇ～……。こりゃまた酷い」

　もう少しで職場に着くというところで、反対側からやってきたノールグエストに見つかってしまった。しかもしかめっ面で。その視線はずっと泥だらけの官服に向けられている。

「お前また誰かに絡まれたの？」

「……ええ、まぁ」

　ことある毎にリンジーに絡んでくる連中がいることは敢えて他言してはいなかったが、ノールグエストには以前助けてもらったことがあるので知られている。それ以降何かと気にかけてくれてはいるのだが、ばれたのは久しぶりだった。というよりも絡まれたこと自体久しぶりだ。今まで職場に缶詰でほとんど外に出なかったので、遭遇することはなかったのだろう。さしもの荒ぶるお嬢様達も職場まで乗り込んでくる度胸はなかったようだ。

「あーあぁ……、こんなに汚れちまって。泥汚れってなかなか落としづらいんだよなぁ。参ったな、おい」

　まるで自分のことのように難しい顔をして唸って見せるノールグエストに笑いが込み上げてきた。時々この人が貴族だと忘れてしまうくらいに庶民臭さが出てくるのが何だか面白かった。ノールグエストに好感を持てるのは、こういうところに親近感を感じてしまうからかもしれない。

「大丈夫ですよ。家に予備もありますし、この官服も古くなってきたところだったのでちょうど良かったです」

「着替えはここに置いてないのか？」

「この間一気に持って帰ってしまったんですよね、生憎。ずっと泊まり込みだったので」

「なら俺の貸そうか？　着替えをしに帰るにしても、その恰好じゃ外歩けないだろ。それに身体も冷え込むしな」

「いいんですか？」

「いいよ。むしろこんなおっさんの服でも大丈夫？　多分臭いとかはないとは思うんだけど」

「ええ。貸していただけるだけありがたいです。ありがとうございます。それにバンギリアムさんはまだそんなことを気にするような齢ではないでしょう」

「ばっか！　気にするんだよ！　特に奥さんが若いとすげぇ気になるもんよ」

「その前にもっと気にするべきところがあるのでは？　奥様から言われませんか？　そのぼさぼさの髪をどうにかしろとか」

「『そこがいかにもノールって感じで好きよ。それにちゃんとした格好をしたら、ノールが格好良すぎて他の人達が惚れちゃうかもしれないから嫌！』って可愛いことを言ってくれるのがうちの可愛い奥さんだよ」

「毎度ながら御馳走様です」

「いえいえ。なんのなんの」

　一緒に職場に入り、ノールグエストは自分のデスクから着替えを取ってきてくれて、その間にリンジーはブレアフォンに報告を済ませた。

　ブレアフォンのデスクの前に立った時に、泥だらけの官服を見た彼は目の周りの皺が伸びるくらいに目を丸くして驚いていた。無理もない。城に使いをやっただけなのに何故そんな物騒な目に会うのだろうと不思議に思ったようだ。

「バンギリアムさんに予備を借りて着替えてきます」

「うん。そうしておいで」

　余計なことは聞かずに、快く許可をしてくれた。




　着替えをノールグエストから受け取り仮眠室で着替えをした。

　中のブラウスは何とか無事だが官服のロングジャケットの被害が酷い。下のパンツはジャケットの裾が長いためにさほど被害はなかったのが幸いだ。取り敢えずノールグエストから借りただぼつくジャケットを羽織って仮眠室を出た。

「臭い？」

　仮眠室の外の廊下で待ち伏せていたノールグエストがしつこく聞いてくる。

「大丈夫ですよ。石鹸の匂いしかしません」

「なら良かった」

　笑って否定すると、少しほっとしたような顔をして顎にある無精髭を撫でていた。

　そんなに気になるものだろうか。ノールグエストと一緒にいる時にそんな不快な匂いを嗅いだことなどないのに。ノールグエストは確かユーリより年上で二十八歳。まだまだ若いはずだが、やはり男の人もある程度年をとるとそういうところが気になり始めるのだろうか。

「ところで、こうやって色んな人に嫌がらせを受けていることはまだユーリに言う気はないわけ？」

　以前も同じ質問をされた。不意を突くようにノールグエストは核心に触れてくる。緩めていた顔を引き締めて、真剣な顔で。

「はい。別に私一人で対処できますから」

　そして同じ返事を返したことも覚えている。

　例え一人で対処できようとも、これ以上エスカレートする前にユーリの耳に入れるだけでもすべきだとノールグエストはリンジーに何度も訴えてきた。その度に拒否して一人で大丈夫と言い張ったのは、これ以上ユーリの手を煩わせたくはないからだ。今も同じ気持ちであることに変わりはない。

「それにもうすぐ嫌がらせも止むでしょうし」

　だからあと少し耐えればいいだけのこと。それにあんなもの、特に心を病むようなものでもなし。だから大丈夫なのだとノールグエストに伝えれば、彼はきょとんとした顔をした。

「もうすぐ止むって確信して言っているようだけど、根拠あるの？」

「ええ、まぁ。もう団長が私を毎日送り迎えすることないですし、仕事を越えた関わり方をすることはないですから」

「え？　もしかしてウォルスノーちゃん、ユーリのこと振った？」

「………………振ったというのは語弊があるかと」

　ノールグエストが言う『振った』は恋愛的な意味なのだろうけれども、実際はユーリの善意を拒んだだけなので厳密に言えば違う。けれどもそれに近くはあるが。

　ノールグエストがそう推測するのも仕方がない。表向きはユーリがリンジーを口説いているということになっているのだから。

「これ以上仕事を越えたお付き合いはできないって言っただけですよ」

「やっぱり振ったんじゃん」

「だから、違いますって。そもそも私と団長はそんな関係じゃなかったんです。諸事情で団長が私を守るために傍にいただけで、噂で流れているようなことは何一つありません」

「へぇ？　そうなの？」

　ニヤニヤと含みをもたせた顔でノールグエストがこちらを見てくる。

「そんだけ毎日一緒にいりゃあ、少しくらいは進展するかと思ったが、ユーリのヘタレは相変わらずだな」

「そんなわけないじゃないですか。しかも団長がヘタレって……」

「いやぁ、あいつは残念なくらいにヘタレだぞ」

　ヘタレな団長、想像できない。

　そういうところを見たことないのであまりピンとこないが、親友のノールグエストの前ではそういうところを見せているということなのだろうか。見てみたい。ヘタレた団長物凄く見てみたい。

　まだ彼の新たな一面があるのかと思うと心が跳ねるが、けれどももうリンジーは見ることはできない。親しくなど今更できるはずがない。仕事以外で共にいることもできないし、素のユーリを見ることなどそんなおこがましい想いが叶うはずがない。それらを全てリンジーは手放してしまった。

「それに、これ以上団長とシャロン・シャウザー嬢との仲を邪魔するわけにいきませんし」

　今度こそノールグエストはきょとんとした顔をした。また意外な反応だ。

「シャロン嬢とユーリが？　ないない」

　そして悉く同意を得られない。

　おかしい。何故こんなにも話が噛み合わないのだろう。

「でも！　団長とシャロン嬢はよく頻繁に密会をしているって話だし、実際この目で見ましたし。思い合っている感じでしたよ」

「それもねぇよ。まぁ、確かに縁談とかきていたがそれも断ったし。今更恋愛に発展するとか死んでもごめんだって言ってたぞ」

「え？　でも……」

『何で我慢する必要があるの？　いいじゃない好きなんだから』

　あの会話は確かに恋人同士の会話だと思ったのだが、違うということなんだろうか。あれが恋人とかそういう感じのものではない？　訳が分からなくて混乱してきた。

「お前が何を見て何を聞いたかは知らないが、多分勘違いだ」

「……そう、なんですか？」

「おう。あいつの好きな人は今も昔も変わってねぇよ」

　シャロンじゃないのなら、ユーリの好きな人は誰なのだろう。

　その人のために女性と遊ぶのを止めたと言っていた。そんな彼が一途に思う人とは……。

　じぃっとノールグエストを見つめてあわよくば教えてくれないかと期待をしてみたが、そんな姑息なことは彼には通用しなかった。

「そんなに気になるなら、あいつに直接聞いてみな」

　意地悪そうな顔でノールグエストはリンジーの期待をさらりとかわす。おいそれと他言できないことなので本当に聞けるとは思ってはいなかったが、それでも落胆は大きい。

　ユーリの口からちゃんと聞くことができたのなら、この気持ちに決着をつけることができるんだろうか。もやもやとした気持ちはいつまで経っても消えることはなかった。







「あ！　そう言えば明日帰ってきますね！　グロウスノア騎士団」

　その日の帰り道、少しわざとらしいくらいに明るい声でエリンが言ってきた。

「そうでしたっけ？」

　あまりその話題に触れてほしくないリンジーは恍けて返す。

　本当は嫌というくらいに明日を意識している。ユーリが帰ってくるというだけでもそわそわして嬉しい。けれどもその反面どんな顔をして彼と会ったらいいか分からないので困っているのも事実だ。

　本当ならアウグスト遠征を無事に終えて帰ってくるユーリを労ってやりたいし、軍事演習の成果や今後の課題、来年以降の構想をどう考えているのかも聞いてみたい。

　あんな気安い関係には戻れないだろうけれども、きっと仕事中は割り切ってくれる。お互いいい大人だ。そこら辺のメリハリはつけるつもりだし、ユーリもそうしてくれると信じている。……そう思うのは余りにも都合がいいだろうか。

「よかったな～！　お前の大好きなだぁい好きな彼氏が帰ってくるぞ～。ちゃんとお守りの下着は返ってくるのかなぁ？」

「リボンです！　リ・ボ・ン!!　やめてくださいよ！　その微妙なセクハラ!!」

「おぉ～悪い悪い。ナチュラルに間違えた」

　悪気のない顔で謝るバルディオに対し、エリンは頬を膨らませて怒っている。でもその怒りが前回ほどじゃないのは、バルディオが言う通り明日大好きな恋人が帰ってくるからなのだろう。彼女もどこか気分が浮ついているのかもしれない。

「予定通りアウグスト領を発ったと報せも来てるし、ここまでさしたる怪我人もいないっていう話だぜ？　よかったな。この調子だとちゃんと彼氏からお守り返して貰えそうだな」

「ぅ……、そ、そうですね」

　先ほどのセクハラまがいの発言から一転、急にエリンの心情を慮るような発言をしてきて、彼女も少し戸惑っているようだった。

　バルディオは口は悪いし若干下品ではあるが、そういう発言も不思議と相手に嫌悪感を抱かせない。ちゃんと言うべきところを見極めているというか、そういうことを言ってもしつこくないのがいいのかもしれない。笑いにしている節も見受けられる。

　何だかんだ言ってエリンが彼に親しみをもって接しているところを見ると、いい人なのかもしれない。少しノールグエストに似ている部分があるためか、つい贔屓目に見てしまう。

「どうだったんですかね？　訓練。あっちは物凄い寒いって言ってましたし、雪も降っていたんでしょうね」

「団長がグロウスノアから話を聞いたら、うちもやるって言い出しかねないな」

「あー……、確かに」

　昔のように意欲的に遠征を軍事演習に取り入れるのはユーリと同じくシュゼットにとっても悲願だ。確実にそういう話になるだろう。

「話聞くの楽しみですね」

「違うだろ？　お前は恋人に会えるのが楽しみなんだろ？」

「それは否定しません！　バルディオさんは何だかんだ言って羨ましいんですよねぇ？」

「それは否定しません。寂しい独身男の僻ひがみだと思って話に付き合ってくれよ」

　ガハハと闊かっ達たつに笑ってみせるバルディオに、エリンもつられて笑う。

「ああ、そう言えばウォルスノーさんをこうやって送るのも今日で最後ですね。何だかあっという間だったな。団長にはちゃんとバルディオとエリン両名は勤めを果たしたって言ってくださいよ？」

　そうか。明日グロウスノアが帰ってくるということは、この二人ともお別れになる。

　結構この帰り道に二人の話を聞くのが好きだった。エリンの恋人の話やグルメなバルディオのお勧めのお店の話、今日の訓練の話。二人は同じ隊にいるらしく、武器も同じ弓なので色々と話が弾むのだろう。訓練の話になるとバルディオは途端に先輩の顔になってエリンにアドバイスをし始める。けれども、時折気を使ってこちらに話しかけてきてくれるのも何だか嬉しかった。

　いろいろと塞ぎ込んでいた今、いい気晴らしになっていたのかもしれない。

「もちろんです。大変お世話になりました」







　それが聞こえてきたのは、次の日のお昼過ぎのことだった。

　馬の嘶いななき、蹄が石畳を蹴る音、人々の雑踏。話し声も聞こえてくる。

「おっ。グロウスノアのご帰還か」

　窓の近くにいた誰かがそう言った。








第三話









「はい、これ。ブレアフォンさんから」

「ありがとうございます」

　ノールグエストから手渡されたものを受け取り、中身を確認すると騎士団の予算案とそれに付随する資料だった。つい数日前、死に物狂いで作り上げたものだ。

「各団長達に確認してもらって承認印貰ってきてってさ」

「……はい」

　それを聞いて一気に気分が沈んだ。

　各団長ということはその中にはもちろんユーリも含まれているわけで。帰還して早々会いに行かなくてはいけないということだ。

　気まずいことこの上ない。ずっと会わずにいるということはできないのは分かっているが、それでもいざ会うとなると、憂鬱感が襲ってくるというか合わせる顔がないというか。

「ちゃんと補足説明とかもしてこいな？」

「はい」

「特に長官とブレアフォンさんが今回のグロウスノアの軍事演習の成果について興味があるんだってさ。そこんとこの話を聞いて来てよ。今日中に」

「…………」

　にやにやとしてこちらを見るノールグエストを無言で睨み付けた。

　仕事にかこつけてユーリに会いに行けと暗に言っている。しかも会うだけではなくがっつりと話もしてこいと。顔を合わせづらいと思っているのを承知の上でわざとそう言っているのだから意地が悪い。

「な？　ウォルスノーちゃん？」

　な？　と言われても。あまりのあざとさに素直に頷きたくない。

　手元にある資料を睨みながらむっつりと黙り込むと、プッと噴きだす声が頭上から聞こえてきた。まだニヤニヤしているのかと思ったが、実際ノールグエストは口元に笑みを浮かべながらも複雑そうな顔をしていた。

「お前ら、本当にもどかしいんだよ」







　早速ネイウス、そしてサンドリオンの団長執務室を回り予算案を置いてきた。わざとたっぷりと時間をかけて補足説明などをしたが、あちらも暇ではないので思ったようには時間稼ぎができなかった。

　姑息だと言うなかれ。これでもかなり緊張している。

　結局のところ、グロウスノアの方に向かったのは夕方前。就業終了時間にはまだまだ時間がある。けれどもこのくらい時間が経っていれば恐らく帰還後の後片付けも粗方終わっているだろう。執務室に戻ってきている頃合いかもしれない。

　タイミングが悪ければ会えるだろうし、タイミングが良ければ会わずに済む……なんて考えるのは、あまりにも後ろ向きだろうか。

　重い足を引き摺りながらもやって来たグロウスノア騎士団団長執務室前。

　ゴクリと息を飲む。手を挙げてノックをしようと逡しゅん巡じゅんして躊躇い下し、また手を挙げるを繰り返す。

（これは、仕事だ。これは仕事）

　私情は持ち込むなと言い聞かせ、しっかりと顔を取り繕った。

　覚悟を決めていざ、とノックをする。少し控えめにだが。

　ところがいつもは聞こえてくるマリアベルの可愛らしい応答の声がいつまで経っても聞こえてこなかった。

　再度ノックをしても結果は同じ。

　はて、どうしたものかと考えあぐねていると、そっと扉が開いた。ほんの少しの隙間分開いてそこからマリアベルがひょこりと顔を出してくる。こちらの顔を確認するとスルリとすり抜けるようにして扉の奥から出てきた。そしてそっと音を立てないように扉を閉める。

「こんにちは、マリアベルさん」

「こんにちはぁ、リンジーさん。すみません、お待たせしてしまってぇ」

　こういう対応は珍しい。例え来客中であっても奥の衝立で仕切られた応接スペースで話しているので、扉を開けて出迎えてくれるのだが。もしかして、そういうことすらも憚れるほどの大物が今この部屋にいるということなのだろうか。

「こちらこそすみません。もしかして来客中でしたか？」

「あぁ～、えーとぉ、お客様というかぁ、そのぉ……」

　歯切れが悪い。そして眼が泳いでいる。

　何にせよマリアベルがこういう態度を取るということは、今は中に入らない方がいいということなのだろう。

「都合が悪いようでしたら出直してきますよ」

「すみませぇん。多分リンジーさんにはぁ、その方がいいと思いますぅ」

『リンジーさんには』、とひっかかる言い方をしていたが、まぁ深くは突っ込まない方がいいだろう。藪を突いてもいいことはない。

「では、これを団長に渡していただけますか？　後程補足説明などをしに来ますので、それまでに時間があれば目を通していただきたいのですが」

「わかりましたぁ。いつ頃来られますぅ？」

「できれば今日中にとお願いしたいところですが、無理ならば明日以降にでも。来客の方、お帰りになられる気配はありますか？」

「そうですねぇ……。今日はやっぱり難しいんじゃないかとぉ」

　やはりそれならば明日出直してきた方がいいか。

　ブレアフォンには事情を説明して明日遠征の話を聞くことを伝えれば問題はないだろう。多分、『今日中』というのはノールグエストが勝手につけた期限だ。

「では、明日午前中にお伺いすると団長に……」




「だから！　私は絶対に帰らないって言ってるでしょうっ!!」

　突然執務室の扉が勢いよく開いて、それとともに怒声が聞こえてきた。

　それに驚いたマリアベルがこちらへとよろけてきて、それをリンジーが受け止める。

　その声の大きさと扉の勢いに驚いて呆然としていたが、その声の主が開いた扉の目の前で立ち尽くしているのを見て、いよいよ心臓が止まりそうになるほど驚いた。

　ああ、なるほど。これでマリアベルの行動と言っていたことの意味が分かった。何故『リンジーさんには』という言い方をしたのかも。

「あら、嫌だ。人がいるとは思わなかったわ。ごめんなさいね。怪我はないかしら」

　凛とした芯のある声。高く可愛らしいけれども、マリアベルよりは低い。耳に残る声だ。

　艶のある金の髪、新緑を思わせる翡ひ翠すいの瞳。間近で見ていてもその定評の美しさは損なわない。

　シャロン・シャウザー伯爵令嬢。

　皆が憧れるマグダリア国一の美女が目の前にいる。

「おい！　シャロン！　勝手にどっかに行こうとするな！」

　部屋の中からユーリの声が聞こえてきて、反射的に肩が跳ねた。こちらに近づいてくる。

　シャロンが中にいて、そしてユーリも中にいて。マリアベルが気を回してリンジーをこの部屋から遠ざけようとしたその理由が痛いほど分かった。

「……ウォルスノー？」

　ユーリがリンジーの姿がここにあることに驚いて、動揺している。

　そのことに何故か酷く腹が立って、唇を噛み締めた。




「……ウォルスノー？　ということはまさか！」

　シャロンがリンジーの名を聞いた途端に目の色を変える。リンジーの顔を睨み付けるように見据え、今にも食ってかからんばかりの勢いでその距離を詰めてきた。

「シャロン！　そいつを巻き込むな！」

　何かを察知したのか、ユーリが必死の形相でシャロンを止めようとしてこちらに向かってくる。けれども助けるには余りにも距離があってその手が間に合うことなく、リンジーはあっさりとシャロンに捕まってしまった。

　身構えて身体を固くする。もしかして他の御令嬢達と同じようにリンジーにユーリとのことについて苦情を言いに来たのではないか。嫌な想像が頭の中を駆け抜けた。

「この子ね！　貴方と噂になっているって子は！」

　リンジーがシャロンに捕まってユーリも下手に手を出せないのか、間合いを取ってこちらを睨みつけていた。じりじりと一触即発の空気が間に流れる。

　これはもしかして『この子が私達の邪魔をしているのね！』と逆上したシャロンがリンジーに危害を加えようとして、それをユーリが何とか思いとどまらせようとしている、所いわ謂ゆる修羅場というやつではないだろうか。

『男女の修羅場っていうのはね、今後の二人の仲を進展させるのには重要なのよ！』と少女のような蕩ける顔で言っていた母を思い出した。確かあれは恋愛小説を読んで興奮した母に、聞きたくもないのに無理矢理聞かされた恋愛講義の内容の一つだったと思う。

『この時、当て馬になる人とかとばっちりを受ける人が可哀想ではあるんだけど、二人の愛のためには仕方のない犠牲よね！』とも言っていた。

　と、なると今のこの状況、リンジーはまさにその『可哀想な人』なのではないだろうか。この二人の愛のために犠牲となり、その愛に殉じて死ねと言われているような気がしてならない。

　もう帰りたい。やるならこちらを巻き込まずに二人だけでやってほしい。

　余りの仕打ちに泣きそうになった。

　ところが、話は思わぬ方向へと向かっていく。

「今すぐ私の要求を呑まなければ、この子に貴方の恥ずかしい過去を話すわよ！　あることないことないこと、それはもうありとあらゆる赤面悶絶もののエピソードをばらしてやるんだから！」

（…………んん？）

　何かおかしい。

　今のシャロンの言葉、痴情の縺れ的なものではなくてどちらかというと脅迫に近いような気がする。

　その雲行きの怪しさに二人の顔を見比べて、先ほどの言葉の意味を考えあぐねた。その間に尚も二人の応酬は続く。

「お前！　ないことの方が多いじゃないか！　やめろ！　お前の作り話なんて碌なものじゃない！」

「当たり前じゃない！　いいことなんて一切言ってやるつもりはないわよ！　ふふふっ。何から話そうかしらぁ。貴女、ユーリのどんな話が聞きたい？」

「え？　あの……」

　顎に手を添えて上を向かせたシャロンが妖艶に微笑む。こちらを誘い込むような色香にドキドキして言葉が詰まった。

　どういうことだ。理解が全く追いつかない。

　こちらに敵意を向けるのかと思いきやそうではないし、むしろその敵意がユーリの方に向いている。今のリンジーはユーリを脅すための人質。やはり母が言っていた修羅場とは何か違う。

「王立学校にいた時の話なんかいかが？　初めての模擬試合で完膚なきまでにやられてべそかいて帰ってきた話とか」

「やめろ！」

　え？　何それ物凄く聞きたい。

　不謹慎にも胸が高鳴った。

「それとももっと昔の話がいいかしら。庭にある屋敷より高い木をどこまで登れるかと兄のレオンと賭けをして登ったのはいいものの、降りれなくなっちゃって大泣きした話とか。ああ、そう言えばあの時泣きながら木の上でおもらし……」

「シャロン!!」

　ユーリがこれまでにないくらいに顔を真っ赤にしている。

　それを見てシャロンが勝ち誇った顔した。

「さぁ、早いところ降参しないとどんどん貴方の恥ずかしい過去が出てくるわよ。付き合いが長い分ストックは有り余るほどあるんだから」

「くそっ！」

　狼狽しながらも悔しそうに顔を歪めるユーリと、脅迫を続行する気満々のシャロンを見てどうやら恋愛小説のような修羅場に巻き込まれたわけではないということが分かった。それでも面倒くさそうな雰囲気ではあるのだが。

　そろそろこの事態を収拾させなければいけないだろう。廊下でこんな話を大声でするのも恥ずかしいし、嫌でも目立ってしまう。先ほどグロウスノアの団員の誰かが遠目でこちらを見てぎょっとしてどこかに行ってしまったから、やじ馬が集まってくるかもしれない。

「あの、シャロン・シャウザー伯爵令嬢」

「何かしら？　ユーリの聞きたいこと、決まった？」

「いえ。取り敢えず少し落ち着きませんか？　廊下で騒ぐのは拙いですし、やじ馬も集まってくるかもしれません。続きをするのは部屋の中に入ってからでも十分なのでは？」

「それもそうね……」

　リンジーの冷静な提案に少し頭が冷えたのか、シャロンは難しい顔をしながら考えていた。そしてへにょりと眉を垂れ下げて、庇護欲をそそるような顔をしてくる。

「貴女、私の味方してくれる？　私今、味方をしてくれる人が欲しいのよ。それを約束してくれるなら部屋の中に入るわ」

　先ほどまでの剣幕はどこへやら、お願いお願いとしおらしい態度で訴えてきた。

　一応ユーリの顔を確認したが、断れと首を横に振っていた。マリアベルはこれまで傍観者に徹していたが、明らかに興味津々に目を輝かせている。あれは話を聞きたいということだろう。

「味方をするにしても状況を把握しないことには援護もできません。取り敢えず何故このようなことになっているか説明していただけますか？　その話から判断します」

「……そうね。その方がいいわね」

　素直にそれに頷いたシャロンは、リンジーから離れて執務室の中に入って行った。それを追う様にマリアベルも中に入る。

　リンジーもそれに続こうかと扉へと向かうと、そこでまだ中に入らずにいたユーリがすっと目の前に立ちはだかった。

「すまない。こんなことに巻き込んでしまって」

　苦しそうに、本当に苦しそうにユーリが謝るので、先ほどまで感じていたユーリへの苛立ちがまた再燃した。

「構いません。それに早く事態を収拾しないと仕事の話ができませんし」

　けれどもこれだけ謝罪をしている人間に鞭を打つのも大人げなくて、怒りを押し込めて表面を取り繕う。

　ユーリの横を通り抜けた時に、彼が何かを言いかけたのが分かったがそれを無視した。




　応接スペースのソファーにシャロンと、そのシャロンに人質よろしく腕を組まれているリンジー。テーブルを挟んでスツールに座ってバツが悪そうな顔をしたユーリがいる。マリアベルはあくまで傍観者という立場を貫くためなのか、テーブルの脇に立ってその場の様子を眺めていた。

「つまりはお二人は昔馴染みなんですか？」

「そう。父親同士が仲良くてね。昔からよく遊ばされていたの」

　話を聞くにそういうことらしい。それで妙に仲がいい理由が分かった。ファーストネームで呼び合うことも、昔話をしてみせることができるのも。

　ユーリとユーリの兄のレオンとそしてシャロン。年頃になって同性の友達と遊ぶようになるまでよくこの三人で遊んでいたのだとか。

「だからね、ユーリは私にとっては兄みたいなものなの」

「俺にとってもこいつは妹みたいなものだ」

「ね？　これは大事なことだからしっかりと頭に刻み込んでね」

　念を押すようにシャロンが言ってくる。その顔は真剣そのもので、ユーリも同様だった。互いが互いに兄妹のような感情しか持っていないと必死に言ってくるその様子に、『はい』と頷くことしかできなかった。

　だが、それによってリンジーの中にあったモヤモヤがすとんと消えていった。

　てっきりユーリの好きな人はシャロンだと思っていたし、シャロンもユーリのことが好きでわざわざ会いに来てあんなことを言っていたのだとばかり思っていたのだから。ノールグエストもユーリとシャロンはあり得ないとは言っていたものの、半信半疑だった。

　ならば、あの会話は何だったんだろう。

　むず痒がゆいような嬉しさが湧き起こる反面、疑念も残る。

「じゃあ、どうして縁談なんて話になったんです？」

　それを聞くと途端にシャロンの顔が苦いものになった。ユーリも同じような顔だ。

「聞いてくれる？　それ、今回のことの発端だから」

　そう言ってシャロンはやさぐれたような態度でこちらをギロリと見てくる。居酒屋の酔っぱらいのようなその様相に、リンジーは頷くことしかできなかった。

「私、綺麗でしょう？」

「……はい」

「誰もが認める美女でしょ？」

「はい」

　んん？　と首を傾げる。

　それはまさにシャロンは自他共に認める絶世の美女ではあるが。この質問の意図が分からず、リンジーは戸惑いながらもとりあえず頷く。

「だからね、私が結婚するのは最高の男じゃなきゃ嫌だって思っているの。この美貌を独り占めできるのよ？　そうじゃなきゃ割に合わないじゃない」

「はぁ、そう、ですね」

　出てきたのは空返事だ。

　ここまで自分に自信を持てる人はなかなかいないと思う。リンジーなんて容姿に関してのコンプレックスだらけだというのに。

「だから自分でそういう理想の人を探したの。顔はあんまり重視していない。大事なのは将来性と我が家のためになる結婚か。それと、私を生涯大切にしてくれる誠実そうな人か。私が自分の容姿が優れていると自覚してからずっとよ」

　シャロンが自分の美貌を自覚したのは一体いつの頃なんだろう。

　おそらく物心つく頃には他人の目というものを意識するだろうから、下手すれば幼少期か。そのころからそういうのを意識していたとは末恐ろしい美少女だ。

「それでね、とうとう出会ったの！　私が十歳の時にね！　カルヴァーン伯爵の三男のストレイン。私の父の元に見習いとして彼がやって来たのよ。始めは頼りなくて鈍そうな人だなって敬遠していたんだけど、だんだんとその頭角を現してきてね。今では父の執事として支えてくれているのよ。私はその才覚に惚れ込んで、彼しかいないって思ったの」

　その時ばかりはシャロンは優しい顔をしていた。目元を赤く染めて蕩けるように目元を綻ばせる。まるで蕾から花が咲き開く瞬間を見てしまったような感じがした。

　本当にそのストレインが好きなんだ。

　それを惜しげもなく伝える姿に胸が熱くなった。

「それからはこの美貌は彼のためだけに磨き上げたの。適齢期になったら彼と結婚できるようにって抜かりなくよ。他の男に懸想されようとも縁談がいくつこようとも彼と結婚するために全部突っぱねて、ずっとしり込みする彼にアプローチをし続けてね。……でもね、最初は父が反対したの。もっと優良物件を狙いなさいって。馬鹿よね。私にとってストレインが最優良物件だっていうのに。随分と父を説得するのに苦労したわ」

『それで』と言葉を区切ってシャロンはユーリを睨み付ける。その鋭い視線を受けたユーリは、はぁ、と大きな溜息を吐いた。

「父がとうとうユーリとの縁談を持ってくるっていう暴挙に出たのよ。もう私の今までの苦労が台無し」

「あのなぁ、あれはどう考えても俺のせいじゃないだろ。父親同士が共謀してなかなか結婚しない子供をくっつけようっていう浅はかな考えの結果だ」

「そもそもユーリが早く結婚していればこんなことにならなかったのよ」

「責任を俺に押し付けるな」

　互いに互いを睨み付け、またもや一触即発。

　もっと雰囲気が悪くなる前に話を先に促す。

「それで団長は縁談を断りに行かれたんですよね？」

「そうだ。俺はそんなつもりはなかったし、シャロンも昔からストレイン殿と絶対結婚するって言ってたからな。シャウザー伯には俺も一緒に説得したよ。そうじゃなきゃ俺の幸せを悉く潰してやるって、シャロンに泣きながら脅されたもんで」

「その甲斐もあって父にはストレインとの結婚を許して貰えたの。でもね、ストレインがますます尻込みしはじめたの。『私には勿体ないです』とか言って。それで荒療治として嫉妬させようとユーリと夜会に行ったらそれが裏目に出ちゃうし、もう最悪」

「だから俺は止めろって言っただろう」

「お黙りなさいよ、ユーリ」

　思い出した。確かに縁談を断る代わりに夜会に出るようにシャロンに頼まれたとユーリは言っていた。その時はてっきり断られたシャロンが、ユーリを諦めきれずにまた接近できる機会を窺うためにその約束を取り付けたのではと邪推をしたが、まさかそんな裏事情が隠されていたとは露にも思わず。

　あの時、この二人のお似合いな様子にだいぶ打ちのめされたが、ストレインも同じ気持ちになったのではないかと同情の気持ちが生まれてきた。この二人の間に割り込もうなどという身のほど知らずなことは考えなくなる。ますます尻込みした彼の気持ちが分かるような気がした。実際リンジーもそうだったからだ。

「あれからね、何度話してもストレインは『私には勿体ない』って私から離れていくばかり。父の許可は下りたと言っても『これは自分の問題』とか『シャロンさんにはもっと相応しい方がいます』とか言うの」

　縁談が来るまではストレインもそれなりに好意を示していたようだ。

『好きだ』とも言ってくれていたし結婚を匂わすことも話していたのだが、ユーリとの縁談で完璧に自信を無くしてそれからはシャロンとの関係に消極的になった。その止とどめを暴走したシャロン自らが刺してしまった形になったのだが。

　だが、シャロンの熱意と根気は相当なものだったらしく。それと同時に思い込んだら一直線な彼女がその想いのあまりに取ってしまった次の行動。

「だから、私、ストレインが私と結婚すると言うまで家出することに決めたの」

　それは、愛ゆえにというにはあまりにも無計画で無謀なものだった。

「その手伝いをユーリにさせようと何日も前から足繁くここに通って交渉しているんだけれども、なかなか首を縦に振ってくれなくてね。どうしようと困っていたところだったのよ」

　なるほど、これで全部の辻つじ褄つまがあった。そして自分が盛大な勘違いをしていたことに気が付いて、今とても恥ずかしい。今すぐこの部屋から出ていきたい。




『何で我慢する必要があるの？　いいじゃない好きなんだから』

『だから今は時期が悪いんだ。分かってくれ』

『嫌よ。ずっと我慢し通しだったのよ？　これ以上は待てない』




　あれは家出をしたいから手伝え、いつまで待たせる、待ち草くた臥びれたと焦れるシャロンと、それを思い留まらせようと頑張るユーリの会話だったのだ。

　紛らわしい。紛らわしいにもほどがある。

「だから何度も団長に会いに来ていたんですねぇ。団長とシャロン様が密会されているって噂になっていたからぁ、てっきり、リンジーさんを捨てたのか団長屑野郎って思っちゃってましたぁ。団長ごめんなさぁい」

「おい！　待てソフィアランス！　その噂って何だ!?」

「だからぁ、そのままの意味ですよぉ。団長がぁ、なかなか靡かないリンジーさんに見切りをつけてシャロンさんと仲良くしているとかぁ、実は恋仲のお二人をリンジーさんが邪魔しているんだとかぁ、そんな感じの噂ですぅ。ね？　リンジーさん」

「え？　……あぁ、まぁ、そんな感じですね」

　突然マリアベルに同意を求められてどうしたものかと思ったが、そういう噂が流れていたのは確かだし実際リンジーもそれに踊らされていた節があるので、小さく肯定した。

　頷くリンジーを見てユーリが絶望的な表情になって顔を両手で覆った。その指の隙間から『くそ！　シャロン覚えてろ覚えてろ覚えてろ』と呪いの言葉のようなものが聞こえてくるのは気のせいだろうか。

　さすがのシャロンも悪いと思ったのか『ごめんなさいね』とユーリに謝っていたが、あまり本人には届いていない様子だ。

「話は戻しますが、団長に家出の手伝いをさせるというのは具体的にはどのようにしてもらうつもりだったんですか？」

　悲壮感溢れているユーリには悪いが、話を先に進める。

「それは一応宿とかどこか別荘でも貸してもらおうかと思って」

「供もつけずにお一人で？」

「そうよ。家出だもの」

「それは余りにも不用心なのでは？　貴族の御令嬢が護衛もつけずに宿に泊まるなど目立ちますし噂も広がるでしょう。別荘など以もっての外ほか。それですぐにシャウザー伯が迎えに来るようであればいいのですが、不埒者は案外そこら辺にいるものです。ましてや貴女の容姿では邪な思いを抱く連中も多いでしょう。そんな中、女の身ひとつでお泊りになられますか？」

「……それは」

「焦るあまりに大義を見失っていませんか？　もしこれで貴女の身に何かあったらストレインさんもご自分を責めるでしょうし、それに加担した団長だってそうです。貴女は自分の身を危険に晒してでも、貴女を大切に思ってくれる人を傷つけてでもそれをやる覚悟はありますか？　一歩間違えば何もかもを失うその覚悟がおありで？」

「…………」

　きつい言い方だと自分でも思う。

　けれどもシャロンのそれはあまりにも我わが儘ままで身勝手な、周りを考えていないものだ。意地をはるのはいい。欲しいものを手に入れるためにあれこれ手を尽くすというのは素晴らしいし、リンジーだってそのくらいの気概が欲しいと思うほどだ。けれどもその意地が駄々をこねる子供の我儘のようになってきてしまっている。こんなのに巻き込まれるユーリも堪ったものではないだろう。

「シャロン」

　いつの間にか復活していたユーリが、リンジーの言葉に言い返せずに悔しそうな顔をするシャロンの名を呼ぶ。

「前にも言ったがもっと冷静になれ。お前は相手から同意を得られないとすぐに怒る癖がある。それでいつもストレイン殿とじっくり腰を据えて話せていないんじゃないか？　本当に彼の言葉を全部聞いたのか？　さっき言っていた言葉の先にまだ言いたかったことがストレイン殿にはあったんじゃないか？」

　ユーリの指摘は図星だったようで、口を尖らせて涙目になっていた。

「お前のひたむきなところはいいところだ。だけど、今はそれが行き過ぎて独り善がりになってしまっている。ウォルスノーの言う通り家出というのはお前が思っているより遥かに危険な行為だぞ？　お前はストレイン殿を悲しませたいのか？　だから家出をするのか？」

「そんなわけないじゃない。ただ、私がいなくなってちょっと慌ててくれたらって思ったの。私のことを恋しがってくれるんじゃないかって」

「ストレイン殿は心配性だから今頃血相を変えて探し回っているところじゃないか？　お前、そんな彼をこっそり覗いて楽しもうとしていたなんて趣味が悪いな」

「わ、悪かったわね！　しょうがないじゃない！　それしか思いつかなかったんだもの。彼もいい年だし、手をこまねいているうちに結婚が決まってしまうんじゃないかって気が気じゃなかったのよ」

　一昔前までは親が決めた相手と結婚など当たり前のことだったが、昨今は恋愛結婚も珍しくはない。特にシャロンの場合は父親もストレインとの結婚に了承をしているので、さらにハードルが低くなっているはずなのに、当人達の気持ちがいまいち噛み合っていない。これだけすぐに感情を爆発させる彼女のことだ、自分が言いたいことだけ言ってストレインの話を半分も聞けていないなんてことがあるのかもしれない。ストレインの本心がどこにあるにしろ話し合いは必須だろう。

「とりあえずはまずは家出は止めろ。それでストレイン殿と長い時間をかけてじっくりと話し合え。な？」

　諭すようにゆっくりと優しく。ユーリのその言葉は、まるで兄が妹に言い聞かせるようなものだった。それに今度はシャロンが素直にこくりと頷く。その二人の姿を見て互いを兄妹のようだと言っていた二人の心境が分かったような気がした。




　コンコン。ノックが二回。

　マリアベルが返事をする前に執務室の扉が開いて、そこからレグルスが現れた。

　ツカツカと足早にマリアベルの元へとそのまま直行すると、彼女の手を取ってぎゅっと握り締めて頬を赤く染めながら鼻息を荒くした。

「ただいま！　ただいま！　マリアベルちゃぁん!!」

　久しぶりにレグルスを見るが相変わらず、いや、出発前よりもマリアベル愛がさらにうざく暑苦しくなっている気がする。ずっとマリアベルに会っていなかった間、その重苦しい愛を募らせていたに違いない。

　それでも顔色変えずにレグルスに『おかえりなさぁい』と言ってのける彼女も大したものだと思うが。

「おいレグルス。まずは俺に報告が先だろう」

「えぇ～！　だって団長がこっち着いて早々に用事押し付けるから、マリアベルちゃんにただいまの挨拶も碌にできなかったんすよぉ。いいじゃないですか少しくらい」

「後でいくらでもやれ。それよりちゃんと連れてきたんだろうな？」

「もちろんっすよ。帰ってマリアベルちゃんとゆっくり話をしたかったんで、有無を言わさず掻っ攫ってきました……、って、あれ？　いねぇし」

　ユーリに言われて誰かを連れてきたみたいで、レグルスは自分の後方を確認するも姿が見えなかった。『あれぇ？』と首を傾げながら廊下の方へと向かうと、どうやらその人物は廊下の陰に隠れていたらしく『見つけた！』と声を上げるレグルスに強制連行されてきた。

　レグルスに引き摺られてくる三十代前後の男性を見て、シャロンが声を上げて立ち上がる。

　その反応を見て大方の予測ができた。

　彼はストレイン・カルヴァーンだ。

　少しぽっちゃりとした体形に、人の好さそうな顔。レグルスの力技にオロオロしながら引き摺られ、シャロンの顔を見るなり安堵し泣きそうな顔をしていた。

「どういうことよユーリ！」

　ユーリが部下を使って無断でストレインをここに連れてきたことをシャロンがすかさず問い詰める。

「どういうことも何も、お前が帰らないと言い出した時点で面倒なことになると分かっていたから先手を打ったまでだ」

「酷いわ！　元から私を追い出すつもりだったのね!?」

「俺は散々言っただろう。家出なんか反対だって。俺は最善の手を打ったつもりだよ」

　シャロンの怒りなどものともせずにユーリはしれっと言い放つ。

　その態度に頭にきて更に問い詰めようとシャロンは口を開きかけるが、目の前にストレインがずいっと出てきたので慌てて口を閉ざしてそっぽを向いた。

「シャロンさん、心配しました」

　顔を逸らすシャロンに、ストレインは声をかける。バツが悪いのか、愛しい人に優しく声をかけられても一切そちらを見ようとしない。その頑なな態度にストレインは困ったように眉を下げ、言葉を探しているようだった。

「団長、俺もうお役御免でいいですかね？　この後マリアベルちゃんを食事に誘おうかと思っているんで」

「ああ、手間をかけたな。好きにしろ」

　場の空気を読まないレグルスが遠慮もなく聞いてきた。もちろん、こんな茶番に付き合う必要はないのでユーリはすぐにＯＫを出したようだが、どうやらマリアベルにはＯＫは貰えなかったようだ。誘う前にマリアベルの方から『あ、私はこれからどうなるか見届けたいんでぇ、ごめんなさぁい』と言われてしまって、酷く落ち込んでいた。

「家出なんて危険なことするなんて、ご自分の身に何かあったらどうするつもりですか」

「…………」

「シャロンさん」

　ようやく口を開くことができたストレインだが、黙りこくるシャロンを前にいまだにしどろもどろしていた。叱られた子供のように涙を浮かべる彼女に対し言葉を選んで話している。シャロンの感情が爆発しないように気を使っているのがありありと見えた。

「あの、今回家出なんてしたのは私のせいですよね？　それは謝罪します。けれど、どうかご家族を心配させるようなことはお止めください。貴女の書置きを見つけてからどれだけ大騒ぎになったことか……」

「……だって、こうでもしなきゃ分かって貰えないじゃない。私が本気で貴方と結婚したいって思っていること、ちゃんと伝わらないじゃない」

「シャロンさん……」

「どうして？　どうして突然私との結婚を嫌がるの？　私、貴方に何かした？　私のことを嫌いになった？　それとも他に好きな人ができた？　私、それを考えると不安で仕方がなくなる。怖くて怖くて堪らないのよ」

「それは、その……」

　今度はストレインが口を噤む番になった。目を大きく瞬かせて息を呑み、一気に身体を強張らせる。ちらりとユーリの方を見て何かを言いたげに視線を送る。それに気が付いたユーリは二人に近寄って助け舟を出した。

「こんなギャラリーがいる中ではいろいろ話しづらいだろう。部屋を貸してやるからそこで二人で心ゆくまで話せばいい」

　隣の空き室に促し、二人だけで話す場を設ける。

　おそらく先ほどのストレインの視線は他の人間の存在を気にしてのことだったのだろう。特にユーリを気にしているようにも見えた。

「あの、すみません、ユーリさん」

　シャロンの肩を抱きながらストレインがお礼を言う。

　そんな彼にユーリは近寄り、いきなり胸倉を掴み引き寄せた。

「貴方がしっかりしてくれないとこちらにとばっちりが来る。いい加減に腹くくれよ」

　平然としていながらも内心頭にきていたのかもしれない。にこやかな顔とは裏腹にユーリのその忠告の声は地を這うように低く凄みをきかせたものだった。

「は、はい……」

　恫喝にも似たその言葉に怯えたストレインは、足元をふらつかせシャロンに支えられながら廊下に出て隣の部屋へと入って行った。







「団長ぉ、シャロンさんはぁストレインさんのことを物凄く優秀みたいな感じで言っていましたけどぉ、それって彼女の欲目ってことですかぁ？　私にはぁ、全然そんな風に見えないんですけどぉ」

　ずばりとここに居る皆が思ったことを代弁してくれたマリアベルの問いに、ユーリは振り返って苦笑した。

「普段はあんな感じだが彼は本当に優秀なんだ。ストレイン殿のおかげでシャウザー領の経営は上向きになってきているし、シャウザー伯ももう手放せないとまで言うくらいにな。あれでシャロンに対しても強気に出てくれればよかったんだが……」

　かくもうまくいかない世の中である。








第四話









　気が付けば日が傾き、就業終了時間を過ぎていた。

　普段なら茶番に巻き込まれてしまって時間を無駄にしてしまったことを悔やむところだが、今日はそんな気持ちが起きない。窓から差し込む赤い光を眺めながら、今日聞いた真実と自分の勘違いとシャロンの恋路とがいろいろごちゃ混ぜになりながら考え込んだ。

（……シャロン嬢でないのなら、団長の好きな人って誰なんだろう）

　考えの中でふとそれがよぎり、マリアベルとレグルスと話すユーリの後ろ姿を見つめた。

　盛大な勘違いをしてしまったが、それでも彼に想い人がいることには変わりはない。それが誰なのかが分からないだけだ。




「ウォルスノー、何か渡したいものがあるとソフィアランスから聞いたが」

「え……？　あ、はい」

　いつの間にか話を終えたユーリがこちらを向いていることに気が付かなかった。少し遅れて返事をし、持っていた書類をユーリに渡す。

「来年の予算案です。補足資料もありますからそれにも目を通していただきまして、何か不備などがなければ承認印をお願いします。それとお疲れのところ申し訳ございませんが予算案についていろいろ補足説明をしたいのでお時間をとって頂きたいのですが」

「それは構わない。今日はこのまま何も仕事をするつもりはなかったから今からでもいいか？」

「はい。そうしていただけるとありがたいです」

「分かった。じゃあ、ちょっと待っていろ」

　そう言ってまた二人の元へと戻り、仕事の話を少しした後にこちらへと戻ってきた。

　そのまま二人でユーリの執務机へと向かい、早速予算案を見ながらリンジーが説明をし始める。

　それが始まって間もなくマリアベルが帰り、レグルスもそれを追いかけるように帰って行った。隣の部屋に篭もっていたシャロンとストレインも話し合いが終わったようで執務室に顔を出してきた。話はまた後日にでもということでくわしいことは聞けなかったけれども、いい方向に進んだようではあった。シャロンの幸せそうな顔を見れば結果は聞かなくても分かるような気がした。

　そして気が付けば二人きり。

　仕事に集中していたために意識はしていなかったが、補足説明が終わり、あとはユーリにチェックしてもらったのちに後日受け取りに来るという話をしたところで、仕事モードが急に切れてしまったために今の自分の状況にハタと気が付いてしまった。

　ペラ、ペラとユーリが紙を捲る音が室内に大きく響き渡る。

　いつものあの煩いほどに響くレグルスの声や、マリアベルのおっとりとした声も聞こえてこない。本当に二人きり。

　今まで二人きりになったことなどいくらでもあるのに、恐ろしいほどに鼓動が脈打つ。

　煩い、聞こえてしまう。

　この静寂の中では、どんな小さな音であっても拾われてしまいそうで怖い。ユーリに気付かれないように密かに深呼吸を繰り返すが、いっこうにこの緊張が薄れることがなかった。




「ウォルスノー」

「……！　は、はいっ」

　声が上ずった。

　いまだ仕事中だというのに邪なことを考えていたことがバレてしまったのかと焦ってしまい、無意識のうちに手をギュッと握り締める。

「今日はまだ仕事があるのか？」

「いえ、これが終わったら帰ろうかと思っていますが……」

　こちらを見ようとしないユーリの横顔が少し緊張しているのが分かった。声も堅い。ユーリの問いに答えてしまってから、自分の失態に気が付いた。

「なら、少し話があるんだが、この後いいか？」

　しまった、と安易に答えてしまったことを悔やむ。

　このタイミングで改まってする話など一つしかない。きっとユーリはこの間の話を再度したいのだろう。けれどもリンジーにはそんな気はさらさらなく、あれはもう終わった話だと割り切っている。いくら話しても結果は変わらないし、これ以上ユーリに守ってもらう必要もない。

　どうしたものかと悩んだ。

　断るにしても何かしら理由が必要だと思って探したが、その前にユーリの方が先手を打ってきた。

「頼む。嫌かもしれないが俺にその機会を一度だけくれないか」

　狡い。

　さっきまで目を合わさなかったくせにこういう時だけ真っ直ぐに見つめてくるのだから、そんな懇願するような目を向けられたら無下になどできないではないか。

　結局それを突っぱねることができるほどの理由を見つけることができず、悩みはしたが頷くことしかできなかった。




「……この間お前が話したことだ」

　そう話をし始めて、ユーリは席を立った。リンジーから距離を取るように窓の傍に立つ。

「お前はずっと頑なに襲ったやつの名前を言おうとしなかったな。それどころか聞いてくれるなと俺に言った。俺もお前の傷を抉ることになるのであれば聞かない方がいいと思って追及はしなかった。裏で独自に調べはしていたが」

　いきなり核心に迫るような話を持ち出されて、いよいよ緊張が極限に達してきた。まずい。やはり絆されずに断るべきだったともうすでに後悔し始めている。

「勝手に調べていただなんて、約束が違います」

「聞かないとは言ったが、調べないとは言っていないだろう」

「とんだ屁理屈ですね」

「ああ、そうだな。でも俺は例えお前が望まなくても犯人を見つけ出したかった」

　ツキリと針で刺したような痛みが胸を貫く。

　そこまで強く思ってくれているのに敢えて口を閉ざした自分。それがずっとユーリを欺いているようで心苦しかった。これは彼を傷つけないためだと言い訳をしながらも、結局のところ自分が傷つきたくないからだと知っているからこそ罪悪感が募る。

「けれどどんなに調べても容疑者すら出てこなかった。一番怪しかったお前の見合い相手のサイジル・フラビィフもあの夜は他の女性と一緒だったしな」

　当然だ。

　犯人はもう忘却の海に消えたのだから。どれだけユーリが手を尽くそうとも見つかるはずがない。

「……何が言いたいんです？」

　勿体ぶった言い方に痺れを切らした。ユーリがなぜ今更そんな話をするのか分からない。

　あの時、アウグスト遠征の前日にリンジーが裏切りともとれる酷い言葉を投げかけた時に、ユーリは酷く傷ついた顔をしていた。そして必死に怒りを押し殺して、何も言わず去りゆくリンジーを止めることもなく旅立ってしまったのだ。きっと言いたいことはたくさんあったに違いない。

　よくも騙してくれたな。俺を利用したのか。そんな言葉が怒りと共に出てくるのだとばかり思って覚悟をしていた。

　けれども出てくるのは呵責の言葉ではなくただの事実確認。振り回すだけ振り回して最後に酷い言葉でその真心を傷つけた愚かなリンジーを睨み付けることすらしない。

　静かな怒りをその内に燻らせているのだろうか。それとももう呆れて感情すら湧き起こらない？　怒りをぶつけるほどの価値もないと切り捨ててしまったのだろうか。

　覚悟はできていた。だが、実際にユーリの表情を見てそれは安易に崩れ落ちる。

　仕事上の関係だけでいい、仕事で認められるのであれば側にいることができなくても構わないと思っていたものの、やはりユーリに嫌われるのは耐え難い。ただリンジーの一切を切り捨てられるのが怖くて、必死にそれを誤魔化すように捲し立てた。

「ああ、もしかして襲われたこと自体嘘だったと言いたいのですか？　私は簡単に嘘をつく人間ですからね。団長がそう思っても仕方のないことです」

　怖い。ここにいたくない。この先のユーリの言葉を聞きたくない。自嘲の笑みを浮かべる一方で、頭に響くくらいに心臓が早鐘を打っていた。

「違う。そうじゃない」

「じゃあ何だというんです？　怒ればいいじゃないですか。よくも振り回してくれたなって。恨みつらみを全てぶちまけても私は別に平気です」

「ウォルスノー」

「それともお優しい団長にはできませんか？　どこまでお人よしなんですか、貴方は」

「やめろ、ウォルスノー」

「こんな馬鹿な女に遠慮など無用ですよ。全部吐き出してください。それでもう終わりにしましょう」

「やめてくれ……」

「そうしたらもう今までのことは全て忘れて、もう仕事だけの関係に……」

「やめろっ!!」

　ユーリの叫ぶような怒鳴り声にびくりと身体が震えた。

　カーテンを握り締めながら目を見開き俯くその姿に、怒りとは違う何か只ならぬものを感じて息を飲む。

　追い詰め過ぎただろうか、と心配になり窺い見ると、ユーリは顔を手で覆ってまた小さく『やめてくれ』と呟いた。

「……怒りたいのは、恨みつらみを言いたいのはお前の方だろう？」

「え？」

「責められるべきなのは、本当は俺の方だろう？」

「……団長？」

　どうして、そんなこと。

　問おうとして口を開いたけれども結局聞くことができなかった。

　恐怖、絶望、悔恨。それら全てを詰め込んだようなユーリの顔。瞬き一つせずに瞳を揺らし、空気を求めるかのように口元を震わせている。

　それを見た瞬間、悟ってしまった。

「……お前を襲ったのは、俺、なんだよな？」




　────もう、すべてを知ってしまっているのだと




　可能性を考えなかったわけではなかった。

　けれども総合的に見てそれは低いと思っていたのだ。
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　ユーリに真実が知れてしまうのは、何かの拍子にリンジー自身が話してしまった時か、あの外套がリンジーの手元にあったことを知られてしまった時だと思っていたのだから。自力で思い出すなどそうはないだろうと。

　もしかしてあの夜誰かが、二人が一緒にいるところを見ていてそれをユーリに話したのだろうか。この話ぶりではどちらか判別がつきにくい。

　下手に口を開けば墓穴を掘りそうな気がして、自分への猜さい疑ぎ心しんと、真実を知る恐怖に揺れるユーリに何も言うことができなかった。

「ここ最近、お前を抱く夢をよく見る」

「……っ」

「ずっと俺がお前に浅ましい気持ちを抱いていたからそんな夢を見ていたんだと思っていた。お前に他に好きな人がいると言われてショックを受けて、でもいまだに残る未練がましい気持ちが見せているんだと」

　……少し待ってほしい。

　ユーリは淡々と話を進めているが、今とんでもないことを口にしたのではないか。聞き間違いやリンジーの願望が聞かせた幻聴でなければ、ユーリがリンジーに浅ましい気持ちを抱いていたり失恋してショックを受けたり未練が残っていたという、そんな都合のいいことを聞いた気がする。

　混乱する頭を瞬時に整理して平静を繕った。とりあえずは、ここは話を遮って詳しく聞くべきだろうか。

　ああ、いやまずはあの夜のことを知ってしまったユーリへのフォローが先だ。

「でも、あの夜お前が着ていた真紅のドレスのことを思い出して、そこからだんだんとその時話したことも……。まだ記憶は断片的だが、でもお前を抱いたことは夢なんかじゃなかった。現実だったと、今更ながらに気が付いた」

　手が、震えていた。カーテンを掴む手が遠目からも分かるくらいに震えていて、顔も青あお褪ざめている。

「自分のしたことが信じられなかった。俺がお前を強引に組み敷いて、あんな酷い痕を体中につけたのだと思うと……、自分で自分が悍おぞましい。俺の身勝手な劣情をお前にぶつけて傷つけたあげくそれを忘れるだなんて、そんな残酷なこと……」

　思い出して、それに驚いて。軍事演習中、ずっと思い悩んでいたのかもしれない。

　ずっと湧き起こる不安や信じたくない気持ち。思い出しては自分を責めていたのかもしれない。そんな気持ちでここまで帰ってきたと思うと、やるせない。

「……あれは、仕方のないことだったんです。あの時の団長は正気じゃなかった。風邪もひいていたしお酒も飲んでいた。それにこれは覚えていますか？　どこかの御令嬢に媚薬を盛られたって言ってましたよ。そんな悪条件が揃ってしまったら理性など吹けば飛ぶようなものになるだろうし、記憶をなくしてしまっても、……それは、仕方のないことだと」

　自分で言っていて言葉が上滑りしていくのが分かった。

　それが彼にとってどのくらい救いになるというのだろう。現にリンジーのフォローに救いを求めることなく、逆に突っぱねるようにユーリは首を横に振る。

「そんなもの何の言い訳にもならない。むしろそんな状況に追いやった自分に腹が立つ。自棄酒した挙句に薬を盛られるなど失態以外にない」

「でも、団長……」

「それにお前に無体を働いたことには変わりないんだ。それなのに勝手に誰かがお前に乱暴を働いたと勘違いして憤って、勝手にお前を守ると言って傍にいて。お笑い草だ。お前も俺が近寄るたびに怖かったろうに、そんなことも知らずに恐怖や苦しみを与えていたことを考えたら、本当にお前にどう詫びていいのかも分からない」

　そんなことない。

　そんなことはなかった。

　ユーリが傍にいることに幸せを感じたり喜びを感じたことはあっても、恐怖など決して。苦しみはあったかもしれない。でもそれはこの恋心がユーリを想う余りに仕出かしたこと。そこまで言われるようなことは何も。

　だから違うのだと伝えたい。

　でも今言ったところで無駄だろう。もっと冷静に話を聞けるような状態でなければ、今のユーリは全てを否定して自分の負のループの中で自己完結してしまう可能性がある。

「団長、私の話を聞いてください」

「俺が近くにいるだけで苦痛だというのなら騎士団も辞めて王都を去ろう。遠くからではあるがこの一生を懸けて償うことを誓う。いまさら何をしたとしても償えるとは思っていないが、それでも赦されるのならば、償いを……」

　とうとうユーリの身体が膝から崩れ落ちた。布地を手に引っ張られたカーテンレールがキシリと音を立てる。

　己の後悔と罪の意識に飲み込まれて心が潰れそうになっているのが分かる。軽い混乱状態になっている彼に、リンジーは必死に声をかけた。

「団長、団長」

「お、俺は、お前になんてことを……！」

　はくはくと吸い込めない空気を取り込もうと懸命に口が動いている。顔が青白いのは変わらずだが、瞬きをしていなかった。それどころかその声は届かずこちらを見ようともしない。

　大丈夫だろうか。

　このまま冷静になるまで待っている猶予はもしかするとないのかもしれない。

　ユーリのその只ならぬ様子に自然と足が向いていた。




「団長……」

　傅かしずくユーリを足元に佇たたずむと、ゆっくりと手を伸ばしその慄く顔をそっと持ち上げた。揺れる灰色の瞳の中にリンジーの姿が映り込む。

　目を瞠るユーリが驚いた顔をしてこちらを見ていた。そしてくしゃりと顔を歪めて苦しそうに呻うなく。

「落ち着いてください、団長。……落ち着いて」

　ゆっくりと言い聞かせるように。ユーリがこの言葉に耳を傾けられるように。心が落ち着けるように。

　その想いが届いたのか浅かったユーリの息がだんだんと深くなり、揺れていた瞳にも生気が灯ってきた。右手で前髪をかきあげてやるとくすぐったそうに眼を細める。

　ふぅ、と吐息を吐くと、切なげな眼で見つめてきた。

「すまない、ウォルスノー」

「はい」

「本当に、本当に、……すまない」

「はい、団長」

　大丈夫。分かっている。

　それを言葉だけでは伝えきれなくて、安心させるように微笑む。それでも足りなくてアッシュグリーンの柔らかな髪を撫で続けた。

「私、言いましたよね？　受け入れたんだって。抱かれてもいいって。……あれは、合意の上でのことだったんですよ」

「けれど、あんな酷い痕を残すくらいに手酷く抱いて傷つけたことに違いない」

「私にとってあの口づけの痕や手の痣あざは厭うものではなかったです。まるで貴方のものになったような気がして、枷のようなそんな気がして嬉しかったんです。例え、団長にとって一時の感情だったとしても、それでも……」

「違う！　そんなことはない！　この気持ちはそんな軽いものでは……！」

　さっと顔色が変わってリンジーの言葉を必死に取り消そうとしてきた。その必死の形相に虚を突かれ一瞬仰のけ反ぞる。

　ところが次の瞬間には先ほどの勢いはどこへやら、ユーリは動力が切れたかのように突然脱力し縋るように髪を漉いていたリンジーの手を取り握り締める。

　俯いてしまったために顔は見ることができない。ただ息を詰めるような音が数回聞こえてきた。

「…………愛しているんだ、ウォルスノー」

　か細く鳴くような声で落とされた突然の告白。

「ずっとずっと、お前だけを……。例え酔っていようが薬で前後不覚になっていようがそれだけは変わらない。遊びなんかでお前に触れない」

　向けられた愛の言葉がじんわりと心に沁み込み、せり上がってくるように愛おしさが溢れ出て止めようがなかった。




　愛おしい。

　この人がどうしようもなく愛おしい。

　頼りなく幼子のように縋りつく彼を慈しみの腕かいなで抱きしめたい。




「大事だったんだ。誰にも触れさせたくないくらいに。俺自身も触れるのを躊躇うくらいに。でも心のどこかでお前が俺だけのために笑ってほしいと、怒ってほしいと、……泣いてほしいと、歪んだ感情があったことも事実だ。醜く爛れた身勝手なその欲が理性を無くしたことでお前を傷つけた」

「貴方に傷つけられるのであれば、本望です」

「俺は自分が赦せない」

「団長……」

「……どうしても赦せない」

　崩れ落ちそうなその心を掬い上げたくて、そんなに自分を呵責しなくていいのだと伝えたくて握られた手を握り返した。あの時も握ってくれていたその手はリンジーを傷つけたわけではない。いつだって優しかった。その向けられた激情が嬉しくもあったのに。




「本当、嫌だったんですよ。こうなるから。記憶を無くした団長があの夜のことを思い出した時、なかったことにしたいって言われてしまうのも怖かったけれど、こうやって自分を責める団長を見るのも嫌なんです」

　顔を覗き込むためにリンジーもしゃがみこみ、アッシュグリーンに隠されたその相貌を探す。灰色の双眸は虚ろでこちらを見ない。『団長』と優しく問いかけ頬に手をかけた。




「私も愛していますよ、団長」




『愛している』という言葉に、ユーリが不意を突かれたかのように顔を上げた。信じられないと惚けた顔を向けるユーリに、にこりと笑顔で答える。

「だから貴方にこの身を委ねたんです。私達は共犯なんですよ。赦す赦さないもない。あれが罪だというのなら、それは私達二人の罪です」

「それは……」

「それでもどうしてもご自分を赦せないと仰るなら、赦す努力をしてください。私が望むのはそれだけです。欲しいのは贖しょく罪ざいなんかじゃない。それだけなんです」

「……っ」

　言葉にならず、上手く声が出てこない。感極まったように眉根を寄せて口を真一文字に引き結ぶユーリは何度も何度もリンジーの名を呼ぶ。




「ウォルスノー……、ウォルスノー……」




　言葉にはしないが、名前を呼ぶその声一つ一つが懺悔と謝罪をし、赦しを求めているような気がした。

　きっと、リンジーがどんな言葉を尽くしても今はユーリが自分を責めるのを止めることはできないだろう。自責の念は際限なく広がる。




　けれど……




「はい、団長。大丈夫ですよ」

　時がそれを薄めてくれる。




　そして、少しでもユーリが自分を赦せることができるようになったなら……。

　────きっとそこからまた二人の新たな関係を始められる未来がある。

　そう信じたい。




「だって、いつだって私に幸せをくれるのは……」

　リンジーにはユーリだけだ。

　こんなに心から愛おしく思うのも、泣いて傷ついても厭わないと思えるのも、傍にいたいのも、共に歩む未来を思い描くことができるのも。

　あれだけ恋に臆病で諦めることしか頭になかった自分がその境界を越える勇気が持てたのは、それはきっと相手がユーリだったからだ。これ以上ないってくらいに想える人だったから。




「────団長、あなたですから」








第五話









　手に取ったペンの先には赤いリボンと白い兎の飾りが付いていた。

（……可愛い）

　少し重そうで手に負担が掛かりそうだが、その可愛さには負ける。腱けん鞘しょう炎えんになろうともそれだけの価値があるだろう。

　けれども自分がこんな可愛らしいペンを持っていたらどうだろう。おかしくないだろうか。想像して取り敢えずノールグエストに突っ込まれる未来が見えた。うん、やはりもっと控えめなものにしようか。少し残念に思いながらも商品棚にペンを戻そうとした。

「わぁ！　可愛いですねぇ！　リンジーさぁん、これお揃いで買っちゃいますぅ？」

　ところが、後ろから肩越しにひょっこりと顔を出してきたマリアベルがそんなリンジーの躊ちゅう躇ちょを打ち消すようなことを言ってくる。それに手を止めて、再度ペンを見つめた。

　マリアベルとお揃い。魅力ある言葉だ。棚に向いた手を戻して、マリアベルの前に差し出した。

「こ、これ、私が持っていたら、変じゃないですか？」

　けれども馬鹿なプライドがその誘惑に乗るのを邪魔をする。マリアベルが持つのなら違和感がないが、これは自分には可愛過ぎるような気がする。

「そんなことないですよぉ！　リンジーさんに似合ってますぅ。それにぃ、お揃いの持っていたら『友達』って感じがして良くないですかぁ？」

「そう、ですかね……」

　それは少し学生のノリ過ぎないだろうか。まぁ、それでもやぶさかではないと思う自分がいるのも事実であるが。




　今日はいつだったかマリアベルと約束した、マリアベルの行きつけの可愛い文房具屋に一緒に買い物にやってきていた。

　随分と約束を果たすまで時間がかかってしまったが、先日マリアベルの方から『報告書の不備がなくなったのでぇ、私とお友達になってくださいねぇ』と改めて言われて、言われるがままに今日一緒に出かける約束をした。ちなみにここで買い物が終わったらランチも一緒に食べる予定だ。

　この年になって『友達』とはしゃぐのは年甲斐がないような気がするが、正直マリアベルとこういう風に出かけるような関係になれて嬉しい。友達は他にもいるが皆結婚をしているし、子育てに追われている友達もいる。リンジー自身も仕事が忙しいので疎遠になってしまった。

「このペーパーウェイトとかどうですぅ？　これ、硝子でできていて中にお花が入っているんですよぉ。可愛い～」

　これも文句のつけようがないほど可愛い。

　もう似合う似合わないの問題ではなく、可愛いのには罪はないし誰が持っていても可愛いことには変わりないということだ。うん、違いない。

「では、そのペーパーウェイトも、その、……お、お揃いで、買いますか？」

「はぁい！」

　顔が熱い。眩いほどの笑顔を向けるマリアベルの顔を直視できずに、そっぽを向いた。

　うん、可愛いのはいい。それも間違いない。




　結局マリアベルとお揃いのものを三点買って、その文房具屋を出た。ペン二本とペーパーウェイト。明日から使うのが実に楽しみである。

　その後はランチをということで、お店に行くことになった。と、言っても行先は騎士団御用達の『黒白の踊り子』で、この間の合同訓練で折角のチキンサンドをモルギュストがリンジーに乱暴を働いたために台無しにされたことをマリアベルに話したら、いい機会だから行きましょうとなった経緯がある。あのハニーマスタードとジューシーなチキンのかけ合わせは最高。思い出しただけでお腹が鳴りそうになる。

「ぶっちゃけぇ、団長とはあれからどうなったんですぅ？」

　席に着くまで少し待ったがようやくランチにありつくことができた。『黒白の踊り子』はいつも繁盛して人がごった返している。持ち帰りの客もいるので尚更だろう。

　お目当てのチキンサンドを頬張り幸せを噛み締めている時に、前触れもなくマリアベルからぶれのないストレートな質問が投げ込まれた。

　うぐっと一瞬チキンサンドを喉に詰まらせる。水を飲んで無理矢理飲み下し口元をナプキンで拭うと、少し背筋を伸ばしてマリアベルを見据えた。

「……その、どう、とは？」

「うふふ。もちろん団長とのぉ恋ですよぉ。シャロンさんとの誤解も解けたことだしぃ、一気に進んだのかなぁって思ってぇ。ここ最近の雰囲気もいい感じですよねぇ？」

「…………」

　さすが過敏に働く乙女の第六感。そこら辺の嗅覚は侮れない。

　にこにこと微笑みながら一切言い逃れを赦さないという雰囲気を醸し出したマリアベル相手に嘘を吐くのは危険だ。墓穴を自ら掘り進む危険性が大いにある。

「いい感じですかぁ？」

「……どうなんでしょう？」

「でもぉ、団長と相思相愛ですよねぇ？　リンジーさんもぉ、ずっと団長のこと好きだったでしょう？」

「…………」

　怖い、乙女の第六感。ずっと一生懸命取り繕っていたのに、そんなもの乙女の第六感の前では所詮紙の仮面か。

　結局否定も肯定もすることができずにただ黙り込むしかなかった。

「団長はぁ、ずっとリンジーさんのこと好きなのはぁ態度でまる分かりでしたしぃ、リンジーさんはぁ分かりづらかったですけどぉ、ふとした瞬間に団長を熱ぅい視線で見ていた時があったからぁ」

　うふふ、と自慢げに話すマリアベルの言葉に、かぁっと顔が赤くなるのが分かった。恥ずかしくて体が自然と縮こまる。

　完璧だと自負していた。自分の気持ちを偽り平然とした顔でユーリの前に立てていたと思っていたのに、そんな一瞬の隙があっただなんて。しかもユーリが自分のことを好きなのが丸分かり？　そんなの全然分からなかった。可能性すら頭を掠ることもなかったというのに。

　何だか仕事中にマリアベルの目の前で無意識にとんでもない恋愛劇を繰り広げていたような気分になって、恥ずかしくて消えたくなった。

「私の予想ではぁ、いい感じに進んでいると思うんですけどぉ」

「……そうですね」

　恥ずかしいがここまで言い当てられたら白状するしかないだろう。

「お互いに好意があるのは確認できました。言うなれば今は歩み寄りの段階と言った感じでしょうか」

『愛している』と言ったユーリの姿を思い出す。そしてリンジーがユーリに『愛している』と言った時のことも。

　そう、二人はお互いの気持ちを知った。

　けれどもこのままいきなり恋人になるには余りにも大きな弊害があって、一からゆっくりと進めていこうということになった。ユーリが心の中を整理できるまで様子見といった感じだ。

　ユーリはすぐにでも結婚に向けて動き出したいと言っていたが、それにリンジーが待ったをかけた形だ。今それをしてしまったら責任を取るために結婚をするような気がして嫌だった。もちろんユーリはそれを否定したが。結局は負い目のあるユーリが折れる形でリンジーの提案を呑んでくれた。

　時間はかかるがいつかまたリンジーに愛を伝え恋人になりたいとユーリは言う。それはリンジーとて同じ気持ちだ。

　この気持ちはこの先変わることはないし今まで忍ぶ恋だったのだ、待つのは苦ではない。それにただ一人で待つわけではない。互いが互いに歩み寄り、寄り添いながらその時を待てるのだから。

　この停滞期は二人には必要な期間だ。

「一気に進展とかないんですかぁ？」

「それは今は難しいかもしれないですね」

「そうなんですかぁ……」

　残念そうな顔をしながらも詳しくは突っ込んでこない。もしかするとマリアベルなりに何かを感じ取って気をきかせているのかもしれない。勝手な解釈ではあるが今はそれが有り難かった。

「逆に私はマリアベルさんの話を聞きたいです」

「私ですかぁ？」

「はい。あれだけあからさまに想いをぶつけてくる人がマリアベルさんの側にいますけど、実際はどうなんでしょう？　軽くレグルスさんをあしらっているのは興味がないからですか？　それとも他に恋人が？」

「恋人はいないんですぅ。レグルスさんは何て言うかぁ……」

　マリアベルにしては珍しく歯切れが悪い。笑顔も曖昧だ。

「よく分からないんですよぉ」

　そしてその答えもはっきりとしない。顔が少し曇ってきたようにも見える。

「私ってぇ、この髪とかぁ顔とかぁ声とかぁ胸とか見てぇ、馬鹿っぽいってよく勘違いされるんですよぉ」

「そうなんですか？」

「そうなんですぅ。それでねぇ、男の人はぁ多少馬鹿くらいな女を好むわけですよぉ。騎士団の中で人間関係を円滑にするためにぃ、そういう女を演じていた部分もあったわけなんですよねぇ」

　こう言っては失礼な話だが意外だった。素でそういう性格なんだと思っていたから。

「ちなみにちゃんとした話し方もできますよ。実はこっちが素なんです」

　語尾を伸ばした間延びした声はなくなり、音程は変わらず高いながらも凛としたものになっていた。驚くほどに変わっている。

「レグルスさんが私のことを好いてくれるのはこの偽った自分。それが分かっているから素直にその好意を受け取ることができないんです。まぁ、馬鹿な女を演じて楽しようと思った自分の自業自得なんですけどね」

　マリアベルが自嘲の笑みを浮かべる。どこかそんな自分を卑下しているようにも見えた。

「だから私リンジーさんに憧れるんです。そういう女の武器を使わなくても毅然とした態度で仕事をしているでしょう？　私には到底できないことですから」

「逆に私はマリアベルさんに憧れていますよ。女を武器に、結構じゃないですか。私は不器用ですしね。上手く立ち回ることができるのはある一種の才能だと思っています」

　リンジーはそういうことが不得手なために、文句を言われないように仕事を完璧にこなしてきた。そんな自分を嫌いではないが、人心掌握に長けているマリアベルに憧れているのも確かだ。それにリンジーはマリアベルをただコミュニケーションだけで仕事をこなしてきた人間だとは思ってはいない。

「もともとマリアベルさんのことは勤務態度は不真面目ですが、馬鹿だとは思っていませんよ。どちらかというと仕事はできる方ですよね？　必要なものはすぐに取り出せるように整理整頓されていますし、呑み込みは早い」

「ありがとうございます」

「何故か報告書は毎回不備だらけですが」

　じとりとティーカップに口をつけながら睨み付けると、マリアベルは可愛らしく両手を合わせて『うふふ』と笑った。

「だってぇ、私が報告書を間違えたらリンジーさん執務室に来るしかないじゃないですかぁ。そうしたらぁ、団長に会うことができるって思ってぇ」

「…………」

「私ぃ、いい仕事してましたよねぇ」

　紅茶に口をつけたまま固まり、そして視線を外した。

　確かに、それに異論はない。





◇◇◇






　年末も差し迫り仕事もまただんだんと忙しくなってきた。

　年明けには議会が開かれるのでその準備に駆り出され、官舎と宮中に行ったり来たりの毎日を送っている。お陰で騎士団に顔を出す機会も少なくなり、ユーリともあまり会っていない。先日のマリアベルの告白を受け、二度とわざと報告書に不備を出さないことを約束させたのでわざわざ執務室に出向く必要もなくなった。

　少し寂しい。

　そう考えるとマリアベルは必要以上にユーリと会う時間を作ってくれていたのだとまざまざと実感させられて少し悔しい気もするが。

　唯一の救いは定刻で毎日仕事を終えられることだろうか。

「お先に失礼します」

　まばらに帰り始めた職場を眺めて挨拶をする。

　いまだに仕事をしているノールグエストとブレアフォンが挨拶を返してくれた。昇進したブレアフォンはますます忙しそうにしているし、その補佐をしているノールグエストも然り。けれども以前よりはその表情は生き生きとし、やりがいを楽しんでいるようだった。




　廊下に出ると強い茜の日が廊下を照らしていた。

　次々に帰途に着く人達とすれ違いながら玄関を目指す。




　あれから完全ではないにしろ嫌がらせは鳴りを潜めた。こんな風に廊下を歩いていても決まり文句を言ってリンジーの行く先を邪魔する人も、官服を汚そうという連中もほとんどいない。

　それもこれも一週間ほど前にシャロンとストレインが正式に婚約を発表したことが大きいのだろう。一年後には結婚式を挙げるそうだ。『シャロンとユーリの邪魔をするな』と大義名分を掲げて突っかかってきた御令嬢達も理由を無くし、表立って強気に出てこられないのかと推測している。それでもめげない猛者も中にはいるが。

　お陰で最近は一人で帰路に着くこともできる。

　危惧するような危険はない。

　襲い掛かるような暴漢は現れないし、夕刻時まで外をうろつく御令嬢も見ることはない。元の生活へと戻った。また平坦な、滅私奉公の毎日。

　けれど……




「ウォルスノー」

　そんな毎日にも変化がある。

　不変なものなどありえないのだと、最近になって思うようになった。

「こんにちは、団長」

　いつかのようにユーリが花壇の端に腰をかけてこちらを見ていた。

　既視感。

　ユーリの目の前で足を止め、こちらを仰ぎ見るユーリを見下ろした。

「どうしたんですか？　こんなところで」

「お前を待っていた」

　菫すみれ色いろの空に朧げに浮かぶ双月が後ろから二人を見下ろす。一等星のデフタネトが一番星としてきらりと煌めいていた。長く伸びていた影はいつの間にか他の影と同化して闇に飲み込まれてしまう。夜の帳は緩やかに下されていた。

　ユーリが立ち上がりすっぽりとリンジーを影で覆う。

　しばし所作なげに視線を彷徨わせ、ちらりと横目で様子を窺ってきた。何か言いたげな態度にリンジーは首を傾げる。

　そして何かを決意したかのように顔を引き締め、真っ直ぐにこちらを見据えてきた。

「今日は、だな。お前を誘いに、来た」

　柄にもなく緊張しているようで、短い文章をつっかえながら言ってくる。頬を指でポリポリと掻く仕草は照れていたり気まずそうに思っているサインだ。

「その、もしお前がよければなんだが……、今度一緒に、しょ、食事でもと、思ってな」

　余りの緊張ぶりに思わず笑ってしまった。

　ガチガチに固まってまるで思春期の子供のよう。社交界にその名を轟かせたプレイボーイの名が泣きますよ、とついつい揶揄いたくもある。

　けれどもそれは彼にとっては大いなる勇気が必要だったのだろう。

　そこまでして食事に誘って来てくれたことが嬉しい。勇気を振り絞って来てくれたことが嬉しい。ちゃんと自ら前に進もうとしてくれているのが、嬉しい。

　もちろん返事は決まっている。

「はい。喜んで」

　どこへ行こうか。何を食べようか。何を着ていこうか。どんなことを話そうか。今からでも考えることは尽きない。
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　とりあえず、今日は一緒に帰って日にちを決めよう。

　焦ることはない。ゆっくりと二人のペースで歩いていくのがちょうどいい。




　これからもお互い隣にいるのだから。








終章　wish them well









　────リィン……、リリリィン……




　祝福の音が聞こえる。

　もう数え切れないほどの色とりどりの花と、唄うかのように絶え間なく聞こえる祝福の音。風が吹けばそれは一層高鳴って大きな音を立てるが、それが不思議と不協和音にはならない。寧ろ高鳴れば高鳴るほどに、綺麗なハーモニーを奏でる。

　リンジーがこの音色を聞くのはもう何回目だろう。

　初めは友達のクレアの時、次は兄のギルバートの時だったろうか。もう何度目か分からないほど聞いた祝福の音は、いつだってリンジーの心をやわやわと刺激する。

　この大聖堂の外階段の脇いっぱいに飾られた鈴鳴花は、鈴のような音を出すことからマグダリア国では祝福の花とされていた。鳴る音は天使の祝福。大聖堂で永遠の愛を誓った二人をこの天使の祝福が出迎えてくれるのだ。

　今までノールグエストとか貴族の結婚式に出たことがあるにはあったが、ここまで派手なものはなかったと思う。

　結婚式の場所も国一番の大きさを誇り、そして歴史も深いコルバート大聖堂。招待客の数だってざっと見渡す限り二百はいっている。しかもそのほとんどが貴族だ。

　正直気後れしている。場違いなのではないのだろうかとさえ思っている。

　けれども直々に招待を受けて、自分もそれに応じた。今更どうこう言うのは失礼だろう。怖気づく気持ちを奮い立たせるために、手にぎゅっと力を込めた。




「どうした？」

　柔らかな声が頭上から降ってくる。

　腕を掴んでいたリンジーの手に力が入ったので気にかけてくれたのだろう。ユーリの目が気遣わしげにこちらを見た。

「いえ、少し緊張してしまって」

　本当は貴族連中の中に平民の女が交ざっている状況に怖気づいているなどとは言えない。言ってしまえば逆にユーリに気を遣わせてしまうのは目に見えている。

「あの、私変じゃないですか？　ドレスとかあまり着たことないので、変じゃないかと心配で」

　だから本音を隠して、違うことを話した。

　けれどもこれも嘘じゃない。自分がドレスを着ていておかしく見えないか、似合わないんじゃないかという心配もある。ここに来る前にすでに一度ユーリに聞いたことだが、やはり気になってしまった。

　するとユーリはフッと笑って、リンジーの耳元に顔を落としてきた。

「俺がお前のために作ったドレス、気に食わない？」

「い、いえ、そういうわけじゃ」

「なら大丈夫、自信を持て。綺麗だよ、凄く。本当、俺が思っていた以上に綺麗になって心配になる」

　耳にチュッと口づけを落として離れていくユーリの顔を呆然と見つめる。満足げに笑う彼の顔を見て、ユーリがそれだけ言ってくれるのであればまぁいいかと納得をした。

　なにせこのドレス、先ほどユーリが言った通り彼がこの日のために準備してくれたものだ。

　手持ちのドレスがなくどうしようかと悩んでいた時に、ユーリが是非自分が贈りたいと言って譲らなかった。店に一緒に連れていかれて採寸から色、ラインまで一緒に決めて……と言ってもほとんどユーリが決めていたが、誂えてもらったものだ。

　淡いミント色のホルターネックのＡラインドレス。胸下のところが刺繍とラインストーンで飾られ、スカートの裾回りにレースがあしらわれている。派手ではなく清楚な雰囲気持った綺麗なドレスだった。

　その他髪飾りやアクセサリーもユーリが贈るというので、そこまでしてもらうわけにはいかないと断ったのだが、

『へぇ。サイジル・フラビィフには全て着飾らせて、俺にはさせてくれないわけだ』

　と不機嫌になってしまった。

　あまりこういう怒った顔を見せないユーリなので大いに焦ったのだが、よくよく話してみるとどうやら不機嫌というよりは拗ねている。どうもサイジルが贈ったあの赤いドレスが前々から気に食わなかったらしく、絶対リンジーに似合うドレスを贈ろうと心に決めていたみたいだった。

『悪い。嫉妬して対抗心を燃やした』

　結局はこういうことだった。それが凄く可愛くて嬉しくてついつい抱き付いてしまった思い出のあるドレスだ。なので自分がどうこうというよりも、ユーリが満足してくれたのならそれだけで十分なような気がした。

「リンジー」

「はい」

「ちゃんと俺の腕を掴んでおけよ。迷子にならないように」

「私は子供ですか」

「……いや、子供じゃないな。けど、盛りのついた野郎共に攫われないか不安だ」

「心配は御無用です」

　何をそんなに心配しているのか。大丈夫だと返せば、ユーリが苦笑いを返してきた。

　時々思うが、ユーリは過保護だ。本当、こっちが驚くくらいに心配して身の安全を図って側にいてくれる。今まで色んなことがあってそうなってしまうのは致し方がないことではあるが。

　それでも、今日というおめでたい日にそんなユーリの言う『盛りのついた野郎共』など現れるはずはない。

　何せ今日はシャロンとストレインの結婚式なのだから。







　挙式が始まりパイプオルガンの厳かな音色が高い天井まで響き渡る。

　シャロンとストレインは皆が見守る中永遠の愛を誓い、念願の夫婦となった。




　式の最中ストレインがずっと緊張し通しで今にも倒れそうな顔をしていたが、誓いの言葉を言うシャロンが感極まって涙ぐんでしまった時、そっと腕に手を回して彼女を宥めていた。微笑み、顔を寄せ、言葉がつっかえるシャロンに『頑張ってください』と優しく声をかける。そのシーンで思わずリンジーもグッときてしまった。

　あの強気で自信過剰なシャロンがああやって泣くのはストレインの前だけだ。ストレインだけがシャロンを不安にしやきもきさせてその涙を拭いて、そして幸せにしてくれる。

　今日のシャロンは一段と綺麗だ。

　涙で化粧が剥げようがボロボロになろうが、純白のドレスを着て皆の前で愛を誓い愛されることを誓った花嫁は、何よりも高潔で美しく、そして輝いて見えた。

（素敵……）

　うっとりとその光景を眺める。

　いつかはリンジーも、ここまで派手ではないにしろ、こうやって皆に祝福される時が来るのだろうか。

　自分のために鈴鳴花は唄い、皆の祝福を受け、誓いの言葉を口にする。もちろん相手はユーリだ。

　目の前にいる彼が永遠の愛をリンジーに捧げいざ自分の番となった時、シャロンのように涙がぽろぽろと出てきてしまうかもしれない。幸せで幸せで、泣けてくるかもしれない。

　そんな未来を想像して密かに笑った。

　誓いのキスが交わされて周りから拍手が起こる。

　リンジーも祝福の称しょう揚ようを贈り隣にいるユーリの方をチラリと見ると、彼もこちらを見ていた。灰色の優しい瞳が微笑み、そしてこちらに近づいてくる。

　唇に落とされる口づけ。

　それは誓いのキスの様に柔らかく優しいものだった。







　式が終わった後は、ストレイン伯の別荘でお祝いのパーティーが開かれた。

　大ホール、そして庭園にまで用意された食事や酒は客達を陽気にさせ、社交の場を提供していた。




　ユーリと一緒に主役の二人に言祝ぎを贈り、二人で軽く食事でもとなった時にユーリが一斉に囲まれた。腕を組んでいたはずがその勢いに押されて外れてしまい、リンジー一人だけ輪の外に投げ出されてしまったのだ。

　振り返れば多数の女性から囲まれるユーリの姿。周りをきょろきょろと見渡してリンジーの姿を探しているようだった。ユーリから見える位置に移動して手を振れば、ユーリがリンジーを見つけてほっとしたような顔をする。ジェスチャーで端っこの方で待っていると告げると、リンジーはその集団を横目に歩き始めた。

　ユーリが女性にモテるのは前からのことだ。もう今更ああやって囲まれていることに落ち込んだりはしない。ユーリが囲まれてもコロリと他の女性に靡かないとも信じている。だからこうやって遠くに避難してあの輪からユーリが抜け出してくるのを待つしかない。その間、その輪にいる女性達が幾度もリンジーに対して勝ち誇ったような顔を向けてきてもだ。

　ダンクレスト侯爵家の者として人付き合いは円滑にしておく必要があるし、ユーリがこういう女性達を邪険にできない理由を知っているからこそ、こういう時ちゃんと理解を示す必要があると思っている。

　ユーリは女性が泣くのを極端に嫌がる。どちらかというとそれは嫌悪に近いレベルの話で、母親の影響だと言っていた。女性に泣かれたり追い縋られたりすると途端に気持ちが悪くなる。だからなるべく穏便に女性を追い払う術を身に着けたのだと。

『それじゃあ、私はユーリ様の前では泣けませんね』と言うと、リンジーは特別だと言っていた。『むしろ泣かせてみたい』と不穏なことを言っていたが。

　でも、それだけ自分のことを好いてくれているのだと自惚れてもいいのかもしれない。

　まぁ、いつまでもあの輪から抜け出せそうにないのなら、無理矢理にでも引っ張り出してくる所存だが。

　そういう風に考えられるようになるなんて、自分も昔に比べたら随分と強したたかになったものだと紅をひいた唇を持ち上げた。




「何か面白いことでもありましたか？」

　一人で笑っている気持ち悪い姿をいつの間に見たのだろう。両手にグラスを持った男性が一人、ソファーに座るリンジーの目の前に立って話しかけてきた。

　年のころは三十手前。口元にほくろがある色男だ。

「いえ。少し思い出し笑いを」

　恥ずかしさを誤魔化す様に曖昧に微笑むと、その男性はリンジーの隣に座り手に持っていたグラスを勧めてきた。

「どうぞ」

　差し出されたのは恐らくお酒。お酒はユーリの目の前以外では飲まないように念を押されているし、もともと苦手だ。勧められても滅多に口にすることはない。

「申し訳ありません。弱いのでお酒は飲めないんです」

　丁寧に断ると男性は気分を害した様子もなく、今度はウェイターに果実水を頼んでいた。わざわざ親切な人だ。お礼を言ってそれを受け取る。

「それで？　どんなことを思い出したの？　君がそんなにも美しく微笑むくらいだ。とてもいい思い出なんだろうね」

「そうですね。いい思い出でもあり、苦しくもあり、大変でもあったと思います」

「へぇ。ならなおさら興味があるな。教えてくれないの？」

「ええ。これは内緒なんです」

「そうか。残念」

　他人には言えない二人の今までのこと。二人の絆だ。こんなところで惚気るつもりはない。

「君は確かダンクレスト団長のパートナーだったよね？」

「はい」

「君をこんなところに一人置いて団長はどこに……、って、ああ、なるほど」

　男性が辺りを見渡した時ユーリが女性に囲まれている姿を発見したようで、合点がいったといったような声を出した。

「これは凄い。モテる男は大変だね」

「そうですね。毎回大変そうです」

「僕もあのくらいモテてみたいよ」

「そんな、御謙遜を」

　色男が何を仰るやら。この人だって見た目は相当モテそうだ。ユーリくらいではないにしろ、女性に囲まれた経験はありそうなものなのに。

　貰った果実水に口をつける。ただの果実水ではなくビネガー入りだったので、咽喉がさっぱりした。この熱気の籠った空間にはちょうどいい。

「しかし団長も感心しないな。パートナーをエスコートもせずに放っておいて、自分は女に囲まれて楽しんでいるだなんて」

　ぐいぐいと果実水を飲んでいくリンジーの隣でユーリを非難するようなことを言い出したので、飲むのを止めて男性を見やった。あちらもリンジーの方を見ていて、少し困ったように微笑んでくる。

「ああいうモテる男を恋人に持つと苦労するね。寂しいって感じたこと、ない？」

「…………」

「今も、寂しい？」

　男性が少し身体を寄せ、リンジーとの距離を縮めてきた。何も言わずに黙り込むリンジーを見て、優しく微笑み気遣った声をかけてくる。リンジーの弱いところをそっと抉るように。そっと、そっと。

　この男性の言うことはもっともだ。モテる男を恋人にすると本当に苦労する。

　嫉妬した女達に罵声を浴びせられるは、泥水をぶっかけられるは、何かあるとすぐに噂となって駆け巡るはでなかなか心穏やかな日々はなかった。

　今だってそう。決して嫉妬していないわけじゃない。普段仕事が忙しくて二人の時間を持てない中、ようやくゆっくりとできると思った矢先にユーリは女性達に囲まれてしまった。残念な気持ちはある。

　けれども……。

「御心配なく。モテるのも女性に囲まれるのも全て承知の上で付き合っていますので。寂しい思いをさせられた分、後でその穴埋めを毎回しっかりしてもらっています」

　ユーリは惜しみない愛をくれる。それを言葉や行動に示してリンジーを安心させようとしてくれるのが分かるから、何も怖くはない。

　一年前まではお互いがお互いに臆病なところがあり弱いところがあって、すれ違ってばかりだった。

　自分自身に自信が持てずに、ユーリに相手にされるはずがないと思い込んでしまっていたリンジー。ユーリだって自信がないところがあった。未熟だったのかもしれない。

　けれども互いに気持ちを確かめ合って絆を育むうちに、ユーリから『愛している』と言われた言葉の数だけ自信が持てるようになった。自分自身にではない、ユーリから愛されているという自信だ。それがリンジーを変えたのだ。

　先のことなど今は分からない。これからも同じような場面に遭遇することもあるだろう。

　けれども、もうリンジーは決めてしまっている。ユーリからの愛は決して疑わないことを。

「ありがとうございます、お優しい方。私が一人寂しい思いをしていないか気にして話しかけてくださったのでしょう？　この通り大丈夫ですので、どうぞ他の暇を持て余した方々に楽しい時間を分けてあげてください」

　にこりと笑ってそう言うと、男性は何か言いたげな顔をしていたがすぐに元の笑顔に戻った。

「貴女はその儚はかなげで可憐な容姿とは裏腹に随分とお強い方だ。参ったな。これは手強い」

「自ら強くありたいと願いましたから」

「団長も貴女のそういうところに惹かれたのでしょうね」

「そうだといいのですが」

「僕に貴女の心に付け入る隙はないですか？」

「え？」

「貴女の心はもうすでにダンクレスト団長でいっぱいですか？」

「ん？　え？　……はい？」

　これまで淡々と受け答えをしていたが、もしかして今までずっと口説かれていたのだろうか。こんな色男に何故自分が？　今更ながらに気が付いた事実に衝撃を受け、おろおろと狼狽え始めた。

「あれ？　もしかしてそういう意識もなかった？」

「ご、ごめんなさい！　あの、私こういう場所に慣れていなくて！　こういう経験がないというか、乏しいというか……」

　言い訳をすればするほど男性はその笑みを深くしていく。驚きと恥ずかしさで絶叫しそうだ。自分の鈍感さが信じられなかった。

「恥ずかしい……」

　もうこの羞恥心に耐えきれなくなって赤い顔を手で隠す。

　気まずい。この男性に恥をかかせてしまったのではないかと申し訳ない気持ちでいっぱいになった。

「気にしないで。でも、これで僕のこと意識してくれる？」

「で、でも」

「貴女のこの心の中の隅に、少しでも僕を住まわせてくれる？」

　男性がリンジーの手を取り、あの泣きほくろのある艶やかな顔で笑みを向けてくる。そしてその手の甲に顔を近づけてきた。

　だんだん、だんだんとスローモーションのように唇が落ちてくる。リンジーはただその様子を硬直して見つめることしかできなかった。




「俺は心が狭い男でな。こいつの心の中に他の男がいるなぞ寸分たりとも容認できんよ」




　唇が手の甲に落ちてくる寸前にリンジーの手は第三者の手によって奪い返され、ことなきを得た。後ろから強く抱き締められ、耳元に少し荒い吐息が聞こえてくる。

「ユーリ様……？」

　どうしてここにユーリが。つい先ほどまであの輪の中にいたはずなのに。

　驚いて後ろを振り向こうとした時に、視界にあの輪を作っていた御令嬢達の強い視線を感じた。リンジーを睨み付け、妬みや嫉み、怒りの感情をダイレクトに伝えてくる。痛い。視線がとてつもなく痛い。

　いつもは穏便にあの輪を抜けるユーリだ。今回これだけの感情的な視線を御令嬢達が寄越すということは、もしかして強引にあの輪を抜けてここまで駆け付けてくれたのだろうか。

「こいつの全ては俺のものだ。勝手に触るな」

　噛み付くように目の前の男性にユーリが吠える。痛いくらいに強く抱き締められ、髪の毛先ほどもこの男に渡すものかと牽制をしていた。

「ならば他の女達に現を抜かしていないでしっかりと彼女を掴まえておくことだ。今のようにね」

　男性が挑発するようにユーリに笑ってみせると、ユーリは苦々しい顔になる。

「お前に言われなくても元よりそのつもりだ。こんな風に下心を持った虫は追い払ってもすぐにまた性懲りもなく集ってくる」

「虫は甘い蜜に誘われるものです。性分ですよ。致し方ない」

「ならば彼女を誰にも触れさせたくないと思うのも男の性だ。悪いが甘い蜜は余所で探してくれ。……行くぞ」

　ユーリが冷たく言い放つ。

　二人の不穏な会話についていけずに目が点になっていると、ユーリが腰を引っ張って抱きかかえる形でリンジーを強引に連れて行った。

　ソファーに取り残された男性が苦笑いしながら手を振る。色んな人の視線が色んな意味を持って突き刺さってきた。

「ユーリ様？」

　注目されていることに戸惑い、ユーリの強引さに困惑しているとどんどんホールから遠ざかっていく。使用人が客間に続く扉を開けてくれ、ユーリが自分の名を告げるとそのまま部屋へと案内してくれた。




　今日はこのまま別荘に一泊する予定だったので、割り当てられた客間に行くつもりなのだろう。もう抱きかかえられるという形ではなく腰と腕を支え連れて行かれているが、部屋に入るまではユーリは終始無言で、あの夜会の夜に執務室に向かった時のことを彷ほう彿ふつさせる。

　部屋に入るなりユーリが後ろから抱き締めてきた。

　縋りつくように肩に顔を埋めて、深いため息を落とす。

「……ごめん、リンジー」

　掠れた声。切ないくらいにこの耳に響いてくる。

「どうしたんです？　謝ったりして」

　笑いながら聞くと、ユーリが甘えるようにぐりぐりと肩に頭を押し付けてきた。アッシュグリーンの柔らかな髪の毛が肩や耳を擽り、さらにぎゅっと強く抱き締めてくる。

「お前を一人にした」

「そんなの謝ることじゃないですよ」

　申し訳なさそうに、かつ縋るかのようにくっついてくるユーリはまるで子供のよう。それが可愛くてリンジーも宥めるように髪に頬を擦り寄せた。

「お前に変な虫がつくところだった」

「虫って……、そんな失礼な」

　虫に例えられたあの男性には失礼だが、何だか面白かった。そして嬉しくなる。

　つまりはユーリはあの男性に嫉妬してくれたわけだ。あの女性達を振り払って、リンジーに余計な虫がついてしまう前にこの手を奪い牽制した。ちょっと言葉が過激だけれども、意外にもこの剥き出しの嫉妬は嫌ではない。

「そう言えばユーリ様、大丈夫ですか？　随分と強引にあの女性達から逃げてきたようですけれど」

「……大丈夫じゃない。解放してほしくてやんわりと断っても全然人の話を聞いてくれないし、リンジーのところに行こうとすれば『行かないでください』って縋りつかれるし、少々強めに『離せ』って言っただけで涙ぐむし、散々だった」

「そんな中私のところまで駆け付けてくださったんですか？　ありがとうございます」

　きっとリンジーが思うより大変な戦いだったのだろう。女の武器をフルに使って集団で押し寄せる御令嬢達は魔物より怖い。ユーリにとっては特に。

　母親を思い出して時には気分が悪くなることがあるらしい彼は、そういう目に遭わないように今まで来るもの拒まずの割り切った関係を持ったりしていたが、今はそんな気が更々ないので女性達を傷付けないようにやんわりと断るか耐え忍ぶことにしている。苦労するユーリには悪いが、リンジーも浮気されるよりは遥かにそちらの方がマシだ。

　今日の労をねぎらうようにユーリの頭を撫でる。ぽんぽんと、お疲れさまというように。

　するとユーリの腰に回っていた腕の力が強くなり、肩に更にぐりぐりと頭を何度も押し付けてきた。

　本当、甘えているみたい。

　この腕の強さも、首筋に当たる髪の毛のくすぐったさも、肩に当たるその額の熱さも。全てが愛おしく思わせる。

「リンジー……」

　熱い吐息が肩にかかる。そして熱く柔らかな感触。右手が弄るように自由に動き始めた。

「癒してくれ」

「……んっ」

「今日の俺の頑張りに、褒美がほしい」

「ユーリ、様……」

　口ではそう言いながらも勝手に色んなところに口づけを落としている。

　首筋、肩、背中。曝け出ている部分全部にキスの雨を降らせ、リンジーの官能を徐々に引き出してくる。

　こうやって後ろから色んなところにキスをされるのは好きだ。その中でも一等弱いのは耳。それを知っているユーリはわざと勿体ぶった様にそこを外し、ここぞという時に一気に攻め込んでくる。

　今もそう。

　返事を寄越さないリンジーを咎めるように、その耳を食んだ。

「ひぁっ！　……ま、待って」

「リンジー、返事は？　お前の赦しが欲しい」

「……ぁ、だ、めっ、耳元で……、んっ、喋らないで」

「リンジー」

「あぁっ！　……も、もぅ」

　催促するようにユーリが耳の縁を舐め上げてきた。ゾワリとする快感が突き抜け、足に直撃する。

「わ、わかりました、から……、だから、それ、や、やめ……ぅんっ！」

　逃げ腰になるリンジーを自分の方へと引き寄せて、更に耳を苛めるその口と舌の動きを激しくした。くちゅり、くちゅりと水音が聞こえてきて恥ずかしさが増すと同時に、その音に興奮している自分がいる。

　耳は本当にまずい。感じやすいからなのはもちろんだが、このいやらしい音がダイレクトに聞こえてきてリンジーの足腰をぐずぐずに溶かしてしまう。これにユーリの声が合わさった日には骨抜きだ。立つことすら儘ままならなくなる。

　ユーリの右手がドレスのラインをなぞる様に腹から腿、尻へと滑って来て、時折柔らかいところを弄ぶ。その手の動きがもどかしく、快感を煽られているような気になりそれを発散するかのように身じろいだ。

　唇と舌と手に煽るだけ散々煽られてもう立っていられないとなった時に、ユーリは唐突に耳から口を離し、うなじに指を這わせる。

「ああ、やっぱり似合うな、このドレス。あの悪趣味な赤いやつより断然いい。お前の美しさが際立つ」

　うっとりと陶酔するような声で言い、うなじにあるホルターネックの金具の繋ぎ目をゆっくりと撫で上げた。パチンという音と共に金具が外れ、ドレスの肩紐が落ちる。慌てて前を手で押さえると、ユーリによってくるりと身体を反転させられて、真正面から彼と向き合う形になった。

　あの灰色の瞳の奥にゆらりと欲の焔が見える。高揚し、獲物を目の前にした獣の様に乾いた唇を舌で舐めた。

「それに自分が贈ったドレスを剥いでいくっていうのは、存外興奮する」

　そのまま噛み付くように口づけをされて、後ろへと身体が押しやられる。器用にもリンジーの口を貪るように食みながら、腰に手を回してベッドの方向へと誘導しているようだった。足元のバランスの悪さに怖くなって思わず胸元を押さえていた手をしがみ付くようにユーリの腕や肩に回し、必死にその性急な動きについていく。

　キスに集中できない。足元に気を取られて鼻で息をすることも忘れ、酸欠のように苦しくなった。途中、それに気が付いたユーリが唇を放して息継ぎの間を与えてくれたが、それも束の間、少しの時間すらも惜しいとばかりにまた塞がれる。

　膝裏に何かがぶつかった感触がして、そのまま押し倒された。二人の身体を柔らかなベッドが受け止めてくれる。押し倒された時リンジーの右手が空を切り、ベッド脇のサイドテーブルに飾られていた鈴鳴花が風に揺れて綺麗な音色を奏でた。

「……んんっ、ぁ、ふぁ」

　なおも絶え間なく蹂じゅう躙りんされるリンジーの唇、口内。多分、骨の髄まで蹂躙されている。耳への愛撫、キスの一つでここまで身体が高まるのだから相当重症だ。

　こうやってユーリと情を交わすのは幾度もしてきたが、いまだに自分の不慣れさを実感する。それとユーリの手慣れた感じも。

　時折それが悔しいと感じる時もある。自分だってユーリを指一つで翻弄できたらと思う。

　実際既婚の友達にその際の熟練した技を伝授願おうと思ったのだが、その友達曰く『そういうのを自分が女性に仕込みたいと思う殿方もいるから、下手に教えられないわ』と断られてしまった。至極残念に思ったが、でも経験者がそう言うのならそれに従った方がいいのだろう。待っていればその機会がやってくるのかもしれない。

　チュッと音を立てて唇から離れると、ユーリは自分の下で息を荒くするリンジーを見下ろし、ほぅ、と感嘆の息を吐いた。

「でもこのドレスを脱がすのも勿体ないな。このままするか」

「……皺に、なりますよ」

「そうしたらまた新しいものを贈るよ」

「嫌ですよ。これ、気に入っている、んです」

「へぇ、そうなのか」

　これだから金持ち貴族様の金銭感覚は恐れ入る。このドレス一つ誂えるだけでどれだけの金がかかったのか、実際は教えてもらってはいないが、考えるだけで恐ろしい。頭の中で桁違いの数字が踊っている。

　それをたった一日でダメにしてまた新たなものを贈ってもらうなど、そんな無駄なこと皆が許してもリンジーは許せなかった。

　それに……

「もちろんです。こ、これは……、ユーリ様から贈っていただいたものなので、大切にしたいんです」

　こういう思い入れもある。

　初めてユーリに贈ってもらったドレス。思考が恋する乙女のそれだが、今なら母が読む恋愛小説のヒロイン達の考えが理解できる。好きな人にまつわる思い出深いものは特に大切にしたいものだ。

「それは嬉しいことを言ってくれる」

　ユーリがリンジーの言葉に嬉しそうに顔を綻ばせ、頬に口づけを落とした。

　何だかそれにむず痒い様な恥ずかしさを覚えて、枕に顔を埋めてしまいたくなった。気付かれないようにさりげなく枕のありそうな位置に手を伸ばし手探りで探すが、あっという間にその手をユーリに捕らえられてしまい目的を果たすことができない。

　ベッドの上に縫い付けられビクともせず、加えて勝手なことをしようとしたリンジーを罰するかのように耳に歯を立ててきた。その強烈な刺激がリンジーに痛みと快感を与えて、ビクリと身体を震わせた。一気に身体が熱くなって火が灯る。それを合図にするかのように、ユーリが愛撫を再開しはじめた。

　肌に舌が這う感覚や、唇が吸い付く感触、器用な指の動きに乱され、気がつけばコルセットとドレスは脱がされて、あっという間に下着姿だ。

　手から少しはみ出る双丘をユーリはその感触を楽しむようにやわやわと揉み、掠る様に頂の飾りに指を滑らせる。乳輪をなぞる様に、するすると。肝心な部分は敢えて避けて、リンジーの反応を窺うように。

　それがもどかしくて思わず悩ましい吐息を漏らした。ユーリがそれを見て目を細めて笑う。

「ユーリ、様」

「何？」

　わざとらしく聞いてくる。

　分かっているくせに。分かっているくせに。

　余裕の表情を浮かべて悠然と見下ろすユーリのその顔が憎たらしくて、素直にこの口を開くのは憚れた。代わりに涙目になりながら睨み付ける。

「リンジー」

「あ、あぁ……」

「どうしてほしい？」

　敏感なところに息を吹きかけられて、快感を煽られる。

　下腹部が疼き始めた。

　────触ってほしい。

　そう素直に口にしていいものか、いまだに分からない。

　一度口にしたことがあるが、その時ユーリは嬉しそうに微笑んで要望通りの快楽を与えてくれた。けれどもだんだんとそれが激しくなっていって、頭がおかしくなるほどに乱され苦しいほどの快感を与えられ続けて、泣きながら『止めて』と懇願しても止まってくれずに、しまいには失神するという大変な思いをしたことがある。ユーリはその後必死に謝ってくれたが、言い訳が『可愛くて、つい』だったのだから本当に反省しているかは怪しいところだ。

　性に未熟なこの身体に過ぎたる快感は毒だと学んだその日から、一切要求を口にするのを止めている。あれは当分ごめん被りたい。

「リンジー。言ってくれないと勝手に動くぞ」

「……っ！」

　これは新手だ。頑なに口を開かないリンジーに対して、新たな手段を用いてきた。

　そんな宣言をしなくても毎回ユーリの好き勝手に動いているようなものだが、こうやって改めて口に出されると緊張してしまう。いったい何をどうするのだろう。想像力の乏しい頭で必死に考える。

　リンジーの顔にはてなマークが浮かんだのを見たユーリは可笑しそうに笑って、見せつけるように胸に舌を寄せた。ぷっくりと勃った乳首をその舌でぺろりと舐めたかと思うと、そのままガブリと口の中に含まれる。生温かいぬめった感触が敏感な部分を容赦なく攻める。

「あぁ！　……ダメ、あ、……いやぁ、あぁ、あぁ……」

　もう片方は指先で弄ばれ、暫しばらく経つとそれを交換してまたそれぞれを弄り始めた。

　腫れてしまうほどに舐ねぶられ、吸われ、甘噛みをされる。口が離れた時にふと見えたそれは、赤く熟れた色をしていた。

　それがまた恥ずかしくて赤く染まった顔を手で覆った。

　ユーリによってリンジーの身体は淫靡に作り替えられる。

　自分で知らなかった女の部分を引き摺り出されて、それらを彼の好きなように変えていってしまうのだ。

　耳がこんなにも感じるものだとは知らなかった。

　自分がこんなあられもない、甘い声を出せるなんて思いもしなかった。

　肌と肌が触れ合うのがこんなにも気持ちがいいなんて、一生知らずに生きていくのだと思っていたのに。




　知ってしまった。

　もう逃れられないと思う。

　こんな幸せ、今更手放せるわけがない。




「はぁ、ん……、ぁ……、ユー、リ」

　名前を呼ぶと、自分の子宮がきゅんと切なくなったのが分かった。

　疼きがだんだんと大きくなって、ユーリが与える快楽に反応するかのように足の間が濡れていく。触らなくても分かるくらいにびしょびしょだ。それをユーリの手が暴いた時に羞恥心が限界に到達した。

「気持ちいい？」

　顔を覆った指の間からユーリを覗き見る。先ほどの意地の悪そうな顔とは違って、優しく問いかけるような顔。安心する顔だ。

　純粋にリンジーが感じているのかを聞いているのだろう。こちらを慮ってくれるその気持ちが嬉しくて、今度は素直に頷いた。

「ならもっと気持ちよくしてやる」

　リンジーの素直な応えに気を良くしたのかそれとも元よりそのつもりだったのか、ユーリはリンジーの両足を抱えて少し押し上げ、その間に顔を埋めてきた。

　その信じられない光景に目を疑ったのはリンジーだ。

　まさか、まさかと戸惑っているうちに、下着越しに秘裂を舐め上げられた。

「ひぁっ！」

　快感が寄り集まった場所に更なる快感を与えられて身体が跳ね上がり、そして身を捩ってそれから逃げようとした。けれども、ユーリが太ももをがっちり抱き込んでいてそれが叶わない。なす術なくユーリに与えられるがまま快感を享受するしかなかった。

「……それ、ンっ！　……だ、だめ、です。……あ、あ、あぁ」

　次から次へと滴り落ちる愛液を全て拭うかのように舌で舐められ、そればかりでは足りないと舌で下着を押しのけて中にまで侵入してきた。布越しに弄られるのはソフトな気持ちよさだが、直接舌で舐められると、その感触が生々しくて悲鳴を上げそうになった。秘所の皮膚一つ一つが舐められるたびに泡立ち、より敏感なものへと変わっていく。

　陰核が剥き出しにされ丁寧に嬲られ唇で吸われると、ぞわぞわとした快感がつま先から頭まで突き抜けて、下腹部から競り上がってきたものが弾けた。

　ふわっと身体が浮き上がり頭の中が一瞬真っ白になるような感覚に陥って、シーツを握り締める。

　これが絶頂なのだと知ったのは、二回目にユーリに抱かれた時だった。

　目に涙が浮かび、抜けきった頭で足の間から顔を上げるユーリを見る。

　唇を手で拭いこちらに顔を寄せてくるユーリが、何一つ服装を乱していないことに今更ながらに気が付いた。

　さすが、元女たらし。余よ裕ゆう綽しゃく々しゃくだ。

「リンジー……」

　優しく囁いて、口づけをしてくる。

　分かっている。こんな未熟者が百戦錬磨の男に適うわけがないということは。

　けれどもこちらだけが乱れに乱れていろいろと切羽詰まっているのに、ユーリにそこまで余裕を見せられてしまうと悔しいし焦ってしまうのだ。

　こういうものは双方が気持ちよくなるものだと聞いた。ならばユーリにも同じように気持ちよくなってほしい。

「ユーリ様……。あの」

「ん？」

　ユーリがキスの合間に聞いてくる。

「わ、たしも……」

「うん」

「ユーリ様を、気持ちよく、させたいのですが」

「いつもしてもらっている」

「でも、もっと……」

「ん？」

「ユーリ様に、気持ちよくなって、ほしくて……」

　そう言うと、ユーリが口づけを止めてこちらを見た。灰色の瞳がリンジーの意図を探る様に窺う。

「これからお前にめいいっぱい気持ちよくしてもらう予定なんだが」

「これから、でしょう？　私は、私みたいに最初から最後までずっと気持ちよくなってほしいです」

「そ、それは……、うん、何かと支障があるというか、大変なことになるというか」

「私も毎回大変なことになっていますが」

「いや、でもな？　色々もたなかったら大変だろ？」

「そうなのですか？」

「ああ。それにお前のエロいところを見て滅茶苦茶興奮しているし、俺の腕の中で可愛く啼いてくれるだけで十分心が気持ちよくなる」

　と、言われてもいまいち釈然としない。

　男と女では違うのだと言われてしまえばそれまでだが、挿入以外でも男の人も快感を得ることができるのは知識として知っている。具体的にどうこうというのは知らないが。

　やはりここは友達の言う通り、ユーリに教えを請うた方がいいのだろうか。

「もし、私がユーリ様をもっと気持ちよくさせられる手法があるのでしたら、教えてください」

「はぁ!?」

「友達から『こういうのは自分から仕込みたい殿方もいる』と聞いたので」

「おい……」

「もしユーリ様もそうなのであれば、私に仕込んでいただければ……」

「マジかよ……」

「ユーリ様？」

　何故だか話しているうちにユーリが顔を背けて呻り始めた。心なしか顔が赤いような気もするが手で覆われていてよく見えない。

　まずかっただろうか。

　何かを耐えるように顔を顰めて呻るユーリを見て、不安になった。

　どうしたものかとオロオロしていると、ようやく呻り終わったユーリがこちらをちらりと見てきた。

「本気か？」

「は、はい！　何だったら今からでも」

「いや！　いい！　もう俺もいろいろと限界だし結構ヤバいから。……次回からお願いする」

「分かりました。あの、事前知識とか入れておいた方がよろしいですか？」

「しなくていい。本気で事前知識とか必要ないから。何も知らないままでいいから」

「わ、分かりました」

　事前知識、と言った時のユーリの目が何だか怖かった。あれだけ強く言うということは、余計な知識は邪魔だということだろうか。

　けれども、ユーリにそれを教えてもらってリンジーがユーリをもっと気持ちよくさせることができたのなら嬉しい。もっともっと頑張ろうという気持ちになる。今からドキドキしてきた。

「ユーリ様。私、ユーリ様に気持ちよくなってもらえるように頑張りますね」

　決意を表明するように言うと、ユーリが目を見開いて固まってしまった。

　あれ？　またおかしなことを言っただろうか、と心配していると、突然ユーリが顎を掴んできて激しいキスをしてきた。

「う、あ……、んんっ」

　口の中が犯されている。そう言ってもいいくらい激しい。

　痺れるくらいに咥内を舐られ舌を吸われ、流し込まれる唾液を飲み切ることができずに口端から零れ落ちる。その雫を追うようにユーリの唇も顎へと落ち、顔を上げた時にはあの余裕綽々の表情はどこにもなかった。

　息を荒くして目元が赤く染まり灰色の瞳は潤みを帯びている。眉根を寄せて切なそうにするその様は、ドキリとするほど艶があった。目が離せないほどの色香を振りまき、熱を滾らせた男がそこにはいた。

「リンジー、リンジー。もうすげぇ限界。あーもぅ、痛ぇくらいに張ってる。お前には参るよ、本当。何でそういう可愛いこと言っちゃうわけ？」

「そんなつもりはなかったのですが」

「……そうだよな。お前、そういう奴だよな。俺、いつかお前に殺されるんじゃないかな」

「こ、殺しませんよ！　そんな騎士団団長相手に殺傷ごとなど私が起こせるわけありません！」

「あー、うん。そうだよな。うん。やっぱお前は可愛いなぁ」

　しみじみと言われた言葉に、何個ものはてなが浮かぶ。

　友達の教えの通りにしたはずなのに、何がどうなってそういう結論に至ったのかさっぱりだ。時折ユーリの思考回路が理解できない。

「とりあえず、さ」

「はい」

「もうお前の中に挿れてもいい？」

「あ！　……えっと、……は、あぁんっ！」

　答えを言い切る前に待てなかったのかユーリの屹立が胎内に押し入ってきた。

　大きく固くなったそれが、隘あい路ろを分け入って奥へ奥へと進んでいく。その圧迫感に喘ぎながらユーリの首に手を回した。ユーリも眉根を寄せて熱い吐息を吐く。

「ひぁっ！　あぁ！」

　屹立が奥まで到達した瞬間、ユーリは激しく動き始めた。襞を抉りとるかのように、肌と肌を叩き合わせるように。滅茶苦茶に動いているように見えて、しっかりとリンジーが感じるポイントを押さえて動いているのだから凄い。その激しさと的確な攻めでリンジーはすぐに上り詰めた。中が蠢しゅん動どうし絶頂を迎える準備をし始める。

「もう、イク？」

　ユーリに問われて、無言で何度も頷いた。

「俺も、今日はヤバい。……くっ、久し振りだから、もたない」

　切羽詰まった声でユーリが限界を告げる。

　激しさを増すその動きに壊されないように必死でユーリにしがみ付くと、最奥を抉られてあり得ないほどの快感が押し寄せ、膣道がきゅうと締まった。それによってまた快感を拾い、頭も体も全て快楽に支配された。

　胎の中で温かいものが弾けて、屹立がドクンドクンと脈打つ。全てを吐き出すように何度か動くと、ユーリの動きが止まった。




　部屋の中に荒い息の音が二重奏になって響く。

　身体がだるい。激し過ぎてもう何が何だか分からないうちに絶頂を迎えてしまった。

　ユーリはちゃんと気持ちよかっただろうか、と気になって彼の顔を覗き込もうとした時、またユーリがゆるゆると律動を始めた。

「……え？　あ、……まって、まだ、あ……、ぃや」

　そんな、先ほど終えたばかりなのに。

　慌てて止めようとするも、ユーリは一向にその動きを止めようとせずに、逆にそのストロークを大きくし始めた。

「リンジー……、もっと、もっと、欲しい」

　甘えるような言葉と、懇願するようにこちらを見つめるその目。それをされると弱いと分かっていてユーリは仕かけてくる。狡い。

　どうせ断ることなどできない。

　結構ユーリが甘えてくるのを見るのは好きなのだ。前は格好つけてそういう姿をなかなか見せてくれなかったが、最近ではいろんな場面で見せてくれるようになった。格好悪いから嫌だと言っていたが、リンジーはそんなことは一切思わない。むしろ愛おしいと思えてしまう。ユーリがリンジーにだけ見せる姿なのだから。

「手加減してくださいね」

「善処する」

　もちろんそんなのは体の良い断り文句なわけで。

　もっと、もっとと何度も強請るユーリによって、リンジーは気を失うまで抱き潰された。





◆◆◆






　反省はしている。けれども後悔はしていない。

　隣であどけない顔をしながら眠るリンジーを眺めてひとりごちた。




　こうやってリンジーを抱くのは久方ぶりだった。会うことだって最近はそう頻繁ではない。

　あれからリンジーは騎士団の担当から外れ、今は王都内の福祉施設の担当になっている。そのため勿論仕事中に顔を突き合せることはないし、彼女も王都内のいろんなところに飛び回っているので仕事が忙しく大変な様子だった。加えてグロウスノアの軍事演習も重なり、ここ数週間会う機会を失していた。

　会いたいと思うたびに溜まっていってとうに限界値を超えたものが、一気に爆ぜてしまったのはそのせいだと言いたい。

　もっと言い訳をするのであれば、今日のリンジーはユーリを大いに煽ってくれた。自分の青臭さなど百も承知ではあったが、ここまでされるといくら鋼の理性を以もってしても簡単にプツリと切れてしまう。致し方ない。好きな女を目の前にして我慢などできるものか。それに下手に我慢をするとお互いの中に齟齬が生じてしまうこともこの一年で学んでいる。

　とりあえず、リンジーが目を覚ましたら謝り倒すしかない。そしてもう少し男の性というものを教え込んだ方がいいかもしれない。

　リンジーは何事にも真面目に取り組む性分だ。

　それは仕事でもそうだが、プライベートでもその気質が反映されている。恐らく自分ばかりが気持ちよくされていることを不公平に感じ、ユーリのことをもっと気持ちよくさせたいと思ったのだろう。そしてそのプロセスを立てるために経験が豊富な友人に助言を求めた、といったところか。

　それがまさか『貴方の好きなように仕込んでください』発言に辿り着くとは。まったくもって末恐ろしい。その友人には感謝の言葉を贈りたいほどだが、不意打ちに、しかも情事の最中に、そういうことを言われてしまうと、もうどうしてくれようかと少し嗜虐的な気持ちになる。すでに暴発寸前の物にさらに起爆剤を与えてくれるなと。

　リンジーのその生真面目さは好ましい。かなり好きだ。可愛いと思える。けれどもそれが時折危うく感じてしまう時もある。

　事前知識を入れようともしていたが、実際何から学ぶつもりだったのか。様々な良くない想像が浮かんできて即刻却下した。他の男に聞いたり不埒なことを吹き込まれたら堪ったものではない。あれはまた再度念を押しておこう。

　今までは、リンジーに情事に慣れてもらうために彼女の官能を高めることにひたすら専念していたが、そろそろ他のことも試してみてもいいかもしれない。彼女の方から申し出たのだ。きっとあんなこともそんなことも応じてくれるのだろう。……多分。いや、『こんなこと、できないです』と言って恥じらう姿を楽しむのもまた一興。

　不埒な妄想は尽きることはない。またあらぬところが意識を持ち始めてきたので、一旦この妄想は強制終了させた。

「……ん」

　火照り始めた身体を鎮めようとしていると、リンジーが寝返りを打ってこちらに身体を寄せてきた。今の季節、夜になると肌寒い。暖を求めるように身体を縮込ませていた。ユーリもベッドの中に身体を潜り込ませて、リンジーを抱き込む。

　あったかい。幸せを感じることができる温もりだと思う。

　こうやって情事の後も互いに身を寄せるなんてこと、今まで誰ともしてこなかった。抱けば終わり、終わればすぐに帰る。ただそれだけだった。求められたから与えるだけ、泣かれたら面倒だから抱くだけ。面倒な付き合いはごめんだ。母の様にめそめそと泣くのなら余所で泣けとまで思っていた。

　一般的に考えたら自分のような男は屑というやつだろう。実際そう思っていたし、そんな屑が感情で心の繋がりを持つ恋人など持てるはずがないと思っていたし、結婚など以ての外とも思っていた。

　────けれども。

　おもむろにベッドから起き上がり床に脱ぎ捨ててあった自分の上着を拾うと、内ポケットから小さな箱を取り出した。少し固い箱の蓋を開けると、中にあったのは一つの指輪。大ぶりな宝石が乗ったそれはユーリの誓いの証だった。

　ベッドに戻って眠るリンジーの左手を取り己の手で撫でて愛でると、誓いのキスのように甲に唇を落とす。箱から指輪を取り出して、薬指にゆっくりと通した。

　事前に指のサイズは計っていたが、思った以上にぴったりでユーリは満面の笑みを浮かべる。

　そのほっそりとした左手の薬指には、きらりと輝く一つ星。あの一等星のデフタネトと同じ名を持つ宝石でつくられた指輪がそこにあった。

　彼女が起きた時、彼女がこれを見た時、いったいどんな反応をするのだろう。

　考えるだけで笑みが零れた。

　喜んでくれるだろうか。

　泣くのだろうか。

　それとも照れ隠しのために憎まれ口を言う？

　どれにしてもユーリにとっては嬉しいものでしかない。

　ようやく指輪を渡し、結婚を申し込める時がきたのだから。




　今思えば紆余曲折、波乱万丈な一年間だった。

　リンジーと想いを伝えあい、すぐには恋人同士というわけにはいかなかった。デートを重ねて欲望と理性の狭間を彷徨いながら互いの愛を育み、いざという時に起こる大事件。その後も貴族嫌いのリンジーの兄・ギルバートの反対にあったり、自分の父の横やりが入ったりもしたなと遠い目をして思い起こす。

　それらを乗り越えてここまでやってきたのだから感無量と言うしかない。

　結婚は一生を賭けた大博打。ノールグエストがいつだかそう言っていた。

　今もお互いの気持ちが未来永劫変わることがないなんて確固とした確信は持てていない。本当、今ある『愛』なんていう不確かなもの頼りの求婚だ。

　けれども、それでいいとユーリは思う。

　今互いが好きで、今互いに未来を思い、今一緒に幸せになっていきたいと思うだけで十分だ。

　もし仲が危ういものになりそうなら、お互いに努力をする。リンジーもそれができる人間だし、ユーリだってリンジーと共にいるためならその努力は惜しまない。

　泣いても、笑っても、怒っても、悲しんでも、一生側にいてこの愛を捧げたいと思うのはこの世でただ一人、リンジーだけだ。

　ユーリに恋することを教えてくれたのも、慈しむことを教えてくれたのも、ついでに情けない男に変えたのも彼女。ユーリをこんなにも幸せにしてくれたのも彼女だ。




「───愛してる」

　指輪にキスを落とす。

　深い眠りについている彼女は、まだ起きる気配はない。

　この頑なに閉じられている目が開いたら、プロポーズをして飽きるほどに愛の言葉を贈ろう。彼女が『もう分かりましたから！』と顔を真っ赤にするくらいに、たくさんの愛を。




　リンジーの頭の天辺に顔を埋めて、目を閉じた。いくらかしないうちにまどろみ始める。

　うつらうつらと夢と現の狭間を彷徨っている時に、鈴鳴花の音を聞いた気がした。




　───リィン……、リリィン……




　天使の祝福は眠る二人に降り注ぐ。
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番外編　ミュゼルカに祝福のキスを









　手を天に翳し、『くふっ』と気味の悪い笑いを浮かべる。我ながら一人で笑っている姿は不気味だろうとは分かってはいるが、この部屋にはリンジー一人だ。構いやしない。

　それに、この浮かれた気持ちを落ち着かせることも、にやけるこの顔を正すことも、とてもできなかった。この左手の薬指に光るもの。これを見て喜ぶなという方が無理な話だ。




　一番星のデフタネトと同じ名前のダイヤモンドが填め込まれているこの指輪。ユーリと過ごした日の翌日の朝、起きてみれば自分の指につけられていた。

　そして彼に告げられたプロポーズ。

　驚くリンジーの手の甲にキスを落とし、優しい眼差しを向けて彼は言ってくれたのだ。

『お前を愛している、リンジー。この世で一番、いや、唯一の人。俺の最愛。いつも考えていた。お前と共にこの生を歩めたら、朝目が覚めたらお前の寝息が聞こえてきたらどれだけ幸せだろうと。……家族になれたら、と』

　少し照れくさそうに笑う。ユーリが『家族』というものにどのような思い入れを持っているか知っているリンジーは、ギュッと胸が締め付けられる。それと同時にそれを自分に望んでくれているのだと思うだけで、言葉にならない嬉しさが溢れだしてきた。

　ユーリは今までの顔をスッと変え、真しん摯しな表情になる。

『結婚してほしい、リンジー・ウォルスノー。俺の妻になってくれ』

　何と返事を返したかなど言うまでもない。実際その時は嬉しさで胸も言葉も詰まって何も言うことはできずにただひたすら首を縦に振った。

『二人で幸せになろう』

　その言葉に何度頷いただろう。気が付いた時にはリンジーはユーリの腕の中にいて、泣きながら笑っていた。これ以上ない幸せを感じながら。彼への愛おしさを溢れさせながら。




　あれから十日ほど経つが、その時の余韻はいまだに続いている。この指輪がいつだって思い出させてくれるのだ。ユーリと名実ともに結ばれる約束ができたのだと。

　ここまでの道のりは決して平坦ではなく、平穏なものでもなかった。

　始まりが始まりだっただけに時間を要したし、互いに気持ちがあっても憚りがあったことは確かだった。周りから見たら遠回りをしているとみられても致し方ない過程だったかもしれない。だからこそ感慨深い。あの身のほど知らずの片思いが実を結び、こんなにも大輪の華を咲かそうなどと、いったい誰が思っただろう。リンジー本人ですら諦めていた恋だったというのに。

（今が幸せだって確信して言えるのって凄い……）

　決して不幸な人生ではなかった。むしろ恵まれていたと言ってもいい。

　両親に二人の兄はリンジーのことを慈しんで育ててくれたし、こうやって身の立つ学を得る機会も与えてくれた。その愛情を疑ったこともないし、当たり前だと驕ったこともない。感謝の気持ちは常にあったし、それに肉親の愛を感じていた。

　けれども、ユーリとの愛は一から二人で育んだものだ。

　血の繋がりや肉親の情もない、何もない状態から作り上げた新たな関係。それだけに強く、ともすればふとしたことで脆く崩れ去ってしまうかもしれない危うい部分もある。だからこそその絆を愛するユーリと作れたことにこの上ない幸せを感じる。

　絶対に今、幸せである。




「あらあらぁ。そんなに熱い視線で見つめちゃって！　やっぱり婚約指輪ってどれだけ眺めても飽きないものよね。分かるわ、その気持ち」

「……え？　あ、……お母さん」

　いつの間に部屋の中に入ってきたのだろう。母が部屋の扉を開いて、ニヤけた顔をしていたリンジーを見つめていた。もちろん母親もニヤニヤして。

「今までは全然結婚に興味がないって顔していたのにこんなに変わっちゃうなんて、リンジーもやっぱり女の子なのよね。貴女のそういう顔、なかなか見られないからお母さんついつい見入っちゃったわよ」

「……いつから見ていたの？」

「うふふふふっ」

　笑って誤魔化し返事は寄越さない。多分、結構な時間見られていたということなのだろう。

　気まずいやら恥ずかしいやらで顔を伏せてこれからくる母親の揶揄から逃げ出したかったが、残念ながらすでにその母はリンジーが座るソファーの隣に座ってしまいそれが叶わない。

　あぁ、やはり部屋の中に一人だからと油断すべきではなかった。ここは実家で、母親が用事を終わらせてすぐにリンジーが待つリビングに来ることは分かっていたのだから。

「やだ、そんなことで恥ずかしがらないの！　女だったら当り前よ。だって結婚するのよ？　その幸せを思って笑って何が悪いのよ」

　そう言ってリンジーの羞恥を一蹴した母は、『私にも見せて』と言ってリンジーの左手を取った。指輪をしげしげと見つめて『綺麗よね』とうっとりと呟く。そんな母親の顔を見て、リンジーは何だかむず痒いような心地になって照れ笑いを返した。




　ユーリからプロポーズをされて返事をしたその日のうちに二人で実家に赴き、プロポーズを受けた話をしている。事前に両家には交際の了承を取っているので、母や兄達は恙無つつがなくその報告を受け取ってくれた。

　母はもちろんのこと、次兄のゲオルグは諸手を挙げて喜んでくれた。ゲオルグなど気の早いもので、ユーリに抱き付いて『これからよろしく！　義弟！』とまで言ってしまうほどの浮かれぶりだ。

　最初はこの結婚に反対していた長兄のギルバートに関しては、その話をしたとき目がかっ開いていたのでいまだにリンジーが嫁にいくことに抵抗があるのはありありと感じられたが、それでも憮然とした声で『おめでとう』と言ってくれた。それに少し涙が零れそうだったのはリンジーだけの秘密である。

　ユーリの父であるダンクレスト侯爵には、後日ユーリが手紙で知らせることになっている。

　侯爵のいる領地までは馬車を使っても七日以上かかるので後日長期の休暇をとって二人で赴く予定だ。こんな時でも仕事というものは容赦なく押し寄せてきて、おいそれと王都から出ることもままならない。

　侯爵とは以前何度か顔を合わせている。といっても、とてもいい形の対面ではなかったが。

　もともとユーリとは昔からのわだかまりがあり、ほとんど顔を突き合わせないくらい不仲で、ユーリ自らが父親を避けて通っていたところがあった。おそらく侯爵も同じだったのだろう。

　ところが、ユーリがシャロンとの縁談を跳ね除けてリンジーと恋仲であるという噂を聞いた侯爵が、領地を飛び出しそれを反対すべく二人の前に立ちはだかった。侯爵としては長子ではないにしろ、自分の息子が親の意に反して平民の娘を嫁にするなど我慢がならなかったのだろう。厳しい顔で胸に突き刺さるようなことも言われたし、手切れ金として金を渡されたこともあった。侯爵の交友関係を利用してリンジーを財務省から追いやろうとしたことも。

　それらを全て丸く収めて表面上の和解ができた時、侯爵は『勝手にしろ』と言ってまた領地へと去って行った。一応はリンジーは認めてもらった形になる。

　正直な話、侯爵には今でも少し苦手意識は持ってはいるが、それでもいつかは家族としてそのわだかまりを少しでも溶かしていけたらと前向きに考えているところだ。




　諸処の事情で双方形は違うが挨拶を済ませた。その時に母に『いろいろ今後の話をしたいから実家に帰ってきなさい』と言われ、今日足を運んだ次第だった。

　母の言う『いろいろ』というものがどういうものかは分からないが、もしかすると嫁に行くための心得なるものを授けてくれるのかもしれないと若干期待をしている。いかんせん本当に結婚する日がくるとは思ってもいなかったので、そういうことに関しては勉強不足だ。先人の言葉は実にありがたい。いつそのことに触れるのか、今か今かと心待ちにしながら尚も指輪をじっくりと見つめながらうっとりとした声を出す母の姿を見つめた。




「あぁ～！　もう、お父さんが私にプロポーズしてくれた時のことを思い出すわぁ。お父さんったら友達にいろいろと言われて一所懸命にロマンチックな演出をしてくれて、場所も指輪も完璧だったのよ？　でもね、肝心のプロポーズの言葉が緊張のあまりに出てこなくて、指輪を差し出したまま固まっちゃったの！　商人で仕事ではあんなに理知的で口が回る人なのに滝のように汗をかいて、目を充血するくらいに開いてね。可愛かったのよ」

「あのお父さんが……」

　少女のように頬を赤らめて父を語る母の言葉にいまいちピンとこない。『可愛い』という言葉は父には使ってはいけないような言葉だと思っていたのだが、どうやら母とリンジーの認識は違うらしい。

　リンジーの知る父は厳格で寡黙。けれども仕事上では人一倍口が回り人心の掌握に長けている生粋の商人。どちらかというと家族に見せる顔は前者で、あまり表情を表に出すことはしない。その性格をギルバートがものの見事に引き継いでいるが、確かに兄もそうだが父も母には弱かった。母が拗ねれば目を見開いてオロオロとし、機嫌を取るためにせこせこと動く姿を見ることがあった。

　けれども、あの姿を母が『可愛い』と形容し頬を染めるその気持ちも今は頷ける。ユーリの少し情けない姿をリンジーが可愛いと思うのと同じようなものだと気が付いたのだ。つまりは母性本能と萌えというやつで、たとえ相手が厳つく容姿に可愛さのかけらもない男だとしてもそれが好きな相手ならば特別なフィルターが目にかかる。恋する女の不思議な現象だ。

「でね！　でね！　ようやく言葉が出てきたと思ったら、『俺の嫁になれ』の一言。ロマンチックな雰囲気にその甘さも吹っ飛ぶぶっきら棒な言葉！　もうね、笑っちゃったわよ。そんなこと言いながらしっかり首から耳が真っ赤に染まってるんだもの。『あぁ、これがこの人なり精一杯の言葉なんだな』って思ったら嬉しくてね」

　父の生前、子供の目から見ても仲睦まじかった両親。父が亡くなった時、あれだけ憔しょう悴すいしきっていた母もこうやって笑って父との思い出を語れるようにまで回復した。それだけの月日が経ったということなのだろう。けれども、母の中のその愛情はいつまでも健在で絶えることはない。いつもは少女のようにはしゃぎ騒ぐ母も、父のことを話すときは女の顔になる。大人の女。妻としての顔だ。

「実はね、ちゃんとしたプロポーズの言葉を一か月も前から用意していたんですって。何回も推敲を重ねて何回も練習して本番で絶対に一言一句間違えないようにって。でも、いざ私を目の前にして言おうと思ったら、今まで苦労して覚えたものが緊張で全部すっ飛んでしまって何も考えられなくなって。でも私は待ってるし、って焦ってしまって、結局あの一言しか言えなかったんだって後から教えてもらったの。本当、肝心な時に不器用な人よね」

『ふふふ』と母は愛おしそうに笑う。

　母だけが知っている父の顔。それは妻だけの特権だったのだろう。

　そう考えると、リンジーもいつかユーリに対し『妻だけの特権』というものを得られる日が来るのかもしれない。妻であるリンジーだけが知ることができるユーリの姿、言動。考えるだけでまた顔がにやけてきそうだ。

「私、あの時にね、これからこういう幸せが何度も起こるんだって思ったの。あの人と一緒にいれば、何度だって舞い上がるほどの幸せを感じることができるって。実際そうだったし、今はもうあの人はいないけれど、こうやって幸せを残してくれた」

　母がリンジーの頬に手をやり、そっと撫でる。

「ギルちゃんもあんなに反対していたし、相手は貴族でしょう？　お母さん、ついつい恋愛小説みたいってはしゃいじゃったけど、後で心配になっちゃってね。貴女が違う世界で苦労するんじゃないかって。ダンクレスト団長と実際に会うまではどうしようかと思っていたの」

　申し訳なさそうに母は『ふふっ』と小さく笑う。

　寝耳に水だった。母の言うようにただ浮かれてはしゃいでいるだけだと思っていたのだが、母は母なりにリンジーの行く末を案じていたようだった。その割には反対をするギルバートに対して随分と強気に反論をしていたが。

「でもね、団長に会ったらそんな杞憂どこかに吹き飛んじゃった。彼、貴女のことを随分と大事にしてくれているんだもの。リンジーの融通が利かなくて真面目すぎることとか、ちょっと自分に自信を持てないところとか、一人で頑張りすぎちゃうところとか、全部分かった上で貴女を愛してくれているって分かったから。母親の勘ね。あの人なら、貴女を幸せにしてくれるって思ったの。彼が貴女の運命の人だって、母親の直感！」

「お母さん……」

「嬉しいわ、リンジー。貴女も私と同じような幸せをこれから幾度も味わうのね」

　嬉しそうに、本当に嬉しそうにそう言う母の目にはうっすらと涙が滲んでいて、心から祝福してくれていることが分かる。

　きっと母はリンジーに自分と同じような幸せをずっと感じてほしいと思っていたのだろう。だからこそ学校に行くことを決めた時も就職を決めた時も反対をし、『結婚』という道を示したのかもしれない。母の願いを改めて知り、リンジーはじんと心が熱くなる。

「お母さん、私、今凄く幸せ」

「これからもっともっとその幸せを感じることができるわ」

「……うん」

　額と額をつけ、母はそれがもう保障された未来かのように言う。

　そっと顔を離し、母の顔を改めて見た時にはリンジーの目にもまた涙が浮かんでいた。




「それでね、リンジーにこれからどうするのか予定を聞こうと思って今日来てもらったの」

「これから？」

　零れてしまう前に涙を手で拭い、両手を合わせて思い出したかのように言う母の言葉に聞き返す。

「そうよ。だって、結婚してお嫁に行くってことは、今のお仕事も辞めるんでしょう？」

「え……？　う、うん」

　そう言われて躊躇いがちに頷いた。

　確かに世の慣習に倣えば、リンジーは財務省を去り家に入り家政を取り仕切らなければならない。

　ましてやユーリは騎士団の団長という地位にいる人で、今は爵位はないもののいずれは父親が複数持つ領地のいずれかを委ねられそれに伴う爵位も譲り受けるだろう。そんな人の妻が外に働きに出て仕事に追われて家を空けることなど世間的に赦されることでない。必然的に結婚前に退職することになる。

　それを今までは漠然とは考えたことはあっても、ユーリとの結婚が決まった今、漠然では済ませられない。母の言う通り考えなければいけない。これからのリンジーの道を。

「そうだね。まだいつになるかは上司と話してみないと分からないけど、結婚前には辞める方向で話はするよ」

「そうしなさい。できれば今すぐにでも辞めてもらった方がいいのだけれど……」

「今すぐなんて無理だよ。簡単に辞めれるようなものじゃないし」

　仕事をしている限り、それなりの責任がある。それを自分の結婚のためにすぐに放り出すことなどできない。財務省の皆に迷惑がかかるのはもちろんのこと、今担当している福祉施設の人達も突然リンジーが辞めてしまったら困惑するだろう。それなりの期間と準備が必要だ。

「やっぱり、せめて半年くらいは猶予がないと」

「半年も?!　ダメよ、リンジー。これからやることがたくさんあるのよ？　嫁入り前にいろいろ覚えなくちゃいけないことは山積みなんだから！」

　リンジーの肩に手を置きガクガクと揺らしながら母は力説する。

　嫁入り前に覚えなくちゃいけないこと、つまりは花嫁修業をしなくてはいけないということなのだろうか。

　確かにそれは必要だ。一応独身寮で一人暮らしはしていたので一通りの家事はできるものの、その他女性らしいことは何一つ覚えてこなかったのでその手のことには一抹の不安がある。

　けれども一方で最後まで仕事をちゃんとやりきりたいと思う気持ちもあるし、それは絶対だ。去っていく身だからといって疎かになどできない。

「でも、引き継ぎとかもあるし、次の人が決まるまで時間がかかる場合もあるから」

　だからそのくらいの時間は欲しいと母に言うと、途端にその目が据わりそして重々しい溜息を吐かれた。

「リンジー、貴女、お裁縫はできて？」

「……できません」

　服が破れたら捨てていたし、釦も付け替えたこともない。

「刺繍は？」

「……できません」

　もちろん針を持ったこともない人間にそんな高等なことができるはずもなく。

「ダンスは？　礼儀作法は完璧？」

「……滅相もございません」

　ダンスなど以前の夜会の時も、先日のシャロンの結婚式の時も誘われても必死に断ったくらいだ。礼儀作法は見よう見まねではできるが、それが正しいかと問われれば自信はないしおそらく間違っている。

　母に言われれば言われるほどにこれから学ぶべきことの多さ、時間のなさを実感する。それに付随して焦りも生まれてきた。

「それらは一朝一夕で身につくものじゃないってことは、やったことのない貴女でも分かるわよね？」

「……はい」

「それで本当に半年足らずで間に合うと思って？」

　母の言葉が重い。重すぎてズンと頭が痛くなる。

　分かっている。母の言葉や心配はもっともなことだ。娘を送り出す母としては、当然の危惧であり当然の配慮だ。婚家で恥をかかないように、苦しい思いをしないようにという優しさ。

　友達も結婚前は花嫁修業をさせられたと言っていた。さすがにその友達は普通の家に嫁いで行ったのでダンスや礼儀作法まで学ぶことはなかったが、裁縫や料理は未来の夫のために頑張るのだと張り切っていたことを思い出す。その時、他人事のように『大変だな』と思っていたが、いざ自分のことになると大変どころの話ではなくなる。とにかく不安しかない。

　本当に半年で間に合うだろうか。

「……ちょっと分からないです」

　自信は全くない。

「なら、早めに仕事を辞めて始めることね。一年後に立派なレディになって、ダンクレスト団長をあっと驚かせなくちゃ！」




　うきうきとした顔でそう言う母の隣で、リンジーは小さく溜息を吐く。

　さて、どうするべきか。難しい顔をして考えた。




　やるべきことはたくさんある。仕事に花嫁修業、結婚式の準備だって同時進行で行わなければいけない。一年間の準備期間があるとはいえ、余裕は一切ない。

　となると、一つひとつ道筋を立てて計画的に行うべきだろう。仕事のスケジュールと同じだ。計画なしでは上手くいくものも上手く成り立たない。

　母はああ言って花嫁修業に重きを置いているが、実際はブレアフォンとバドルードがどれほどの猶予を持たせてくれるかにかかっているだろう。明日さっそく出勤したらその話をしなければ。

　その前にユーリにも一応確認を取っておこう。彼の意向も聞いておいた方が間違いはない。




「楽しみねぇ、リンジーのウェディングドレス姿！　どんなものがいいかしら？　ねぇねぇ、もちろんお母さんも一緒に決めていいわよね？　私、リンジーのウェディングドレスを作るならマダム・レヴォンのところだって決めていたの！　今度のお休みに一緒に行きましょうね！」

　こうやって着々とスケジュールは埋まっていく。リンジーの周りの人間が結婚に向けて動いてくれているのに、本人がのんびりと構えてはいられない。

　母が語る流行のドレスラインの話を聞きながら、明日以降に向けて密かに気合を入れた。





◇◇◇






　次の日。

　いつもより少し早めに出勤して始業前に向かったのはユーリの執務室。

　できればすぐに、それも仕事前に話をしておきたかった。そうすれば今日の昼の時間にブレアフォンに話を通すことができる。今のこの時間は早朝訓練を終える頃でユーリも執務室にいるだろう。そう狙いをつけて執務室の扉をノックした。




　案の定ユーリは中にいて、朝からのリンジーの訪問に驚きつつも喜んでいた。その嬉しそうな顔にリンジーもついつい顔が綻ぶ。

「あの、少しお話があるのですが、お時間よろしいですか？」

　緩む顔を引き締めつつそう畏まって聞くと、ユーリは『もちろん』と言ってリンジーの手を引いて応接スペースに促してくれた。

　これから訓練場から帰ってくるであろうレグルスもやってくるし、出勤したマリアベルもやってくる。けれどここなら多少なりともゆっくりと話せるし、こうやって手を繋いでいたとしても衝立がそれを隠してくれるだろう。普段ならば仕事中だと言って手を繋ぐことなどしないが、始業前ということもあってリンジーもそれを受け入れた。束の間の逢おう瀬せと考えれば、少しの甘さも必要だ。

「それで、話とは？」

「はい。今後のことなんですけれど」

　隣り合ってソファーに座りながらリンジーは昨日母と話したことをユーリに伝えた。

　リンジーが仕事を辞めること、花嫁修業のこと、その時期。それらを話す間ユーリは何も言わずじっと聞いていた。退職の時期は上司と話し合ったうえで決めるがそれでいいのか。自分の考えとしては花嫁修業の期間は半年ほど考えているが、それでも大丈夫か。結婚式の準備などはいつから始めるのが妥当かなど。そして最後に『ユーリ様としてはこれに何か意見ございますか？』と付け足す。

　するとユーリはおもむろに口を開いた。

「まず、そもそもの大前提として、お前は仕事を辞めることに不満はないのか？」

　出された返事は意外なもので、リンジーは虚を突かれた。まさかそんな根本的なところから話し合いになるとは思ってもみなかったからだ。

「女は結婚すれば家に入るものですし」

　当然のように返せば、ユーリは苦笑する。

「まぁ、一般的にはそうだな。多分そうなることをお前の母親が求めているように周りも求めてくるだろう。俺も仕事柄家を空けることもあるし、お前がその間守ってくれると助かる」

「はい。それは承知の上です」

「けどな、一方でお前が仕事を大切に思っているのも知っている。お前がちゃんと納得した形で職場を去るのならいいんだ。でも、そのことで将来的に何かしらの禍根や遺恨が出るという可能性があるというのであれば、しっかりと解決していきたい。お前が心置きなく俺のところに来られるようにしたい。それに時間を要するっていうのであれば、俺はそれでも構わないよ」

「ユーリ様……」

　この人はこういう人だ。いつだってリンジーのことを考えてくれる。

　リンジーが気づきもしなかったことまでも慮ってくれて、そしてこちらが一番いい形を取ってくれるのだ。この仕事馬鹿だと自負している自分でさえ結婚すれば仕事を辞めることは当たり前だと思っていたのに。その優しさが嬉しくないわけがない。

　官服の胸元をギュッと握り締め、もう片方の手でユーリの手を握る。

「私、仕事は好きです。財務省の仕事が大好きですし、今まで学んできたことを最大限に生かすことのできる最高の職場だと思っています。今まで私の一番でした。生き甲斐と言ってもいいくらいに」

　誇りだった。自分の存在証明で唯一の自信でもあった。苦しかったことも思い悩み涙を零したこともあったが、それでも涙を拭いて立ち上がったのは、自分には仕事しかないと思っていたからだ。それだけが自分を自分足らしめるものであると思っていたから。

　けれども今は違う。

　リンジーの拠りところはもう仕事だけではなくなっていた。

「でもそれ以上にユーリ様が好きなんです。好きになってしまった。仕事を辞めることで貴方の側にいることを、妻であることを赦されるのであれば私は構いません」

　迷いはない。幸せな未来がそこにあるのであれば、仕事を辞めるという選択肢は苦しいものでもなかった。それに何も財務省の役人だけが仕事というわけではない。

「これからの私の仕事は、妻としての務めを全うすることです。貴方と温かな家庭を作り、二人で幸せだと笑いあえるような家を守っていくことです。これも素敵な仕事だと思いませんか？」

「……あぁ、そうだな」

　握り締められていたユーリの手に力が込められ、その親指で手の甲を撫でられる。目元がふっと和らぎ、そしてリンジーの額に口づけを落とす。不意打ちのそれにリンジーは驚いたものの、嬉しそうな顔でこちらを見るユーリの姿にぽぅと顔に火が灯る。

　だがここが執務室であることや、いつ誰が来てもおかしくない状況であることを思い出して慌てて平静さを取り繕った。こんな顔をしていれば誰かに見られた時に邪推されてしまうかもしれない。そうなった時に恥ずかしい思いをするのはリンジーだ。

「……ここでそういうのを不意打ちにするのは止めてください」

　いまだに熱い感触が残る額を手で押さえながら抗議をすると、ユーリは楽しそうに笑いながら謝る。

「悪いな。嬉しくてつい」

「嬉しいのであれば、言葉でそう言ってくださるだけで十分です。ここで迂闊なことはなさらないでください」

「ああ、そうだな」

　口ではそうは言うものの、本当にそうだと思っているのか実際のところは怪しい。それとなく顔と顔の距離を近づけてきて、ともすれば顔を動かせばキスができるような位置にまで迫ってきている。分かっていない。やはり全然分かっていない。

「ユーリ様、そういうことはなさらないでくださいとたった今言ったはずですが」

　唇がリンジーに到達する前に手でユーリの口元を覆いそれを阻止した。油断も隙もあったものではない。舌の根が乾かぬうちにこうやって『迂闊なこと』をしようとするのだから。

「リンジー」

　ダメだろうか、と伺うような目をユーリが向けてくる。眉尻を下げた殊勝な態度。『ウっ』と心を擽られてしまうが、ここで絆されるわけにはいかないと気を取り直す。ここは仕事場でもうすぐ始業時間で。公私の区別は必要だし、このまま不用意にキスするなどとんでもない。今日はあくまで話をしに来ただけだ。

「ダメです、団長」

　だからわざと『団長』と呼ぶ。今は話す以上のことはできないとはっきりと意志を持って。

　ユーリはそれが面白くないらしい。目を眇めて口を覆っていたリンジーの手をぺろりと舐めてきた。ぬるりという生暖かい感触に驚き手を放すと、逃がすまいとユーリがその手を掴む。

「じゃあ、こっちで」

　唇の代わりにこの手に口づけを。

　そう意地悪く言うユーリはゆっくりと見せつけるようにリンジーの指先や手の甲、手首にまでリップ音を立てながら口づけを落としていく。リンジーはその様を見つめながら全身を真っ赤にし、手を震わせながら動揺を隠せなかった。

「あ、あの……、だん、団長……？」

「ウォルスノー」

「は、はい……」

　薬指の指先にチュッと口づける。その指にはユーリがくれた指輪があって、彼はそれを愛おしそうにしばし見つめた後もう一度、今度は指輪の上に口づけを落とした。

「お前がちゃんと一年後に俺のところに来てくれると約束してくれるのなら、仕事をいつまで続けようとも構わない。お前の好きにしていい。さっきも言ったように俺が望むのは、お前が何も思い残すことなく俺のところに来てくれること。ただそれだけだ」

　何の迷いもなく淀みもなくそう言い切るユーリについつい抱きつきたくなる。先ほど彼が『迂闊なこと』をしたくなる気持ちが今痛いほど分かって、自分から言い出したのにも関わらず身体が疼き出してきた。左手から伝い上るその熱が胸に籠り、それを発散するかのように悩ましい吐息を吐き出す。そしてユーリに掴まれたその手をそっと抜き出した。

　手が熱い。顔も熱い。一瞬でユーリに熱を煽られて、分別が奪われそうになる。

　いつもそうだ。飄々と何食わぬ顔で触れてくるユーリに翻弄されるのはこちらばかり。それに加えて殺し文句のようなこちらが喜ぶ言葉を添えられてしまえば、もうどうしていいか分からなくなる。リンジーの中にある『公私の区別』のラインが曖昧になってしまうのだ。

「……ありがとうございます」

　そのお礼の言葉は掠れていた。ユーリにももうリンジーの中に熱が生まれてきているのが分かっているだろう。にやりと口の端が上がったのが見て取れた。

「では、私はもう仕事に戻ります」

「ウォルスノー」

　ソファーから立ち上がり早々に執務室から出ていこうとすると、ユーリが名を呼びそれを遮る。その声が妙に艶やかで、リンジーの肩がピクリと跳ねた。

「今日、この後ブレアフォン殿と話してどうするか決めてくるんだろう？」

「はい」

「なら、今日の仕事終わりにその結果を聞かせてくれ」

　それは別に日を改めてでも。そう言おうとしたリンジーの口を、ユーリのその灰色の瞳が止める。有無を言わさない力強いその瞳。

「待っている、リンジー」

　本当に話だけで終わってくれるのか。今日の様子を見るにそれは怪しいところだ。

　けれどもリンジーにはそれに頷くしかなかった。指先が熱くて顔が熱くて胸が熱くて。それを鎮めることができるのはユーリだけだと知っているからだ。

　リンジー自身がそれを密かに望んでしまっていると分かっているから、ただ静かに頷くことしかできなかった。







　早速財務省の職場に戻りブレアフォンの元へと向かう。昼に話をしたいので少し時間をもらいたいということを伝えると、『なら、一緒に昼ご飯をいただきながらお話ししようか』と言ってくれた。リンジーもそれに否はない。お昼にブレアフォンの奢おごりでリンジーが昼食を調達し、それを食べながらゆっくり話をすることになった。

　昼休憩開始の瞬間に席を立ち足早に街に出向いて二人分のお昼ご飯を買って帰ると、財務省の職場にはいつも愛妻弁当持参のノールグエストとブレアフォンしか残っていない。あとの皆は官舎内の食堂に行ってしまったのだろう。目論見通りゆっくりと話ができそうな環境ができ上がっていた。

　ブレアフォンのデスクに椅子を持ってきて二人で向き合う。昼食を広げて、口に入れながら少しずつ話をした。ブレアフォンもブレアフォンで、リンジーの話の内容は大方予測ができていたらしく流れはスムーズだった。婚約の報告を受けた時からいつその話がリンジーから切り出されるのだろうかとそわそわしていたのだという。

「うちの優秀な人材を手放すのだから、是非ともダンクレスト団長には君を幸せにしてもらわなくちゃいけないな。後悔させないでくださいと後で釘を刺しておかなくちゃ。うん」

　目尻に皺を刻みながらにこりと笑う彼に、リンジーは照れ笑いを返す。

　ブレアフォンに『優秀な人材』とお世辞でも言ってもらえるのは嬉しい。婚約を喜びつつもリンジーが財務省を去ることを残念そうにする彼の顔に後ろ髪を引かれるような思いをしながらも、話は退職の時期へと移っていった。

「こちらとしては引き継ぎをしっかりしてくれればいつでも、……と言いたいところだけど、実際のところ仕事の進捗状況としてはどうなのかな。確か先日プルミドワール保護施設の資金援助を打ち切られて、新たな資金源を探していたところだったね」

「はい。チャイルドーレン子爵が代替わりの際に財政の見直しをされて、援助を打ち切ることを決定されたようです。何度か足を運んで交渉したのですが、子爵自身が保護施設には否定的な意見を持っておられまして」

　プルミドワール保護施設は生活困難者、特に浮浪者や路上で客引きをする売春婦などの無料の宿泊施設として開かれた場所である。管理運営は国が行っているものの運営資金に関しては半分は国が負担しもう半分は資金援助によって成り立ち、長年マグダリア国の貧困層救済策の一端を担っていた。

　ところが昨年その資金援助の大半を担っていた前チャイルドーレン子爵が亡くなり長男が爵位を引き継ぎ、彼はプルミドワール保護施設への資金援助から撤退することを宣言した。もちろん彼の支援なくして施設運営は立ち行かなくなるために福祉省の担当官が説得に当たっていたがいまだに色のいい返事は貰えていない。おそらくこのまま話を続けても成果は上げられないだろう。それはリンジーだけではなく福祉省の担当官もそしてブレアフォンも薄々感じていたことだった。

「新たな支援者を探そうと思っております。福祉省のクルセイダーさんもその方針で進めるおつもりのようです」

「そうだね。俺もその方がいいと思うよ。うん。どうやら現チャイルドーレン子爵は意志が強く他人に流されない強靭な信念をお持ちの方のようだからね。変わる見込みのないものが変わるのを待つよりも新たな支援者を探した方が建設的ではあるな」

　ほのぼのとした顔で皮肉を込めるブレアフォンの言葉に苦笑しながらも頷く。

　もうどうあってもチャイルドーレン子爵は首を縦には振りそうにない。もともと父親の偽善的な政策に否定的な見方をしているために、直接的な得を何も得ることができない福祉施設への支援はいの一番に切り捨てた。そのことからも彼の意志の強さが窺える。

「目ぼしい人はいるのかい？」

「ある程度は。クルセイダーさんがリストアップしてくださっています。それで福祉省の次官からクルセイダーさんを手伝ってほしいとの打診がありまして。返事は保留にしているのですが、よろしいでしょうか？」

　実は先日クルセイダーと話をした後に福祉省次官に呼ばれて話したところ、福祉省としてはこのまま支援者が出てこない場合は規模の縮小を視野に入れているのだが、どうやらそれに担当官のクルセイダーが待ったをかけている状況だと聞かされた。自分がどうにか支援者を募るのでもう少し待っていてほしいと。一応それに承諾はしたものの、クルセイダーという男は入省三年目の若手で仕事ができないわけではないが押しが弱く、上司の目から見てもいまいち頼りがない。

　なので、財務省と連携を取って話を進めるようにと言ってあるので、彼の手助けをしてくれないかとのことだった。福祉省の方でもそのための人手を割きたいのはやまやまだが、少し難しい状況らしい。それは財務省とて同じことだが、担当官であるリンジーが動いた方が確かに理に適っているし、財政状況を把握している分、手助けもしやすい。上司に許可を得てからお返事をしますと言ってその場は終わった。

「了解。じゃあ、それが解決してから退職という形が一番いいかもね。今新人を育てている最中なので、こちらとしても少し時間をもらえれば嬉しいな」

「はい」

　財務省の人材不足は深刻だ。仕事はきついし残業は当たり前。年末は予算案作成に連日の徹夜を強いられ、つい一年前までは上司の横暴が職員の心身を削っていた。辞めていく人間も少なくなく、せっかく入った新人も部署移動の願いを早々に出して長続きしない。最近新規採用をして人手を増やしたので研修期間を終えたら個々の負担が幾分かは減る予定だ。それまではブレアフォンとしてもリンジーにいてほしいのだろう。リンジーももとよりそのつもりでいた。

「なら、半年後に退職ということで構わないですか？」

「そんな後でもいいの？　ダンクレスト団長が気を揉んだりしない？」

『おや？』と意外そうな顔をブレアフォンが寄越す。花嫁修業のことを思えばもう少し早く退職するべきだろうが、中途半端なことはしたくはない。ユーリもそれを望んではいないはずだ。

「好きなようにと仰おっしゃってくださっています。彼もこちらの事情は十分に理解しているでしょうから」

「それはありがたい」

　今朝もその寛容さや心遣いのありがたさを実感したばかりだ。本当に恵まれていると言ってもいい。

　だからこそリンジーはこの仕事を有終の美で飾りたいと強く願う。自分のため、財務省のため、ユーリのため。そして未来のために。そのためにもまずは退職日を半年後と決めたリンジーに悲鳴を上げて文句を言う母を、どうにか説得させることから始めなければいけないが。




「何だかこんなことを言うのも可笑しな話だけど、娘を嫁に出すような気分だよ。子を持つとこんな感傷的になるのかねぇ。バンギリアム君もあんな平気そうな顔してるけど、どことなく寂しそうだよ。ほら、肩が落ちているように見えない？」

　そう言われて二人でノールグエストを見やれば、椅子の背もたれに体を預けて背伸びをする彼とちょうど目が合った。二人で注目して見ているので何事かとキョトンとした顔をするノールグエストにリンジーは思わず噴き出し、ブレアフォンもクスリと笑う。何故笑わられているのか分からないノールグエストは怪訝な顔をしてこちらに身を乗り出した。

「彼も案外寂しがり屋さんだからね」

「そうですね」

　そうこう言っているうちに当の本人が腰を上げてこちらに向かってくるのが見えた。少しムッとしたような顔をしている。二人で何こそこそ自分の話をしているんだ、と様子を窺いにでも来るのだろう。

　ノールグエストは事前にユーリからプロポーズの件を聞いていたらしく、その日の朝に出勤してきたリンジーに会うなり左手をチェックしてきた。そしてそこに指輪があることを知ると職場内に響き渡るほどの大きな声で『よっしゃあっ!!』と叫んでしまったために、リンジーが皆に報告する前に広く婚約の事実が知れ渡ってしまったという経緯がある。

　反省の言葉とともに聞けたのは、随分と心配していたという言葉。どうやらユーリからプロポーズをするという話を聞いたものの、途中で邪魔が入ってしまい失敗に終わったりまたヘタレてその機会を逃したりするのではないのかとハラハラしていたのだという。彼も彼なりに友人のプロポーズの行方というものを心配していたその朝に、その成功の証拠を見てしまいついつい歓喜の声を上げてしまったとしょぼんと肩を落として弁明をしてくれた。

　リンジーはそれを笑いながら『気にしないでください』と赦し、おそらく同じようなことを後程報告されたユーリも笑って赦したのだろう。何せ彼にはそんなことが些さ細さいなものだと思えるほどの恩があるし、それだけ必死に自分達のことを応援してくれていたのだと知っている。仕事のことでさりげないフォローを入れてくれるのもそうだが、ユーリとの関係に足踏みをしていた時にそっと背中を押してくれたのも彼だ。ユーリもノールグエストにリンジーとのことをなにかと相談をしていたらしい。世話をかけていたことには違いはない。

「ちょっとちょっとお二人さん。俺の顔見て何話してたわけ？　もしかして俺の悪口？」

　そんな寂しがり屋な彼が、二人の婚約を皆でひとしきり喜んだ後に少し涙ぐんでいたのをリンジーは知っている。友人として祝福しながらも、リンジーの先輩として仲間が去ることに一抹の寂しさを感じていたことにも。本人は隠したがっているが存外涙脆い。

「違うよ。ウォルスノーさんがいなくなったらバンギリアム君が寂しくて泣いちゃうんじゃないって話をしていたんだよ」

「勘弁してよブレアフォンさん、それは言わないお約束よぉ。俺は先輩として立派にウォルスノーちゃんを奴のところにお嫁に出すつもりなんですから。キリッとパリッとカッコよく」

　顎の無精髭を撫でつけながら得意気そう言う。いつものように、お調子者っぽく。ぼさぼさの髪もだらしなく着崩した服も相変わらずそのままだが、やる時はしっかりとやる男だ。きっと言葉通り立派に送り出してくれるのだろう。

　ノールグエストはリンジーにとっては財務省での兄のような存在だった。新人だったリンジーの指導をし、一人前に育ててくれた人だった。おそらく財務省を辞めた後でもユーリ繋がりで付き合いはあるだろうが、こうやって毎日顔を突き合わせることはなくなる。

　改めて彼の顔を見てそのことを実感し、そしてじんわりとした寂寥感が広がる。

「バンギリアムさんなら泣いていても様になっていますよ」

「えぇ？　そういうこと言っちゃう？」

　困ったような顔をしながらブレアフォンの隣に立ち彼の肩に肘を置くと、ノールグエストは項垂れた。

「もうさぁ、自分の娘を嫁に送り出すのってこんな気持ちになるんっすかね、ブレアフォンさん」

「あ、それさっき俺も思った」

「あ～……、今ヴィーの父親の気持ちめっちゃ分かるわぁ。親父さんが俺のことを憎々しく思う気持ち痛いほど分かっちゃった。俺も絶対娘の結婚とか無理。ウォルスノーちゃんでさえもこんななのに、娘を他の野郎にやるとか本気で無理」

「父親の苦悩だね。大丈夫だよ、バンギリアム君。君のご息女が嫁ぐまでの十数年の間にしっかりと心構えをしておけば、ダメージは軽く済むよ。うん」

「そんなの無理っすよぉ。俺絶対に心構えとかできないし」

　最近娘が生まれたばかりのノールグエストには耳が痛い話だろう。できることなら考えることすらしたくない話題かもしれない。なにせ彼の娘への溺愛ぶりは皆が呆れるほどのものだ。

　もともと奥さんの惚気も凄かったが最近はそれに拍車がかかった。娘が可愛くて仕方なければ、そんな娘を生んでくれた妻も愛おしくて仕方がない。寝ても覚めても考えるのは家族のことばかりで、話すことも家族のこと。研修を担当している新人に冷めた目で見られても構わず話し続けるその様は、ここ最近での財務省のお馴染みの風景になってしまった。

　そんな彼がリンジーの嫁入り話に、自分の娘が嫁ぐときを思い浮かべて悲しみに暮れても致し方ない話だろう。気の早い話ではあるが。




「んで、ウォルスノーちゃんはいつ辞めてっちゃうの？」

「半年後に」

　先ほどの決定事項をノールグエストに伝えると、彼は複雑そうな顔をしてぼさぼさの髪の毛を掻く。

「半年かぁ……。そっかぁ……。本当にウォルスノーちゃん、ユーリと結婚するんだな。何か分かっているけど実感がないっていうか、この職場にウォルスノーちゃんがいないっていうのが想像できない」

「それだけウォルスノーさんはここに馴染んでいたってことだね。いろいろ頑張ってくれたし。思えば俺が次官になれたのもウォルスノーさんのおかげなんだよなぁ。うん」

　しみじみとブレアフォンに言われた言葉にリンジーは驚いて顔の前で手を振った。自分のおかげだなどととんでもない。そこまで言われるようなことをした覚えもなかった。

「いえ！　それはお二人が事前に長官に陳情なさっていたのが大きいかと。それに騎士団の方々がお膳立てをしてくださっていましたし」

「それを含めて君の功績は大きいということだよ。俺も毎度モルギュストに負けじと食って掛かる君の姿に勇気を貰った人間だ。きっと俺だけじゃない、騎士団の方々もそんな君の姿に思うところは多かったはず」

「俺も逆境に立ち向かうウォルスノーちゃんの凛々しい姿に惚れ惚れしたよ。……ってこんなこと言ってるとユーリに殺されるな」

　もう何と言っていいか分からなかった。胸が詰まって言葉が出てこない。

　ノールグエストを涙脆いと揶揄からかうことはもうできない。リンジーだって最近は少し気を緩めるとすぐに涙が出てきてしまいそうになるし、実際今だって涙を堪えるのに必死だ。

　涙など流してなるものかと思っていた。仕事では特に流してはならないものだと。

　涙は女の武器だが、ともすれば蔑まれる材料にもなり得る。実際昔のリンジーは女だから泣くことで仕事の過失を赦されるのだと馬鹿にされていた。お前の実力などではないのだと。

　だからこそ涙を流すことを自分の中で固く禁じ、どうしても耐えられない時はあの東屋に逃げ込んでいたのだ。

　けれども最近流れる涙は嬉し涙。悔し涙や悲しみの涙を堪える術は培っていても、嬉し涙を止める術は心得てはいなかった。しかもこれは不意に泣きたくなるのだから困ったものだ。それだけ嬉しいことが増えてきたという証拠なのだろうけれども。

「幸せになっておくれ。君もそしてダンクレスト団長もそうなれる力を持っている」

「ユーリの奴、ちょっと頼りないところもあるけどお前を幸せにするって気持ちは確かだし俺もそれは保証する。だからさ、愛想尽かさず一緒にいてやってよ。よろしく頼むな」

「はい、もちろんです。ありがとうございます」

　深々と頭を下げた時にツンと鼻を劈つんざく痛みが走る。リンジーの幸せを祝福する二人の心に触れてもう涙を流すなという方が無理な話だった。

　ほろりと零れ落ちた滴は足元の床に落ち、そして滲んでいく。まるでこの幸せが心に滲みていくかのように。仕事中に涙が落ちることをこんなにも厭わなかったのは初めてのことだった。







　その日は今後のスケジュールをまとめていき、福祉省に赴いてクルセイダーと打ち合わせをしたところでちょうど終業時刻となった。財務省に戻って皆が見える壁際のチェストの上に置かれた時計を見てそろそろかとソワソワした気持ちになった。

　────待ってる、リンジー

　今朝のユーリの言葉を思い出し、こみ上げる劣情をやり過ごすように指で唇を弄ぶ。それでも首の後ろがさわさわと騒ぐような感覚が消えずに爪で唇を引っ掻いた。

　ブレアフォンとの話を報告する。ただそれだけのはずなのに、それだけだと自分に言い聞かせているのにそれでもこの心はさざめく。時計は仕事の終わりを告げているが、それでもここにいる限りはまだ仕事。余計なことは考えないように努める。

　けれどもそれはついぞ徒労に終わった。結局終業時間になってからは仕事になど集中することができずに、ただひたすら無為に時間を過ごしただけだ。人がほとんどいなくなるのを待っていたのはやはり自分の中に疚しい熱があったからに違いはなかった。




　もう外では街灯が煌々と光り、夜の闇が空を塗り潰した頃。双月がぽっかりと浮かぶ蓮はすの池の脇を通り抜け、騎士団本部へと向かった。足取りは重い。

　ようやく執務室の前に辿り着いたころには、辺りに人の気配はなかった。騎士団の人間はもうほとんど帰っているだろうし、夜番もすでに本部入り口の守衛室に待機している。

　けれどもユーリが執務室に残っているのは間違いない。彼はおいそれと自分が言い出した約束を反故にする人間ではないし、扉から明かりが漏れ出ている。きっとなかなかやってこないリンジーを根気強く待ってくれていたのだろう。申し訳ない気持ちが広がる。

　早くこの扉をノックして開けなければ。そうは思えども躊躇いは消えない。

　あんな声であんな風に言われて身構えるなという方が無理な話だ。昼間触れたあの熱い唇がこの手だけではなくいろんなところに触れてくるのではないかと思うと、気恥ずかしさが生まれてくるのだ。そういう状況にも、そういう状況を想像している自分にも。

　ユーリに触れられるのは好きだ。普段仕事で会えない分そういう触れ合いは大事だと思っているし、リンジー自身もユーリに触れたいとも思う。ここが職場でなかったら、と思ったことは一度や二度の話ではない。

　最初にユーリと睦み合ったのもここ執務室だ。だから尚のこと意識してしまう。

　今朝もそうだ。リンジーの中の火種にあっという間にユーリは薪をくべて、あの時の既視感に飲み込まれそうになった。服を脱がす武骨な手、うなじを這う舌、高ぶる熱に踊らされるリンジーを射抜く灰色の瞳。胎に入る彼の熱さや圧迫感。そして全てを奪われたあのキス。あの夜のユーリをいつでも思い出すことができる。一度植え付けられた熱を消そうとしても簡単には消せやしない。

　このまま熱を持て余したまま中に入ってしまってはいけないと感じどうしたものかと悩んでいたところに、突然目の前の扉が開いた。そして、その中からユーリが顔を出す。

「やっぱりいた。足音が聞こえてきたから来たのかと思ったけど、なかなか中に入ってこないから心配した」

「すみません」

「どうした？　何かあったのか？」

「いえ、何かあったわけではないです。ただ、その、……考え事をしていて」

　まさかユーリとの情事を思い出して戸惑っていたなどと言えるはずがない。悟られないように取り繕ったその顔は仕事用のもので、ユーリの眉が怪訝そうに寄せられたのが分かった。

「とにかく中に入れ」

　そう促されて取られた手は熱い。それにドクっと心臓が跳ねてぞわぞわと背筋が震えた。

　────拙い。思い出に引きずられ過ぎている。

　いつもはユーリが座っている椅子に座らせられた時、衝立の向こうのソファーが見えて耳まで真っ赤に染まった。何かにつけてあの時の情事を思い出してしまう自分がふしだらになったかのような気がして何だか落ち着かない。

「それで、ブレアフォン殿と話した結果どうなった？」

　執務机に腰をかけてこちらを見下ろすユーリは早速話を切り出した。ハッとして気を取り直すとリンジーは居い住ずまいを正して今日の話を一つひとつ丁寧にする。ついでにノールグエストの言葉を伝えると『あいつ……』と苦々しい顔をしながらも口元が笑っていた。

「それで退職は半年後か。お前はそれで異存はないんだな？」

「はい。それだけ時間があれば引き継ぎもできますし、今抱えている案件も片付くと思います。それと同時に空いた時間は花嫁修業や結婚式の準備などに充てれば、そちらの方もある程度は進められるかと」

　おそらく母はリンジーの半年後の退職に納得はしないだろう。入省を決めた時のように泣き出すかもしれない。そのために両立することを約束して妥協させるしか手はなかった。スケジュールとしてはかなりハードにはなるが、それでも円滑にことを進めるのに必要ならばリンジーは努力を惜しむつもりはない。

「それはキツ過ぎないか？　無理はするな」

「無理ではありません。今やるべきことをするだけです」

「それはそうだが……。お前はすぐに無理をするから心配だよ」

「無理をするのはお互い様ですよ」

　深い溜息を落とすユーリに笑って返す。忙しいのはお互いさまで、ユーリも休み少なく働いている。先日のシャロンの結婚式の時にようやく休みを取ることができたのだと疲れた様子で教えてくれた。

　ある一件でサンドリオンの団長であるシュゼットが退団をし、その代わりに団長に据えられたのがマグダリア国の第三皇子で、それが団内部に反発を招いた。サンドリオンの中にはすでに次期団長とされていた人物がいたのだが、年老いてから生まれた息子に甘い国王が無理矢理それを退けて団長にしたのだから当然の話だ。ネイウスの団長である王弟ガルフィールドは兄の暴挙に腹を立て我儘を言う甥を冷遇し、サンドリオンの団員はストライキを起こす始末。その板挟みにあったのは他でもないユーリだった。

　あの皇子を団長から引きずり降ろさないと退団もしくはグロウスノアに移籍すると喚くサンドリオンの団員を宥め、怒り心頭のガルフィールドと叔父と仲直りしたい皇子との橋渡しをし、それと同時に通常業務をこなす。忙しいの一言では済まされない状況だった。心労も重なっただろう。

　あの時本気でユーリが倒れてしまうのではないかと心配したが、目の下に隈を作りながらも彼は『大丈夫だ』と言って気丈に振る舞っていた。あの姿を知っているだけにユーリに『無理はするな』と言われると『どちらが』と返したくなる。

　疲れるとすぐに喉にくるリンジーは甘露飴を手放せない。それはユーリとて同じことだ。何かのお守りかのようにいつも懐に甘露飴を忍ばせている。

「それで、なんですが」

　そう言葉を区切ってその先を言い淀む。ユーリもその先のセリフが何か分かっているのだろう。少し残念そうに眉尻を落とした。

「退職まで、ユーリ様と個人的に会う時間はおそらく取ることができないかと……」

　もちろんそれはリンジーだって寂しい。ただでさえ会う時間は限られているのにそれを無くすことにするなど考えるだけで苦しくなる。本当は嫌だ。

　けれどもどう考えてもスケジュールはいっぱいでやることはたくさんある。よしんば時間を作れたとしてもそれがユーリとの休暇と合うことは少ないだろうし、彼も彼で以前ほどではないがいまだに忙しさは続いている。できることならゆっくりと身体を休めてほしい。ユーリの負担にだけはなりたくはない。

「……そうか」

　一拍置いて返されたユーリの声も少し暗かった。やはり彼も寂しがってくれているのだと思うと胸が切なく疼く。

　半年。それは意外にも長い。今のリンジーにはそれを『たかが半年』と捉えることができずに、ただその長さに心が沈み込む。

「寂しくなりますね」

　だからか無意識に自分の気持ちを素直に吐露してしまっていた。ポロリと落とすように。自分から言い出したのにも関わらず何て勝手な言い草だろうと気がつき咄嗟に謝ろうとしたが、その前にユーリの手が頭の上に置かれて優しく撫でてきた。

「俺も寂しい」

　切なげな言葉を贈りながら。




　例えば、とこういう時に考える。

　例えばこういう時、他の女性ならばどうしただろう。この寂しいという気持ちを、寂しさを埋めるかのように触れ合いたいと思う気持ちを伝えるとしたらどのような言葉や仕草で伝えるのだろうか。

　母だったら？　マリアベルだったら？　シャロンだったら？

　きっとリンジーより上手く伝えることができたのかもしれない。素直に言葉にして相手を求めることができたのかもしれない。時折それが酷く羨ましく、そしてまた自分の不ふ甲が斐いなさを感じる。経験値やスキルのなさは承知の上でだ。

　だからリンジーはその頭を撫でるユーリの手を取った。

　そしてその手を自分の顔の目の前まで持ってきて、指先にそっと口付ける。今朝、ユーリが自分にしてくれたように。言葉にできない想いを伝えるかのように。

　それでも指先だけでは足りずに手の甲や手首にまでそれが及ぶと、張り詰めた息を吐き出すような音が聞こえてきた。そっと視線を上げると、そこには口を真一文字に引き結び眉間に皺を寄せながら頬を赤く染めているユーリがいる。

「す、すみません。お嫌でしたか？」

「嫌じゃない。嫌なわけがない。……ただ、まさかお前がこういうことをしてくれるとは思っていなくてな。驚いたし素直に嬉しい」

　真っ赤な顔で真面目な顔をして。リンジーの突飛な行動に内心驚いているのかもしれない。そんな彼の表情にリンジーもまた驚き、そして顔を赤らめた。

「あの、私……、その、突然ごめんなさい。ただ、会えなくなると思うと寂しくて、こう気持ちが溢れたと言いますか、さ、触りたかったと言いますか」

「うん」

　拙い言葉を連ねるリンジーに、ユーリは逆に手を取り口元へと持っていき、想いを返すように指に口付けてきた。今朝の再現だ。

「俺も寂しい。寂しくてさみしくて仕方がないよ。できることならこうやってずっと側にいて触れ合っていたい」

　その言葉が今の二人の全てだ。『寂しい。離れたくない』。ただそれだけの想いが駆け巡り支配をする。今までもそんな頻繁に会える方ではなかったが、今回は本当に会う機会がないことが分かるからその想いは一層のこと二人の間に降り積もり埋め尽くす。

『会えない時間が二人のお互いを愛する気持ちを育み、そして更に盛り上げるのよ』と先日母が恋愛小説の受け売りで話してくれた。そういうものなのかとその時は納得したが、ユーリと話した今は全くその言葉を素直に受け入れることができない。会うことを我慢できるかすら怪しい。そんな余裕は今の自分の何処にも見当たらなかった。

「今朝もキスを拒まれたからな。尚更寂しくて仕方がない」

「そ、それは……」

　意地悪く言われた言葉にグッと言葉が詰まる。あれは仕事前で場所も執務室で条件としては芳しくなくて。言い訳はいろいろ頭の中に浮かんだが言うことはできなかった。ただ揶揄われただけだと今のユーリの顔から分かったからだ。拗ねるようにむっつりと黙り込み、ねめつける。そんな態度のリンジーを見てユーリはクスリと笑った。

「それで？　もう仕事は終わり。場所は執務室と微妙なところだが、もうほとんどの人が帰って誰もここを訪れることはない。そんな状況だが俺はまだお預けを食らわされるのか？」

　掴んでいた手を引っ張り椅子からリンジーを立たせると、腰に手を回し抱き締めてくる。身体が密着しユーリの体温を直接感じ取った時、どこか安堵に似たものがじんわりと溢れてきた。ユーリの匂いと感触と温もりと。全てが心地よくてその全てにホッとする。

　ユーリとこうやって肌を寄せ合ったのはプロポーズされた日以来だ。そんな遠い日のことではないのにも関わらず、自分の心も身体もユーリに飢えていたような気がする。もっともっとと求めている。

「俺はもっとお前に触れたいんだが、まだダメ？」

　耳元で囁かれるとその気持ちがさらに強くなった。リンジーの弱点の一つである耳にユーリの低い声を直接吹き込まれてしまうとたちまち理性が揺らいでしまう。それをユーリも知っているからわざとそうしているのだろう。

　この人のこういうところ、狡い。

　耐えるようにユーリの団服の背中の部分をぎゅっと握り締めた。

「……ここじゃ、ダメです」

「どうして？　誰も来ない、もう」

「そういう問題じゃないです」

「じゃあ、どういう問題？」

「ここは職場であって、そういうことをする場所では……」

「すでにここで一度そういうことしているのに？」

　それを言ってくれるな、と泣きたくなった。先ほどからずっと思い出さないようにしている事実をはっきりと言われてしまうともうリンジーに反論の術はない。

　確かにもうすでに、しかも最初の時にこの執務室で睦み合ってしまっている。なので今更リンジーが場所をどうこうと言っても全くもって説得力に欠けてしまうのだ。

「けど悪いな」

「え？」

　そう言うや否や、リンジーの身体は机の上に押し倒される。

　くるりと回る視界に目の前にあるユーリの顔、その奥に見える天井。一気に自分の状況が分かる光景にリンジーは戸惑いとそして胸の高鳴りを覚えた。

「俺はもう待てそうにないんだ、リンジー」

　噛み付くようにされたキスに抵抗の言葉は飲み込まれ、口の中に押し込まれた舌にたちまち翻弄される。

　ずっと朝から待っていたのだろう。痺れを切らした彼はもう『紳士な団長』の仮面は脱ぎ捨てていた。




「ゆ、ゆぅ、ユーリ様！」

「ん？　なんだ？」

　首筋を舌でなぞり時折唇で食みながら、右手は服の上から胸を揉みしだく。官服のジャケットの釦は外されブラウスもユーリの手によって徐々にはだけられていき、気がつけば素肌が曝されていた。

　彼にしてはその動きは性急で言葉通りもう本当に『待て』が聞かない状態なのだと知る。そんなに求められていることは嬉しいが、今は焦りの方が大きかった。

　こんな仕事場で不埒なことをしていると他の誰かに知られたら。そう思うと気が気ではない。鍵はかけただろうか、それが気になって首を反らして頭上の扉の方を見やった。けれどもここからでは鍵がどういう状態なのかよく見えず、その焦りが大きくなる。

「あの、鍵を！　鍵をかけたか覚えていないのですが、確かめてきてもよろしいですか？」

「俺より鍵の方が気になるか」

　胸元に埋めていた顔を上げたユーリが拗ねたかのように言う。『そういうことではない』と弁明しようとしたが再び視界が反転したためにその声は上げられなかった。

「なら、あの扉が開いたりしないかお前が見張っているといい」

　先ほどまで仰向けになっていた身体は逆向きになり、足を床につけられる。机と向き合うような体勢になり咄嗟に手で上体を支えていた。机の上に置かれた左手の上にユーリの左手が重ねられ、背中にユーリの身体が重なる。そしてうなじにチュッとキスを落とされると、一気に体温が上がり心臓がバクバクと早鐘を打った。

　鍵も気になるが、今は既視感に眩暈を起こしそうになる。

　後ろから抱き込まれるようにして与えられる愛撫、捕らえられた左手、目の前にある執務室の扉。これがあの夜会の夜の再現だと気がついて、リンジーの気持ちはどうしようもなく高ぶった。

「あ、嘘、これって……、あっ……、んぁっ」

　戸惑うリンジーをよそにユーリの愛撫は続けられる。彼の右手は割り開くようにブラウスの中に入ってきて柔らかな胸の丸みを弄んだ。ユーリの手の中でその動きに合わせて乳房は形を変え、そしてその頂も次第に刺激を受けて尖っていく。

「ひぃあっ！　……あぁっ」
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　キュッと指で搾られれば自分でも思った以上の艶やかな声で啼いた。もっと啼けと言わんばかりにユーリの指は頂をくりくりと捏こね、爪で軽く引っ掻く。苛められ弄ばれる胸の頂はもう痛いくらいに尖っていて、与えられる快感を逐一敏感に拾ってくる。最初に抱かれた時はここまで胸は敏感ではなかったはずなのに、ユーリに快感を教え込まれ何度も弄られているうちに少しの刺激でも感じてしまう卑猥な箇所になった。下腹部だって従順に疼き潤い始める。

　あの夜会の夜の時の初々しい自分はいない。ユーリに抱かれる喜びで啼くこの身体は、もう性に開花した女のものだった。

「ほら、ちゃんと目を開けておかないと扉が開くかどうか分からなくなるぞ」

「ふぅっ、あ、んんっ、あ……、あンっ」

　耳を食まれ背中にゾクゾクと快感が流れた。『扉』と言われてそのことを思い出すが、すぐにまたビクビクと身体が震えてそれどころではなくなる。じんわりと視界が潤いだしいよいよ鍵が今どうなっているか分からなくなってきた。

　もうリンジーができることは、この嬌声が外に漏れないようにすることだけだ。荒く息を吐く口を右手で覆い必死に声を堪えた。

　けれどもユーリの責めは容赦ない。唇の愛撫は耳からうなじへとリンジーが一等感じる部分を重点的に繰り返してくるし、その手は胸から腰へと滑っていき尻にまで及ぶ。本当にこのまま最後までしてしまうつもりなのかと戸惑っていると、下着の中に手が入ってきた。

「あの夜を思い出さないか？　リンジー」

　そう問われてぎゅっと目を閉じた。思い出さないわけがない。先ほどから意識をし過ぎて頭がおかしくなりそうだ。

　それはユーリも同じで、敢えて同じようなシチュエーションでリンジーを抱こうとしている。ずっと重ねられている左手もきっとそのためだ。

「残念ながら俺はまだうろ覚えな部分があるんだ。例えばあの時もお前はそうやって声を堪えていたのかとか、怖がったりしていなかったのかとか」

「……っ！　ふぅ、ん……、んん……っ」

　太腿の付け根を何度か往復した指は線をなぞるように奥へと伸びていき、秘裂を割り開く。服の中からでもくちゅりとそこが濡れた音が聞こえてきた。水気を帯びたそこがユーリの指を穢していく。

　溢れ出る愛液を掬い上げるように動かした後、ユーリはその濡れた指で塗り込むように陰核を弄り出した。愛液の助けを借りたその指先は滑るようにそこを刺激し、時折苛めるように摘まむ。二本の指でキュッと摘ままれると、一瞬頭の中が白くなるような強烈な快感が襲ってくる。その度にガタガタと机が揺れた。

「……本当、今でも悔やむよ。何でちゃんと覚えていないんだって」

　吐息と共に聞こえてきた少し低い声は後悔の声。それにリンジーは左手の小指を、重ねられたユーリの小指に絡めて答えた。彼がそのことをどれだけ悔やんでいるか知っている。ユーリは今まで幾度となく懺悔の言葉を口にしてきて、そしてリンジーとの約束通りそんな自分自身を赦す努力をしてきたしリンジーもまたその姿を隣で見てきた。

　今ではこうやって恋仲になり婚約までしたが、それでも完全になかったことになどできないのだろう。こうやって再現することで彼の中のわだかまりを少しでも無くそうとしているのかもしれない。

　できるだけ息を整えて口を覆っていたこの手を外す。肩口に乗せられたその顔に頬を寄せ、彼の心を慰めるようにすり寄せた。

「わ、たし……、あの夜も、あっ……！　声が、出るのが恥ずかしくて、外に聞こえたらどうしようって、気になって、手で、……んっ、お、抑えていたんです。結局ユーリ様に、『声を出せ』って……、責められて、我慢できずに……」

　おもむろにその時のことを話すとユーリは指の動きを止め、顔を少し傾けてこちらを見やる。彼の灰色の瞳は揺れていて、大きく開けられていた。

　あの時は初めてのことで戸惑って、激情に流されて。リンジーだって仔細に覚えているかと言えばそうでもない。現状にいっぱいいっぱいでその記憶も霞がかっている部分もある。それでもユーリが知りたいというのであれば自分の言葉の限りを尽くして伝えよう。

「それに、最初は確かに怖かったですが、……けれども貴方のものになるという幸せには勝るものはなかったです」

　彼の心が軽くなるのであれば、慰めになるのであれば。

　最初の時を大切にしたかったユーリの気持ちも痛いほど分かるが、過去はもう変えられない。思い出せないのも仕方がない。

　きっとそういう運命だった。それを乗り越えて築くものだったのだ、二人の愛は。

　胸を張ってそう言うと、ユーリの顔が感極まったかのように崩れる。それを隠すようにリンジーの肩に顔を埋めるとユーリは左手を腰に回し、ギュッと抱き締めてきた。

「……俺も幸せだ。お前とこうやっていられるのって、凄い幸せ」

　くぐもった声、肩に当たる湿った息。彼が今どんな表情をしているか見ることはできないが、きっとその言葉の通りの顔をしているのだろう。リンジーはそんな彼の様子に微笑んで、またその頭に頬をすり寄せた。

「もう少しマシな形で最初にお前を抱きたかったし、そのせいで傷つけたことはいまだに自分でも腹立たしい。でも、今お前が俺のものになって幸せだって言ってくれることに無上の幸せを感じるよ」

　隙間なくぴったりとくっついて互いの体温を直接肌で感じること。言葉や行動で自分の気持ちを伝え、相手もまた同じように返してくれること。思いやる心が決して無駄にならない関係でいられること。側にいて心地よさを感じること。繋いだ手が解かれないこと。『愛している』という言葉を相手に素直に伝えられること。そんな二人で育む幸せがここにある。ささやかだがその一つひとつが愛おしい。

「私もユーリ様のものになれて、ユーリ様が私のものになって。凄く幸せです」

　きっと『あなたと一緒にいられて幸せ』という言葉を言えることも幸せの一つなのだろう。結婚したらもっとその幸せが増えていく。

「だから、私頑張ります。ユーリ様に会えないのは寂しいですけど、でもその先に貴方と一緒にいられる幸せが待っているから」

「ああ、そうだな。俺もお前を思って半年この寂しさを耐えるよ」

　腕の力が強まり、苦しいほどに抱き締められる。今は絶対に離れたくないとでも言うように。

　しばらくしてユーリは顔を上げ、リンジーの方に寄せてきた。それに気づいたリンジーも顔を後ろの方に持っていき応える。

　チュッと啄ついばむようなキスを一度。見つめ合い微笑み合った後で更にもう一度。三回目にキスをした時は深いものに変わっていった。舌で歯列をなぞられ上顎を舐ねぶられて、一度は鎮まった高ぶりがあっという間に追い詰められた。

「んんっ……！」

　下着と一緒に服を下されあられもない姿にさせられた後、下肢に忍ばせてあった指の愛撫も再開される。膣の中に指が二本入れられてやわやわと入り口を揉み解すように動かされ、まだ潤いが残っていたそこから卑猥な水音が聞こえてきた。

「あぁ……っ、はぁ、んっ、ンンっ！」

　十分に潤いが戻ると指は更に奥の方へと潜り込む。腰に回されていた左手は胸を鷲掴みして激しく揉んでいた。後ろから切羽詰まったような荒い息遣いが聞こえてきて、ユーリも興奮が頂点に達していることを知る。

　────欲しい、もっと奥に。

　指だけでは足りず、もっと奥まで突いてほしいと身体が疼き出す。ユーリの指を締め付ける隘路は、もうすでに知ってしまった快感を求めるようにはしたなく蠢動を繰り返していた。

「ユーリ様ぁ」

　欲しい、ユーリが。欲しくて欲しくて堪らない。

　寂しさを感じないようにユーリでいっぱいに埋めてほしい。隙間などできないほどに、もう溢れてしまうほどに。何でも刻み付けてほしい。リンジーはユーリのもので、ユーリもリンジーのものであると。片時も忘れぬように、奥の方まで。

　切なく啼くその声で求めれば、ユーリは『くっ』と呻き声を上げて、ズボンの前を寛くつろげて己の屹立を取り出し一気にリンジーを貫いた。

「あぁっ！」

　その衝撃に目の前が眩む。指よりも質量があるものがずっと欲しくて疼いていた奥の方まで突いてきて、室内に響くほどの喘ぎ声が口から洩れた。

「声、聞こえたらまずいんだろう？」

「ふぅ、うっ、うむぅ……っ」

　声が外に漏れないようにユーリの指が口の中に入れられる。おかげで声は抑えられたが、その代わりに彼の指が器用に口内で動いて感じるところを擦ってくるので、上の口も下の口も同時に責められることになってしまった。抉るような屹立の動きに思わず歯を立ててもユーリは指を抜いてはくれず、さらに煽るようにその動きを激しくしてくる。だんだんと腕が震えてきて身体を支えきれず、ついに机の上に突っ伏してしまった。その拍子にユーリの指は口から外れてしまい、また自分の手で口を覆うことで堪え切れない喘ぎ声を押し込む。

　ユーリは両手で腰を掴み、今度こそ容赦なくリンジーの胎を突いてきた。肌と肌がぶつかる音に、ぐちゅ、ぐちゅ、という濡れた音、そしてガタガタと音を立てる机。これではせっかくリンジーが声を堪えている意味がないと言いたくなるほどの情交の音が耳を刺激し、それがまたリンジーの快感を煽った。

「……んんっ！　ンンンっ」

　団長執務室の机の上で官服を着たまま後ろから犯される。何て恐れ多く背徳的なのだろう。今までの自分だったなら、こんなこと赦しはしなかった。

　けれどもダメだダメだと思いながらも、『今だけは』と願ってしまう。仕事時間外であることや他に誰もいないということ、しばらく会えなくなることを免罪符に、ユーリと繋がることを止めることはできなかった。

「んんっ！　うぅーっ！」

　律動が速まり吐精を促すようにリンジーの子宮を突く。その少し強引な動きにだんだんと胎に快感が溜まっていき、きゅんと切ないほどに疼いた。

　身体が揺さぶられ、胸の頂が机の上を掠かすめる。その感触すら気持ちがよくて喘ぐことを止められない。声を我慢することよって更に感覚が敏感になっているような気がする。もう高みは目の前だった。

「あぁ、リンジー……、気持ちよ過ぎて、もうイくっ」

　自分も同じだと何度も首を縦に振る。

　腰に甘い痺れが走った後身体がビクン、ビクンと痙攣をし、ユーリの屹立の熱さを感じながら絶頂した。その時のリンジーのきつい締め付けにユーリも我慢ができず、膣から屹立を引き抜くと尻に精を吐き出した。

　何度かに分けて最後まで出し終えるとユーリは汗で張り付いた前髪をかき上げ、リンジーの背中に抱き着いてきた。ふんわりとした酩めい酊てい感の中、温かな感触に包まれる。

「リンジー、愛している」

「私も、愛しています、ユーリ様」

　机の上に投げ出されていた左手をギュッと握られ、耳たぶにキスを落とされた。余韻が残る身体は浅ましくもその感触を快感に変えてリンジーを喜ばせる。

「仕事、無理するなよ。辛くなったらちゃんと休め」

「……はい」

「それと忘れないでくれ、俺がいるということを。いつだってお前の支えになることを」

　握り締められた左手の薬指に光るデフタネト。ユーリの言葉を誓うかのように、ランプの淡い光に照らされて煌めき瞬いた。
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「い、いやぁ……、本当にすみません。ウォルスノーさんのお手を煩わせるようなことになってしまって」

「いえ、そんなことはございません」

　支援者募集の行脚のための打ち合わせに福祉省を訪れると、長躯のはずのクルセイダーが机の前で身体を小さくして重い溜息を吐いていた。

　鋭い眼をおどおどとさせながらリンジーを出迎えてくれた彼は、上背が高く三白眼と鷲鼻のせいで容姿は強面に見えるが、その心は福祉省次官が言う通り繊細だ。緊張でもしているのだろうか。打ち合わせに入る前から額に汗を滲ませていた。

　話を聞くに支援者候補をリストアップしたのはいいものの、口下手な自分がどのようにして金持ち相手に口説き落としていいか分からず悶々としていたらしい。リンジーが、一緒に説得に回ることを正式に上司に許可をもらったので手伝うと伝えると、彼は少し口元を引き攣かせていた。そして少し青白い顔で自分の机の隣に椅子を引っ張ってきてリンジーを座らせた。

「とりあえずはこれが僕がリストアップした支援者候補の一覧です。他の施設へ支援してくださっている方、慈善事業に意欲的だと評判の方、後は僕が個人的にお会いして支援してくれそうだなと思った方の名前を挙げています」

　渡された資料にざっと目を通すとそこには二十人程度の名前が載っており、それは多岐にわたっていた。有名どころもいれば名前を聞いたこともない人もいる。ここから順当にアポイントを取って本人と会い、そして説得しなければならない。果たしていったいどのくらいで決着がつくだろうかとリンジーは考えた。できることなら春前までには目途をつけたい。

「クルセイダーさんから見て一番見込みのありそうな方は誰ですか？　できることなら優先順位を付けていただきたいのですが」

「そ、そうですね……、やはり一番はキルシャー伯爵でしょうか。彼はいくつかの施設支援をしていますし、人格者だと聞いています」

　そう言いながらリストの六番目の名前にペンで印をつけていく。その後彼は何人か名前を出してはリストに印をつけて、優先順位をある程度まで決めていった。二人でそれを見ながら唸る。

「目標は年間六百万ディエールの資金援助です。今まではチャイルドーレン子爵がその全てを出してくださっていましたが、何人かに拠出していただけるようにしましょう。その方が手を引かれた時の痛手は少なくて済みますし、資金的なハードルが低い分、支援者も募りやすいかと」

「となると、支援者は五人ほどでどうでしょう」

「一人百二十万ディエールですね」

　リンジーのアイディアにクルセイダーはウンウンと頷くと、それもリストに書き込んだ。

「これで大丈夫か上司に確認してみます」

「はい。お願いしますね」

　大まかな方針を決めたところで、クルセイダーは安堵の息を吐いた。けれどもその顔は依然険しさが残っている。まだ懸念すべきことがあるのだろうかと聞いてみると、彼は声を落として心苦しそうに話してくれた。

「実はチャイルドーレン子爵が手を引くことが決定した時に、次官が保護施設の縮小も視野に入れろと言っていたんです。多分、次官としてはそちらの方がいいと考えているんでしょうね。……なので、三み月つきで成果が出せなければ縮小する方向で行くと言われているんです。だ、だから、もしかして、僕の力及ばずで、……ウォルスノーさんに無駄足を踏ませてしまうかも、しれなくて」

　こちらの顔色を窺うクルセイダーは脅えているようにも見える。そんなこと気にしなくてもいいのにと、彼の気遣いをくすぐったく思いながら『気遣いは無用です』と言った。

「ある程度の事情は次官から聞いております。それに無駄足にしなければいいのです」

「は、はい」

　悲しい話だが保護施設にいい感情を持っている人間はさほど多くはない。よって支援を申し出る人間も少ないのが現実だ。前チャイルドーレン子爵が今まで支援をしてくれていなければ、プルミドワール保護施設はここまで維持できてはいなかった。人気がないのは以前からのことで、現国王がそこまで福祉事業に力を入れていない今、資金難を理由に縮小しても問題はないだろうと次官は踏んでいるのかもしれない。

　けれども実際は需要が大きく供給が追い着いていない。浮浪者や売春婦の数は減ることはないが、施設の人手や物資不足は深刻でそのせいで上手く回せていないのが現状だった。そこからまた縮小したら現場がどうなるかなど実際それを目にしていない人間は興味がないのだろう。職員の新規採用の稟りん議ぎ書しょも碌に協議されずに却下されているという施設長の話も、そこが原因であると考える。

「が、頑張ります。無駄足にならないように。僕はあそこがどんな場所か知っている。どんな人達が利用し、どんな生活を送っているかも。職員がどんな風に手を差し伸べて、また彼らを外に送り出す手助けをしているのかも知っています」

　一言で『浮浪者や売春婦が集まる施設』と言えば顔を顰める人間はいるが、けれども実態を知っている人間は少ない。保護施設はただ無為に泊めているだけではないのだ。病気で働けないというのなら係り付けの医者が診察したうえで、施設で静養をしてもらうし、足を洗いたいが働き口がないという人には仕事を紹介することもある。時折虐待を受けて逃げてきた子供の逃げ場所になることもある。そのおかげでまともな生活を送れるようになった利用者も多い。

「だから施設を必要としてくれる人達がいる限り、僕は諦めずにやります。ちゃんと支援者を集めて恙つつがなく施設が運営できるようにするつもりです」

　そういう人達を目の当たりにしてきたクルセイダーにとって、プルミドワール保護施設は決して簡単に切り捨てられるものではない。金がないから縮小と安易な手を取れるような軽い存在ではなくなっているのだろう。その気持ちはリンジーも同調するところが多く、大きく頷く。

「ウォルスノーさん！　よ、よろしくお願いいたします！」

「はい。こちらこそよろしくお願いいたします」

　差し出された手に握手を返すと、強い力で握られブンブンと上下に振られた。先ほどまで大きな体を小さくして戦々恐々と震えていた男はもうどこにもいなかった。




　クルセイダーは先方へのアポイントを取り付け、リンジーは支援候補者への説明の補足資料の作成をすると、各々に役割を当てさっそく動き出した。こういう資料を作ることは比較的得意なリンジーの筆は軽快だ。すらすらと書けていく。資金援助をすることによって生じるメリット、デメリット。もちろんメリットが目立つように書き、読み手に分かりやすくかつ興味を持ってもらえるようにする。あくまでこれは補足資料にすぎないので、実際はクルセイダーの弁が肝になるだろう。彼もそれを自覚しているからこそ必死になる。

　さっそく最初の約束を取り付けたと報告があったのはそれから二日後。まずは予定通りキルシャー伯爵からだった。




　キルシャー家は領地内のルベルージ鉱山から採れる鉱物で財を成した一族だ。そこから採れる鉱物は良質なものが多く、国内で重宝されているだけではなく諸外国への輸出品としても望まれることが多い。特に鉄鉱石などは新興国が挙こぞって欲しがる。そのおかげでキルシャー家がマグダリア国にもたらした利益は大きく国王にも覚えめでたい。

　そんなキルシャーの王都での邸宅は、一目でその財力の凄さを目の当たりにさせられるほどに瀟しょう洒しゃで大きかった。クルセイダーの話では十年近く前に国有地を買い取り、新たに建てた屋敷らしい。最近の建築様式を惜しみなく注ぎ込んだ傑作がこれであるとも言っていた。

　ところが見た目の豪勢さに反して、屋敷の中はスマートで、よくありがちな富の象徴とも言わんばかりの派手な飾りなどは少なかった。逆にあっさりし過ぎて物足りないと感じるくらいだ。

　その屋敷の主人であるキルシャー伯爵は少し田舎訛なまりのある白髪交じりの豪然たる男だった。随分と前に鉱山で起こった事故に巻き込まれて左足を負傷した彼は杖をつきながら二人が待つサロンへとやって来て、顔を合わせるなり丁寧に挨拶をしてくれた。

「わざわざこんなところまで来てもらって悪いねぇ」

　ニカリと皺を作って笑うその姿は親しみやすく、隣でクルセイダーが肩の力を抜いたのが分かった。リンジーも同じように緊張が解れていく。

　まずは代表してクルセイダーが自己紹介をして時間を取ってくれたことへのお礼を言った後に、本題へと移った。彼が話し始めると同時にリンジーはキルシャー伯爵に作った資料を渡す。

　あれだけ心配していたクルセイダーの弁舌だが、見事なものだった。どうやら本番に強いタイプらしい。少し押しが弱ところが気になるが、理路整然と話し、特にポイントとなる部分は丁寧に言葉を砕いて話す。その間キルシャー伯爵は資料に目を通しながら、時折質問を交えながら最後まで耳を傾けてくれた。リンジーはその表情から旗色を窺おうとしたが、残念ながらその釣り上がった眉がいったいどんな意味を持つかは分からなかった。

　そしてクルセイダーが話を終えると、キルシャー伯爵は資料をテーブルの上に置いて思い悩むようにして天を仰ぐ。反らされた顎を見ながら待つ時間は緊張し続け、顔を元に戻しこちらを見据えられた時にはじんわりと手に汗を握っていた。

　そして一言、キルシャー伯爵は言う。

「俺は無駄だと思うものには金は出さねぇ主義だ」

　厳しい声で言われたそれはどちらとも取れる言葉だった。これだけではプルミドワール保護施設が無駄であると判断されたかどうかは分からない。クルセイダーが動揺の色を隠せないまま説得の抗弁に入る。

「決して無駄ということはありません。国としての貧困層の救済策は昔から続けられていますし、そういう受け皿はいつの時代だって必要とされるものです。確かに一見実りのないものに見えるかもしれませんが、国としてはただそれだけで彼らを打ち捨てるわけにはいかないんです」

「国としての方針は俺も知ってんよ。お前さん達が仕事として来ているのも分かるが、杓子定規に国がこういうことをやってんだからそれに協力してくれってだけ言われてもなぁ。俺としては『ふーん、そうかい』で終わることなんだよ。俺の心が動かん」

「ですが、伯爵様は他のところには出資されているじゃないですか！　図書館や治療院とかにも」

　腰を浮かせて声を大きくするクルセイダーを、キルシャー伯爵はじぃっと値踏みをするかのように見つめた。その鋭い視線にクルセイダーは力を無くし、また静かに椅子に腰を下ろした。

「だからこっちにも援助しろってか。そりゃあ都合よすぎやしねぇか？　俺は他のことでも十分に国に貢献してるぞ」

　溜息混じりにそう言われて、クルセイダーは唇を噛む。

　リンジーもここは手助けをすべきかそれともクルセイダーに任せてことを見守るべきか迷っていると、キルシャー伯爵は人差し指を一本出してニヤリと笑った。

「一つ。一つでいいから俺が資金を出してやってもいいと思えるような理由を上げろ。それが納得できるものだったら支援してやる」

　二人でその言葉にハッとして喜色満面になる。

「ただし、よく考えて言えよ。チャンスは一度きりだ。何故そこを存続させたいか、お前の言葉で聞かせろ」

　プレッシャーをかけるかのように付け加えられた言葉に、クルセイダーの三白眼の瞳は揺れた。

　たった一言で最初の足掛かりができるかが決まる。ここでキルシャー伯爵の援助を得ることができれば他の候補者にもアピールをしやすいのが分かっているからこそ、慎重にその言葉を選んでいるようだった。

　それを横目で見ていてなるほどとリンジーは納得した。あれだけ緊張をしていたのは、事前に準備をされていたことならばそれほど淀みもなくことを進められるが、突発的なことには弱いという自分の弱点を理解していたかららしい。明らかにクルセイダーの顔色が変わってきている。そろそろキルシャーが痺れを切らしそうになる頃、リンジーは助け舟を出した。

「クルセイダーさん。私に先日話してくださったことがありますでしょう？　あの時の言葉が貴方の想いなのではないのですか？」

　彼が語った熱い想いには偽りはなかった。本心から出た言葉であるし、施設存続を本気で願っていることには違いない。それをありのままキルシャー伯爵にぶつければいい。敢えてキルシャー伯爵が『お前の言葉で』と言ったのは、事務的な言葉ではなくクルセイダー自身の考えを聞きたいのだろうから。

　こちらを見開いた目で見やるクルセイダーはごくりと音が聞こえるほど大きく息を飲む。そして少し俯き加減に顔を翳らせると、どこか決意めいた目をして再度息を飲んで、そして吐き出した。

　その様子を側で見ていたキルシャー伯爵の口元が上がったような気がした。

「ぼ、僕は、性善説を信じたい人間です。生まれながらの悪人がいないように、生まれながら賤しく怠惰な人間はいないと思うんです。貧困層と呼ばれる人間が働けない理由も、売春婦として通りに立って客引きする理由もそれぞれあって、その誰しもが救済の手を伸ばされてもいいはずだ。僕はこの国が上位の人間だけが優遇されるところではないと信じたい。僕はそうであってほしいと願い、またそうあるために働く人間です。だから、プルミドワール保護施設の維持は僕の理想のひとつなんです。そのために伯爵様にはご助力を願いたいのです！」

　拳を握って顔を真っ赤にするクルセイダーは鼻息を荒く力説する。途中で立ち上がり感情の赴くままに言葉を紡ぐその姿は、まさに勇士。理想に突き進み戦う剣闘士だ。剣を筆に変え、盾は口先に。リンジー達役人の戦い方である。

「僕の母もまた、父からの暴力に耐えかねて保護施設に逃げた人間です。母が父から離れて立ち直る姿を間近で見てきたからこそ、僕はその必要性を強く感じる。誰しも人生順風満帆とはいかない時もある中、立ち直る手助けができる人間でありたい」

　明らかにされた彼の生い立ちは原動力だった。想いは一ひと入しおだろう。

　誰しもが口を閉ざす中、ただクルセイダーの息遣いだけが聞こえてきた。そして我に返ったのか静かに隣に座る。

　たった一度のチャンスを勢いのままに使ってしまったが、彼の言葉でその想いを十分伝えられたはずだ。あとはそれをキルシャー伯爵がどう取るのか。リンジーはただキルシャー伯爵の口が開くのを静かに待った。

「あい、分かった！」

　瞳をカッと開かれ膝を手で打って立ち上がったキルシャー伯爵は、テーブルに立てかけられていた杖を手に取り扉に向かって歩き出す。二人も慌てて立ち上がりどうしたものかと戸惑っていると、キルシャー伯爵は『行くぞ！』と快活に声をかけてきた。

「お前に納得されてやる。だから俺を施設に案内せぇ。俺は実地経験主義だ。金を出すならちゃんと現場を見ておきたい」

「は、はいっ」

　望んでいた返事を貰い、しかも実際に施設を見てくれるほどの意欲を持ってくれたキルシャー伯爵の姿に二人で微笑みながら喜んだ。手荷物をまとめて慌ててその後を着いていく。

　足の不自由なキルシャー伯爵の咄嗟の事態に備えて隣に立ったクルセイダーは、『ありがとうございます』と何度も頭を下げてお礼を繰り返す。そんな彼の姿を横目に見たキルシャー伯爵は唐突に肩に手を回し、顔を近づけてニヤリと歯を剥き出しにして笑った。

「俺は役人が好きではなくてなぁ。特にことなかれ主義の自分の意見も碌に言えないような奴が嫌いだ。施設に金を出すのはやぶさかではないが、俺も人を選ぶ。お前が俺の嫌いな役人野郎だったら追い返したが……」

　そう言ってクルセイダーの胸に拳を突き、

「この中の熱い想いはなかなかのものだった。お前みたいな奴なら俺は一緒に仕事をしてやってもいい」

　彼を認める言葉を贈った。

　それにクルセイダーは照れ臭そうにしながら『はいっ』と元気よく頷くと、キルシャー伯爵もまたそれに応えるようにその目の前にあった頭をくしゃくしゃにした。

「最初っから小難しい言葉を並べずにそうはっきりと自分の気持ちを言やぁよかったんだよ。俺は国じゃなく人と仕事をしてぇ男だ」

　クルセイダーはキルシャー伯爵を人格者と言っていた。彼がそう評されるのは人との繋がりに一番重きを置き、大切にする人だからなのだろう。気難しい気質もあるようだが懐に一度入れれば途端に垣根は低くなり、情に篤い。クルセイダー自身を気に入りそして彼の願いはキルシャー伯爵にとって応える価値のあるものだと評価された。これ以上の誉れがあるだろうか。

　リンジーはひとまずよかったと胸を撫で下ろし、保護施設に向かうために馬車へと乗り込んだ。




　実際に現場を見たキルシャー伯爵から運営に関しての改善点の指摘や要望があったが、資金援助の確約は取り付けることになった。年間二百四十万ディエール。こちらの提案よりも多めの出資額だったが、キルシャー伯爵自身が『俺が一番口出しできるように金を多く出す』と言ってきかなかった。だが、そのおかげで初っ端から約三分の一の資金援助を得ることができたのだ。

　この幸先のいいスタートで波に乗った二人は次もこの勢いで支援者を集めていこうと意気込んだが、そうは問屋が卸さなかった。二人目以降交渉が難航して色よい返事がもらえなくなっていたのだ。

　キルシャー伯爵ほどの豪胆な人間は保護施設に付き纏うイメージを気にしたりはしていなかったが、やはりそこに難色を示す人間は多かった。『下賤』『汚らわしい』『犯罪の温床』。口々に言うそのイメージはどれもいいものではない。それに対してこちらは言葉を尽くしてイメージの転換を図るが、一度根付いてしまった先入観をこそげ取ることは難しい。結局は素気無く断られ、一か月後にはリストの半分は名前が消えてしまっていた。




　今日も成果を上げられずに家路に着くことになったリンジーの落胆は大きい。明日ようやく休みを取ることができたが、気持ちよく休日を謳歌できるような状態ではなかった。もっとも、明日は母と一緒にマダム・レヴォンのお店に行ってウェディングドレスの打ち合わせがあるので、もともとゆっくりとは休めないのだが。

　独身寮の自分の部屋へと帰って、フラフラとした足取りでリビングへと向かう。おもむろに官服のジャケットを脱いでハンガーに掛けようとしたところで、不意に壁に掛けられているものに注意が向いた。

　リンジーの部屋の壁をもう一年以上も飾っているそれは、ユーリの外套だ。あの夜会の夜に拝借してから今日まで返しそびれてそのまま手元に残っている。

　このまま貰っておくなどそんな厚かましいことは考えてはいないが、言い訳をすれば返すタイミングがなかったのだとしか言わざるを得ない。

　ユーリの方から外套がなくなったという話を切り出されたことはなかったので、単に酔っ払ってどこかに無くしたものだとしか考えていないのかもしれない。あの夜のことはあまり口に出すことはなかったし、過去よりも未来を見てほしいと願ったためにリンジーもそのことに関しては口数少なくいた。そんな中、わざわざ外套を引っ張り出してきてユーリを追い詰めることはしたくはなかったのだ。何故リンジーがユーリの外套を持っているのかを説明するには、必ずあの話に触れなければいけなかったから。

　と、もっともらしいことを理由の筆頭として持ってきているが、本音を言えばリンジーが手離し難くなっているというただそれだけのことだ。

　この外套はリンジーにとっては慰めで癒しだった。

　例えばこんな仕事がうまくいかなくて落ち込んだ日、ユーリに会えない日が続いて恋しくなった時、なんともない日だってこの外套を抱き締めてこの疲れた心を癒し寂しさを埋めていた。

　外套に顔を埋めて深く息を吸うと、ユーリの香りがする気がする。実際はもうユーリの匂いなどとうの昔に消えてしまっているが、それでもその残滓を探して追い求めては彼を身近に感じるのだ。たったこれだけでユーリに包まれているような気分になれるのだから自分でも凄く単純なものだと思う。けれども弱った心にはこれは効果抜群の栄養剤で、その心地よさが一種の快楽のようにリンジーを虜にする。中毒症状みたいなものだ。何度良心の呵責を覚えてユーリに返そうと思っても結局手元から放すことができないのは、リンジーの中でユーリへの依存心が芽生えたからに他ならない。

　ずっと一人で踏ん張って立っていた自分の拠りどころが増えた。かと言って以前より自分が弱くなったとは思わない。ユーリやこの外套はいつだってリンジーを次の日へと奮い立たせる。

　だからこそ今日も今日とて外套に手を伸ばし、この腕の中に抱き締める。顔を埋めて身体の奥から溢れ出る安堵感を噛み締めるのだ。

（会いたいな……）

　もちろんこんなことをしているとその想いは募る。癒され満足感をひと時は得られるが、そのピークが過ぎ去ると一抹の寂寥感を覚えるのは確かだ。瞳を閉じてあの柔らかな灰色の瞳やアッシュグリーンの髪の毛、剣だこのできた武骨な大きい手、低くて少し甘みのあるあの声を思い出し、また外套を強く抱きしめる。

　会えないのは辛い。けれどもそれはユーリとて同じだし、自分で決めたことだ。忙しい中互いが互いの負担にならないように、ちゃんと仕事に集中できるようにと配慮した結果だ。そう決めてからまだ一か月しかたっていないし、退職まではまだまだ先は長い。頑張った先に待つものを思い浮かべて日々孤軍奮闘するしかないのだ。

　退職をしてユーリと久しぶりに会った時に、思い切り甘えてもいいだろうか。そんなちょっとした期待がある。

　会って抱き締めて、素直に『寂しかった』『ずっと会いたかった』と言葉にして。頭だって撫でてもらいたい。できることなら長い間ユーリの腕の中にいたい。会えなかった時を埋めるように、もう離れたくないとでも言うように。そんなの自分らしくないし照れ臭さはあるけれど、その時ばかりは自分の気持ちに素直になろう。思う存分甘えてご褒美を貰うのだ。

　そう心に決めつつ外套を抱き締めながらベッドに倒れこむ。こんな高価そうな外套を皺にしてはいけないと気を付けつつも、よくよく見るとあちこち皺ができてしまっている。返す時は丹念にアイロンをかけてもらってからじゃないといけないだろう。

（ごめんなさい、ユーリ様）
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　ちゃんと返すのでもうしばらく外套を貸してほしい。心の中で詫びる。

　まだ手放す決心がつかない。ユーリに会えない間この外套がリンジーの心の支えになってしまっていて、それがなかなか難しい状況だ。

　何度もごめんなさいと謝りながら、そのたびにユーリの顔を思い浮かべる。

　今日も疲れた。支援者集めどうしよう。明後日また肩を落として落ち込んでいるクルセイダーを元気づけるためにどんな言葉をかけよう。ユーリは元気だろうか。無理はしていないだろうか。体調を崩したりしていないだろうか。

　考えることや憂いは次々と溢れ出てきた。退職してユーリに会えるその時までそれはずっと続いていくのだろう。

　────その時まで、会えるその日まで。

　リンジーはその日を夢見て目を閉じた。







　疲れが溜まってしまったのかそれとも気が抜けてしまったのか、次の日の朝、起きた時には随分と日が昇っていた。いつもの起床時間よりだいぶ遅い。それでも母親との約束の時間には十分間に合う時間帯だったので、リンジーはゆっくりと朝を過ごした。

　迎えの馬車がやってきた時にはもうすでに準備は万端で、リンジーの姿を見た母はにこりと笑った。その様子から今日の気合の入れようはすでに窺える。そんな母の足元には大きな袋が鎮座しており、それを避けるようにして隣に腰を落ち着けた。

　マダム・レヴォンの店に着くまで、母はまるで無邪気にはしゃぎ回る少女のように話し続けた。マダム・レヴォンが手がけたドレスはどこの誰が着たものが有名だとか、どこの貴族の御用達だとか。その中にシャロンの名前も聞こえてきて、あの結婚式のドレスもマダム・レヴォンが作ったものだと知る。

　その他、流行りのラインは何だとか飾りはどれがいいだとか、果ては話は会場の飾りつけまでに及ぶ。結婚式についてあれやこれやと枚挙にいとまがない様子で話す母の姿を見ながら、リンジーの心は浮上していった。あの鈴鳴花の音色が自分のために鳴ると思うと、それだけで感慨深い。

　案外母だけでなく自分もはしゃいでいるのだと気がついた。




　マダム・レヴォンは言葉や所作は丁寧ながらも、少し神経質そうな人だった。何か気に入らない言葉ややる気のない返事が出ると、眉尻をピクリと跳ね上げる癖がある。

　リンジーがマダム・レヴォンに『どんなドレスがいいですか？』と最初に聞かれた時に、『ドレスのことはよく分からないので』と申し訳ない気持ちで言ったらその癖が出たのだ。だが、その後出てきた言葉は丁寧で、そんな面倒な客にも懇切丁寧にファッション事情を話してくれた。

　ところが、リンジーが『できることならそんなに派手にしたくはないのですが』と告げると、その時ばかりは眉の跳ね具合が今までにないくらいに大きなものだった。

「ダンクレスト様との挙式ですから、ある程度見栄えの良さを重視した方がいいでしょう」

　ぴしゃりと言われた言葉に、母も賛同した。

　結婚式にはダンクレスト家と所縁のある貴族はもちろんのこと、騎士団の人間も来るだろうしあのガルフィールドも『絶対に出る！』と今から表明していた。参加者はダンクレスト家だけではなく、ウォルスノー家の方も多くなる見込みだ。友人も招くがウォルスノー商会関係の人間も招待しなければいけないのだから、あまりに地味にするとうちの商売が苦しいんじゃないかと疑われると母に言われるともう頷くしかなかった。つまりは結婚式にはその家の見栄というものが現れるのだと。

　そこから母とマダム・レヴォンの暴走は止まらない。

　各ラインのドレスを一通り着せられ鏡や二人の目の前でくるくると回り、生地やレース、ビジューなども見せてもらう。採寸まで済ませると、まだ時間があるので家でゆっくりと話し合って次回にその結果を聞かせてほしいと言われて、ようやく解放された。

　激しい動きをしたわけでもなし頭をフル回転させたわけでもないのだが、帰途に着く馬車に乗り込んだ時どっと疲れが押し寄せた。小窓から茜が差し、もういい時間であると知る。やはり休みは休みにならなかったと、少し残念に思いながら壁に身を寄せた。

「ねぇねぇ、そういえば聞いていなかったけれど、貴女退職する日は決めたの？」

　ドレスで頭がいっぱいになっていた母はようやくその話に考えが至ったらしい。できることなら避けたかった話題を今更ながらに出されて、リンジーは『うっ』と言葉を詰まらせた。これから母が怒ることを考えたら気が重い。

「上司と話し合ってね。今は人手不足で新人を育てている最中だし、私も私で一つ大きな案件を持っているからすぐには止められない状況なの」

　言葉を選び母の顔を窺いながらとりあえず前置きをしておく。『それは知っているわよ』と言いたげに母の目は瞬いた。

「それで、その、一応……、半年後ってことになって」

　そう恐る恐る告げると、案の定母は顔を顰めてむっつりと黙り込む。『拙いなぁ』と思いながら次の言葉を探していると、母はわざとらしい重い溜息を吐いた。

「やっぱりね。やっぱりそうなると思ったのよ」

　少し遠い目をして窓の外を見る母から出てきたのは意外にも諦めの言葉。てっきり泣きながら嘆かれるかと思ったのに、予想外の反応に逆にリンジーの方が戸惑った。

「ギルちゃんにね、話をしたら、『今日明日で辞められるほどリンジーの仕事は楽ではない』って怒られちゃって」

「え？　兄さんが？」

　あの滅法母に弱い兄が母に怒った？　俄にわかに信じられない気持ちで驚く。

　きっと相当喚きながら話しただろうに、そんな母を相手に強気な言葉を言うだなんて虫の居所でも悪かったのだろうかと心配をした。ところがそれは杞憂だったらしい。母は顔を擽ったそうなものに変えて笑いながら話してくれた。

「ギルちゃんはやっぱりあの人にそっくりよねぇ。仕事のことになると途端に厳しくなっちゃうの。妹の仕事でもそれは変わらないのよ。『ちゃんと最後までやり切らせろ』って言われて、きっとあの人も同じこと言うだろうって思ったら泣けてきてね」

「……そう、そうなの」

　兄は口では何だかんだと厳しいことを言うが、全てはリンジーを案じてのことだった。理解者であり、かつ厳しいことも敢えて言ってくれるありがたい存在だ。

　きっとリンジーの仕事に対する姿勢を理解し、共感してくれていたのかもしれない。リンジーの仕事を早く辞めさせなければと意気込む母相手に説き伏せるのは骨だっただろう。兄の、父に似た不器用な愛情にリンジーは心の中で感謝した。

「だからリンジーの好きなようにさせようと思って」

「ありがとう、お母さん」

「でもね！　お仕事している間もちゃんとやることはしてもらいますからね！　両立できそうにないのなら今すぐ辞めてもらうんだから！」

　一応理解は示したもののどこか諦めきれない母の最後の忠告というものだろか。頬を膨らませて少女のような幼い仕草を取る母は、そう言ってツンとそっぽを向いた。

　リンジーは『分かっている』と苦笑する。なんだかんだ言いながらもリンジーのことを案じていることもちゃんと分かっていた。

「じゃあまずはドレスの打ち合わせを優先させましょう。そうなると貴女のお休みがいつになるか分からないもの。ちなみに聞くけれど、次のお休みはいつなの？」

「今のところ十五日後」

「ほらね。いつ貴女の身体が空くか分からないから、時間のかかるものからやっていかなきゃ」

　呆れたかのように言う母の視線が痛かった。確かに母の言う通り次の休みが半月後であればその方が効率は良い。花嫁修業は最悪残り半年で詰め込むことはできるが、ドレスのような、人の手がかかりかつ時間を要するものはある程度の余裕が必要だ。

「だから！　はい！　これ！」

　そう言って母が取り出したのは一冊の分厚い本。受け取って表題を見ればそれはマナー本だった。

「リンジーは昔から本は得意でしょう？　仕事の合間にこれを読んでおけば少しずつでも花嫁修業を進められるのではないかしら。暗記は得意よね？」

「おかげさまで」

「なら、まずはここから。もう少し余裕ができたら他のことも徐々に始めていきましょう。貴女今はそんなに余裕がなさそうだから」

「え？」

　唐突に言われた母の指摘にリンジーは咄嗟に顔に手を当てた。ペタペタと触って狼狽する。そんなに顔に出ていただろうか。今朝鏡で確認した時は然程疲れた感じには見えなかったが。

「お母さんは分かっちゃうんだからね！　その肌荒れ、隠しているようだけどうっすらと見える目の下の隈、ちょっと髪の毛もパサついているわ。貴女は隠すのが上手いけどそういう疲れとかは如実に表れているものよ。そして最近忙しさにかまけてお手入れを怠っていることもね」

　そこまで言われてしまうと白旗を上げざるを得なかった。確かに今朝化粧のノリは悪かったし、髪も艶を欠いて毛先が広がってきている。お手入れを怠っていると言われれば反論の余地すらないほどそうだと言ってもいい。何せ最近家に帰ってきて食事も碌に取らずお風呂に入ったら雪崩れ込むようにしてベッドに向かっていたのだから。この乾燥する時期に何一つ顔に塗り込まないのはやはり女性として拙いことだと反省した。少しは気にかけようと。

「だからこれ！　それとこれも！」

　そう言って母が取り出したのは化粧品だった。美容クリームやボディクリーム、香油、美容にいい果物や疲れを取ると謳う怪しい飲み物を渡され腕の中がいっぱいになった。なるほど、足元の大きい袋はこのためかと合点がいく。母にはもう何もかもお見通しだったのだと。

　結局リンジー一人ではそれらを持って帰ることは難しく、馭者に部屋まで持って行ってもらった。その後母は『お手入れ頑張るのよ』と言って颯爽と帰っていく。

　部屋に帰った後早速化粧を落として、もらった美容クリームを肌に塗って馴染ませた。肌がジンとするような感覚がして、思っていた以上に肌荒れが進んでいたことを知る。母の優しさや労りが肌に直接滲み込んでいくような気がした。







　次の日の朝起きた時は随分とすっきりとした目覚めだった。

　起き抜けに顔を触っていつもと違うもちついた感触に満足し、昨夜香油を塗ってお手入れした髪の櫛通りがいいことに気持ちが盛り上がる。朝食は貰った果物をデザートとして食べて、いざ出勤とばかりに足取り軽く官舎へと向かった。

　本日のスケジュールを確認し、今日もクルセイダーと一緒に支援者候補との面会が朝一番に入っていることを確認し、その後福祉省へと赴いた。

　道すがら、クルセイダーの気持ちが少しでも切り替わっていたらといいなと願う。一昨日最後に見た姿は次から次へと候補者に断られ落胆し憔悴しきった姿。ともすれば風に吹かれて消え入りそうなほどに儚い雰囲気を醸し出していた。

　もしかするとまた机の上で身体を小さくしているのかもしれない。というのも、最初のキルシャー伯爵の時に得られたはずの自信が削げ落とされ、すっかり喪失してしまっているのだ。気持ちは分からなくもない。一昨日などは叩き出されるようにして候補者の屋敷から出てきたのだから。

　けれどもそこは気持ちを切り替えて次に目を向けるのが仕事だ。過去の失敗を反省することはすれども引きずるようなことはしない。帰り際に『次に目を向けましょう』と声掛けはしたが、果たして彼に届いているかは不明だった。

　ユーリやノールグエストならばもう少し上手く言えただろうかと考える。今まで励まされる側だったために逆に人を励ますという難しさを知り、改めてあの二人の凄さを知る。ああいう言葉がすらすらと淀みもなく出てきてしまうのだから感服ものだ。今まで贈られてきたその励ましの言葉の数々を思い浮かべながら少しは見習おうと自身を顧みる。そうこう考えているうちにあっという間に福祉省に着いてしまった。




　中に入り真っ先にクルセイダーの机へと視線を向けると、案の定身体を小さくして肩を落としている姿が見える。その背中は哀愁が漂っていて、福祉省の職員も気の毒そうな目で彼を遠巻きに見ていた。

「クルセイダーさん」

　リンジーが声をかけると、大袈裟なほどにその肩が跳ねあがった。恐る恐るといった様子で振り向いたその顔は顔面蒼白で、三白眼の目が見開かれ睨み付けられているようにも見える。けれども彼の目の奥に見えるのは恐れだ。リンジーが来ることを酷く恐れているようにも見えた。

「おはようございます、クルセイダーさん」

「……お、おはようございます」

　努めて和やかに挨拶をするも、彼の声は硬い。それどころか見るに堪えないとばかりに顔を反らされてしまった。その様子にどうしたものかと考える。

　おそらくクルセイダーにとってリンジーの存在は助けでもありプレッシャーでもある。

　リンジーはあくまで財務省の人間で金の管理を主体としているのであまりこういうことで表に出たりはしない。そのうえ退職が決まっているのでしゃしゃり出るようなことはあまりよくないとは分かっていたが、福祉省次官の懇願により一緒に候補者を説得に回っている状況だ。

　助けを頼んだにもかかわらず説得が上手くいかないことに焦りと罪悪感を覚えているのだろう。時折『ウォルスノーさんにも来てもらっているのにすみません』という言葉を口にしていた。

「昨日はよく休めましたか？」

　そう気晴らしに聞くと、彼の顔色は一層悪くなる。

「い、いえ、昨日はあまり……」

「そうですか」

　と、そう言ってその先の言葉を考えあぐねた。ここで励ましの言葉の一つでも入れた方がいいだろうか。

「あの、あまり無理はなさらないでくださいね」

　出てきたのはリンジーがよく言われる言葉。一番耳にする言葉が咄嗟に出てくるというのは本当らしい。そういえばユーリに最後にあった時もそう言われたことを思い出す。

「あの、ウォルスノーさんは……」

　クルセイダーの口が躊躇いがちに開かれるが、その先の言葉は出てはこなかった。こちらをちらりと見てまた反らして終わる。何か言いたげなその様子に思うところもあったが、結局は気の利いた言葉がこれ以上見つからず口を閉ざした。

　妙な空気が流れたままクルセイダーとの本日の打ち合わせに入る。その間彼は覇気がなく地に足が着いていないような様子だった。『今日は訪問を取り止めますか？』という言葉が喉まで出かかったが、この約束も彼が苦労して取り付けたものだ。こちらから軽々しく言えるような言葉でもなかった。




　ある程度の打ち合わせを終えた後二人で官舎を出る。あまり打ち合わせが捗らなかったために早々に打ち切ってしまった。そのためか手配していた馬車がまだ用意できておらず、二人で正面門付近で待ちぼうけを食らうことになった。

　そんな中でもやはり空気が和むことはない。クルセイダーは緊張しているのか考え込んでいるのかずっと口を開かないし、リンジーもそんな彼に気を使って沈黙を破ることはしなかった。

　手持ち無沙汰になって不意に辺りを見渡すと、騎士団本部の入り口が視界に入る。午前中の訓練場はグロウスノアが使うのか、次から次へと玄関口から黒い団服を着た人間が出てきて、その中にアッシュグリーンの頭を見つけた。

（あ……）

　途端に重苦しかった心が浮上する。

　ユーリの姿を見たのは執務室で睦み合った日が最後で、ずっと見ていない。ずっと会いたくて会いたくて堪らなかった愛おしい人の姿を見た瞬間、この足が勝手に走り出していきそうになってグッと堪えた。

　ここでユーリのところへ駆けていったら不謹慎極まりないし、今あの声で温かな言葉をかけられてしまったら張り詰めているこの心が弾けてしまうかもしれない。何より今辛い思いをしているのはクルセイダーで、ただでさえ意気消沈している彼の前で浮かれた様子など見せられるわけがなかった。

　ただ遠目にその姿を眺めるだけ。もどかしい思いがするが、それでもユーリの姿を久しぶりに見られたというだけで嬉しかった。ほんわりと温かなものが胸に広がる。

　よかった、見た目には元気そうだと安心をした。もっと間近で見ないことには本当のところは分からないだろうが、それでもその足取りに弱々しいところは見えないし表情も悪くない。噂に聞くにようやくサンドリオン内部が落ち着きを見せているとのことだったので、ユーリの心労も軽くなってきているのかもしれない。

　ユーリも頑張っている。自分も負けじと頑張らねば。

　会いに行きたいこの思いをしまい込み、心に残った澱よどみをすべて無くすように大きく息を吐いた。

　それがいけなかったらしい。息を吐く音を聞いた瞬間、クルセイダーはバッとこちらを振り返り睨み付けてきた。その只ならぬ様子にリンジーも驚き目を見開く。

「うぉ、ウォルスノーさんは、僕の事、情けない奴だと思っているんでしょうね」

　涙目ながらも沸々とした怒りを湛えた彼の鋭い目に、リンジーは『しまった』と己の失敗を悔いた。

　特にそういうことを意図したものではなかったが、それでも彼にとって今ここで溜息を吐かれるということは我慢ができないものだったのだろう。余りにも不用意過ぎた。彼がそう捉えても致し方のないものだった。

「すみません、クルセイダーさん。そういうことではないんです」

「ではどういう意味の溜息なんですか？」

「それは……」

　どう言えばいいのか悩む。ユーリの姿を見て会いたくなったこの気持ちを切り替えるために吐いた息だったなど言えるはずがない。言ったら火に油を注ぐような気がして下手に口を開くことはできなかった。

「ほら、やっぱり。最初が上手くいったからって調子に乗って。そのくせその後、成果を上げられない僕に苛立っているのでしょう？　こんな面倒なこと引き受けなければよかったって後悔しているんでしょう？」

「違いますよ！　クルセイダーさんは頑張っているじゃないですか！　その姿を見て後悔するなんてあり得ません！」

「どうだか。実際は心の中で呆れているんじゃないですか？」

「違います！　……そんな、呆れるなんてことは」

　クルセイダーの頑張りは側で見てきたリンジーが一番分かっているつもりだ。上手くいかないことに落ち込みもがく苦しみも、自分も経験してきたから痛いほどに分かる。心配することはあっても呆れたり後悔したりすることなど決してない。共に頑張り支えになりたいとも思っている。

　けれどもそんな気持ちはクルセイダーに伝わりはしなかった。彼はリンジーの姿すら見ずに、この言葉も拒絶してそっぽを向いて跳ねつける。その心を閉ざした姿にリンジーは焦りを覚えた。

　だが、クルセイダーの次の言葉にリンジーの思考は凍結した。

「ウォルスノーさんはいつもそうやって冷めた目で僕を見るじゃないですか。冷めた目で、冷めた表情で僕を見る。それが僕にはとても耐えられない。そんな風に見られるなら無能だと吐き捨てられる方がまだマシだ」

　ヒュッと音を立てて喉から空気が漏れた。それは声にならなかった弁明の言葉だったかもしれない。

　まだ春になり切らない冷たい風が吹いて、二人の間をすり抜ける。リンジーの黒髪が舞い上がって視界が遮られ、次にその視界が明瞭になった時に見えたのはこちらを真っ直ぐに見据えるクルセイダーの強い視線だった。

「噂は本当だった。……貴女と仕事をしてみて初めて分かりました」

　それは蔑みにも似た言葉だった。その強い視線に込められたのも同じものだ。

　少し遠くから馬の蹄の音と車輪のガタガタと回る音が聞こえてきて、手配していた馬車が目の前に止まる。それにクルセイダーは躊躇いもなく乗り込んだ。

「今日は僕一人で行きます」

　そう突き放すように言う彼は、無情にもリンジーの返事を聞くことなく目の前で馬車の扉を閉める。虚しいほどに響いたその音は、ほどなく動き始めた馬車の音に掻き消された。




　その場に立ち尽くしたリンジーは唇を噛み締めた。

　分かっている。ちゃんと理解できているのだ。今のクルセイダーは仕事が上手くいかずに焦りや苛立ちを感じて気が立っているだけだと。そんな時にリンジーが不用意なことをして刺激してしまっただけなのだと。

　けれども酷く心が痛かった。

『冷たい』とか『冷徹女』なんて言葉はもう言われ慣れていたはずなのに、最近聞かなかったせいか自分が周りからどう見られているかすっかり忘れていた。

　いまだに仕事中の鉄面皮は健在だ。一度癖になってしまったものを引っぺがすのは難しく、リンジーが意図せずとも仕事になるとその鉄仮面を被っていた。それは他人からの悪意を跳ねのけるに多分に力を発揮したものだし自分の気持ちを押し隠すのにも必要なもので、もはや仕事におけるお守りみたいなものだった。

　けれどもまさかその態度が彼の心を傷つけていたとは露にも思わず途方に暮れる。プレッシャーに感じていたのはリンジーの存在だけでなく、その態度や視線だったとは。繊細な彼にとってはそんな視線に晒されるたびにガリガリと神経をこそげ取られるような心地だったのだろう。

（……どうしよう）

　ユーリの姿を見られたことに浮かれてクルセイダーの心を傷つけた。いや、もっと前から傷付けていたのだ。知らぬうちに。

　弁明、いやあの怒りで血が上った彼の頭を冷やさなければいけない。あの状態で候補者のところへ行っても到底まともに相手を口説き落とせるとは思えないし、何より彼自身のことが心配だ。きっと今回一人で行ってまた失敗でもすればそれこそ彼の自尊心はズタズタだ。

　────けれども

　そうは思えども足が動かなかった。

　馬車を早急に用意してクルセイダーを追いかけていったら、また彼は烈火のごとく怒るかもしれない。ますますこの関係が拗れてしまうかもしれない。

　そう思うと怖くて何もできずに、ただ足元にある石畳を見つめながらじっと耐えるしかなかった。




　財務省の職場に帰って自分の机に着くと、ブレアフォンが『おや？』という顔をしてこちらを見たので、報告をした。もちろん些細なことで仲なか違たがいをしたなどとは言えないので、今日はクルセイダーの見知っている人のところへ行くので一人で大丈夫だと言われたと伝える。そう言えばブレアフォンも納得するし、リンジーはあくまで補佐なので主であるクルセイダーがそう言うのであれば何も言うことはできなかった。

　机に戻って、他の福祉施設に関する事務処理を淡々と行った。無心に、ただひたすら手を動かすように。

　そうでもしなければ、あの時のクルセイダーの顔が浮かんできて辛い。この身が引き裂かれるような気がしてただただ苦しくなりそうだった。

　それを打ち払うように没頭した仕事は皮肉にも捗った。お昼もそこそこにしてやっていたので明日予定していた分まで半分終わらせてしまっていた。終業時間になってようやくその手を止めて本日の仕事の成果である書類の山を見ると複雑な気分になる。グッと寄りそうな眉根を堪えて、一つ小さく溜息を落とした。

　そういえばお昼にノールグエストからお裾分けを貰ったことを思い出して机の上を探す。潰れてしまわないようにとペンなどを置いてあるスペースに隔離されていたそれは、彼の奥さん手作りのクッキーだった。

『俺の奥さんが作ったの。甘くて美味しくて疲れも吹っ飛ぶよ』

　そう言って半ば強引に渡されたそのクッキーは綺麗に包装されていて、奥さんのその丁寧さと真心が知れる。時折奥さん自慢のためなのか自分が食べるものとは別に包まれたお菓子などを他の人に振る舞う時があるので、よく彼の奥さんが作ったお菓子を口にする機会があった。彼の言う通りいつも甘くて美味しい。ありがたく頂戴することにした。

　クッキーを口に含むとバターの芳醇な香りがして、噛むと途端に甘みが口の中に広がる。ノールグエストの好みに合わせて作られたものなのか甘みが強く作られたそれは、確かに疲れを癒したような気がした。クッキーの甘味が凝り固まった身体を解していっているような感じだ。

　その感覚に浸りながら黙々と咀嚼をしていると、不意にあの東屋に行きたくなった。騎士団担当から外れて足が遠のいてしまっていたからか、今無性に行きたい。

　クッキーを食べ終わった後おもむろに立ち上がり、渡り廊下目指して歩いていた。




　人通りの少ないその渡り廊下はいつも静寂が支配している。聞こえてくるものといえば遠くで騎士団の団員が訓練をしている声くらいなものだ。それもほとんど囀さえずり程度にしか聞こえないので、雑音が煩わしくなった時とか何かを考えたい時、そして落ち込んだ時などにはうってつけの場所だった。所謂リンジーの秘密の場所だ。

　そう思っていたのだが、東屋の柱の陰から爪先が見えて足が止まる。

　まさか、自分以外にもこの場所を使う人がいるなんて。東屋に予期せぬ先客がいるのを見て酷く驚いた。

　先客がいるなら致し方ない、と踵を返そうとした時、その先客が顔を上げその囲いの上からこちらを覗き込んだ。リンジーはそれにも驚く。

「団長？」

　その先客がまさかユーリだったとは思いもせず。こちらを見てニコリと笑う彼の顔を呆然と見ながら、彼がする手招きに釣られるようにふらふらと東屋へと向かった。

　長椅子に座るユーリを見下ろし、優しい色を湛えるその瞳を覗き込む。それだけでは何故彼がここにいるかなど分かるはずがなかった。

「……何故、ここに？」

「お前が来ると思ったから」

　彼のその言葉に狼狽した。約束などもせずいつ来るかも分からない待ち人を待っていたというのか、彼は。

「お暇なわけではないでしょう？」

　嬉しい。今朝姿を見られただけで舞い上がったのだ、直接会うことができて嬉しくないわけがなかった。ただそれを素直に口にするのが難しいだけで。

「確かに暇ではないな」

　ならばこんなところで油を売ってないで仕事に戻った方がいいのではないか。嬉しい反面心配がリンジーの中で先立って、ついつい笑い混じりに言われたその言葉にムッとする。

「でも、お前に会いたかったんだ」

　それなのにそんなことをさらりと言ってしまうものだから物申す気持ちも急激に萎しぼんでいって、代わりに嬉しさがパンパンになるほどに膨れ上がった。

『私も会いたかった』という言葉を言おうとするも、ユーリの腕が腰に回ってそれが遮られる。そのまま身体を寄せられて腹部に顔をぴたりとくっ付けたユーリは、ギュッとその言葉を体現するかのように強く抱きしめた。

　子供が母親に甘えるようなその行動に、胸の下に見える柔らかなアッシュグリーンの髪の毛に、その髪の毛に埋もれて見えるつむじに、そんな他愛のないことにいつもドキドキさせられる。

　本当、敵わないと思う。いつも苦しくてこの心が折れそうな時に現れるのだから。

　口では『自分が会いたかったから来た』という体を取っているが、その実リンジーが心配でここに来たのかもしれない。『お前が来ると思ったから』という言葉がその意図を指し示しているような気がした。

　今朝リンジーがユーリを見かけたようにユーリもリンジーを見かけていたのだとしたら、クルセイダーとのやり取りを遠目に見られていた可能性はある。声までは聞こえないにしろその様子に不穏なものを感じ取ったのかもしれない。それで心配になってここで待っていたんだとしたら、彼のその心に愛おしさを感じざるを得なかった。

　弱った時に彼の優しさに触れると本当に拙い。堰き止めていたはずの弱音や涙がポロポロと零れ出てしまいそうになる。会えない間心配をかけないようにしたかったのに。『大丈夫です。何も問題ありません』と胸を張って言いたかったのに、そんな強がりなどお見通しだとばかりに彼はこうやって会いに来てくれた。

　思わず目の前の彼の頭を掻き抱く。外套では得られなかった彼の香りが鼻腔を擽って、先ほどの甘味よりも上回る安堵感が身体の中を駆け巡った。

「私も……、私も、会いたかったです」

　今度はちゃんと言えた。素直に、心から。

　髪の毛に指を入れて軽く梳すきながらその感触を堪能する。本物だ、本物のユーリだと、ずっと恋い焦がれていたものがこの手にあることがこんなにも嬉しくて安心できるものだと思わなかった。改めてユーリの存在の大きさを痛いほどに感じた。

「体調は崩したりしていないか？」

　腹の辺りからくぐもった声が聞こえてくる。

「大丈夫です。ちゃんと体調管理はできています」

「そうか。よかった」

　安堵の声にぎゅっと胸が切なくなった。

「ユーリ様はいかがです？　最近は騎士団の方も随分落ち着いてきたと聞きましたが」

「問題ないよ。お前の言う通りサンドリオンも大人しくなってきたから楽になったしな。それに体調でも崩そうものならお前に怒られる。折角会えたのに怒られるのはさすがに遠慮したい」

　そう言ってユーリは笑う。

　そんなの怒るに決まっている。お互いに無理はしないと決めたのだから。リンジーも限界を見極めて無理のない範囲で仕事をしている。

「仕事はどうだ？」

　不意の問いに自然と腕に力が入る。核心を突かれて何と話したらいいか分からなかった。

　言えることならたくさんある。仕事の進捗状況に最初の滑り出しが凄くよかったこと、でもその後なかなか進展を見せないこと。でも、一番に浮かぶのは今朝のクルセイダーのことだ。仕事のパートナーと上手くいかずにどうしたらいいのかと思い悩んでいるという現実。頑張ると、有終の美を飾るのだと言った手前情けない。

　すると口籠るリンジーの言葉を促すように、ユーリは腰に回していた手を背中へと滑らせてゆっくりと撫でる。その温かく大きな手が冷えた心には心地よかった。

「仕事は……」

「うん」

　言い淀んだリンジーに先を促すように聞き返してくる。その声と顔が優しいものだったので、自然と口元が震えて緩んできた。

「仕事、なんですけど……」

「うん」

「初めは上手くいっていたんですけど、次第に、その、……思うようにはいかなくなって」

「うん」

「私、全然無意識だったんですけど、一緒に仕事をしていた人を、……き、傷つけて、しまったようでっ」

　話していくうちに喉がひくついて、次第に声は小さくなった。涙だけは零すまいと意地になって堪える。

　自己憐憫は嫌いだ。己の失敗にただ涙を流すなんてことはしたくはない。そんな暇があるならば打開策を見つけ出したいといつも気持ちを切り替えていた。

　けれども今はただ悲しかった。クルセイダーに誤解されてしまったこと、話しすら聞いてもらえずに突き放されてしまったこと、自分が冷たい女だと思われてしまったこと。自分なりにクルセイダーの助けになるように頑張っていたその時間や思いが踏みにじられたような気がした。彼を責めるつもりはないが、それでもこの心は傷ついていた。

「そうか……。それは辛いな」

　そんな痛む心に、癒し慈しむユーリの温かな言葉が降り注ぐ。

　涙は流さない。けれどもリンジーの中で何かがポロポロと落ちていくような気がした。

「リンジー」

「……はい」

　ユーリの手が解かれ、顔の方へと伸ばされる。指の背で何度か頬を擽られ、耳の生え際に手を差し入れる。身を竦めて目を細めると、ユーリは顔を近づけてきた。

「上手くいかない時は本当に上手くいかないものだ。お前は仕事に真面目な分、気持ちが行き違ったりもするのかもしれない。お前の想いが届かずもどかしい思いをするかもしれない」

　ユーリの顔を見つめていると泣きそうになる。けれどもその目から視線を反らそうとしても何かの魔法にかけられたかのように顔を動かすことができなかった。

「けどな、俺はお前がそういう苦境をばねにできる奴だと知っている。誰よりも強くて、その戦う姿は何よりも美しい。俺の戦女神。俺の誉れ。俺の愛おしい人」

「ユーリ、様」

　髪を梳くその手に自分の手を重ねる。リンジーも顔を寄せて、ユーリの額に己の額をくっつけた。

　ユーリの励ましは嬉しい。ユーリの励ましは気恥ずかしくて、愛おしい。

「お前はどうしたい？　これからこの困難をどうしていく？」

「私は……、私は、まずクルセイダーさんの誤解を解きたいです。ちゃんと話し合って一緒に仕事ができるようにしたい」

「うん。それで？」

「それで、仕事も成功させたい。最後の大仕事だから後悔のないようにしたいです」

「うん。お前ならできる」

　確信を持って言われた言葉に、リンジーも大きく頷いた。何故だろう。リンジーでさえ自分自身を信じられないのに、ユーリに自信を持って言われると信じてもいいような気がしてくる。勇気を与えられるのだろうか。沈み込んでいた心は徐々に力を持ち始めてきていた。

「ありがとうございます、ユーリ様」

　静かにその瞳を閉じる。




　約束の日はまだ遠い。会えない日はまだ続くし、クルセイダーとのことも一筋縄ではいかないかもしれない。

　けれどもリンジーには前に進む道しかなかった。

　不ふ撓とう不ふ屈くつの精神を持って突き進んでいく。強かさは前よりも増しているし、何よりも自分にもユーリにも、そしてクルセイダーにも恥じない自分でいたい。

　忙殺される日々やユーリに会えない日々にいつしかこの心が弱気になってしまった。結婚という至福に心が浮かれて、『自分らしさ』というものを見失ってしまっていた。

　冷徹？　冷たい女？　それがどうした。

　表面上がそう見えたって、このうちにどれだけ熱い想いを秘めているか知らしめてやる。そして一緒に仕事を成功させよう、クルセイダーならできると力を持って背中を押してやるのだ。




　再び目を開けた時にはリンジーのその瞳に迷いの色は何一つなかった。ユーリはそれを見て嬉しそうに微笑む。

「頑張りますね」

　その決意と共にユーリの唇に軽いキスを落とす。

　自分からするキスは恥ずかしくて顔が赤くなったが、それ以上に真っ赤な顔をして戸惑うユーリがそこにいて、それが可愛らしくてまた口付けて笑った。





◇◇◇






「おはようございます。クルセイダーさん」

　人間関係の拗れは時間が経てば経つほどに複雑になる。それを知っているリンジーは次の日の朝には彼のもとに訪れていた。

　リンジーの顔を見た瞬間に顔面蒼白になったクルセイダーが気まずさを感じていることは確かだ。

　一目散に逃げようとするのを先手を取って大きな声で『お話があるのでお待ちください』と声をかける。福祉省の職場の真ん中でそんなことを言えば否が応でも目立ち、何事かと皆が興味津々にこちらを盗み見ていた。その視線の中に彼の上司のものがあって、リンジーと揉めていることを知られたくないクルセイダーは下手に逃げることができない。狙っていた状況だった。

「申し訳ありませんが、あちらの部屋をお借りしても？」

　福祉省次官に空き部屋の使用を願い出ると、何も聞くことなく快諾してくれた。次官に礼を言ってクルセイダーを部屋へと促す。こんな状況で断るという度胸を持ち合わせていない彼は、渋々ながらリンジーの後に続いて部屋の中に入ってきた。




「お座りください」

　先に椅子に座って待っていたリンジーは、部屋の入り口に立ち尽くして動こうとしないクルセイダーに少し素っ気なく言う。それにたじろぐ彼は気まずそうに、リンジーから視線を逸らしながら目の前の椅子に座った。もちろん目の前に座ったからと言ってこちらを見るわけでもなく、リンジーの視線の前に晒されるのが耐えられないとばかりにその身を小さくして膝の上でギュッと手を握り締めていた。昨日の今日でリンジーには会いたくはなかったのだろう。彼の顔がそれを如実に物語っている。

　少しの間沈黙が落ちる。その間にだんだんと震えてくるクルセイダーの手を見ながらリンジーはゆっくりと口を開けた。

「昨日は如何でしたでしょうか？」

　大袈裟なくらいに彼の肩が跳ね、ますます顔色を悪くさせた。

　なるほど。上手くいかなかったらしい。昨日のことも気まずいし、あんな啖呵を切ったのにも関わらず成果を上げられなかったことを恥じているから尚のこと会いたくはなかったのだろう。彼の今の心境はさしずめ吹き荒れる雪山に果敢に挑んであえなく遭難した登山家といったところか。

　なんとも不器用な人だ。自分を過小評価しているがゆえに努力を重ねながらも空回りしてしまう。

　けれどもリンジーはそんな彼を嫌いではなかった。ああやって上手くいかずにもがく姿は、自分にも覚えがある。リンジーもそうやって今までやってきたのだから。

「……も、申し訳、あ、ありません」

「それは何に対して謝っているのでしょうか」

「…………」

「昨日援助を取り付けることができなかったことに関して謝っているのだとしたら、それは必要ありません。もしも、私に対して言った言葉に謝っているのでしたら、それは受け取ります」

　昨日のことは、すぐに別の馬車を用意して彼を追いかければ助けになれたかもしれないのにあの場から動かなかったリンジーにも非はある。訪問先のところに行く前にクルセイダーと冷静に話し合って、もう少し落ち着いた状態で二人で向かっていればまた違った結果があったかもしれない。

「なので昨日の仕事に関してはおあいこだと思っています」

　そう自分の考えを彼に告げると、クルセイダーは目を瞠り口をポカンと開けていた。きっとここぞとばかりに責められるのだとでも思っていたのだろう。こういう反応をされるたびに思うのだが、何もリンジーとてそこまで鬼ではない。自分の落ち度を顧ることだってできる。そこまでできた人間でもないし、自分のことを棚に上げて怒るような恥知らずでもない。

「クルセイダーさん」

「…………はい」

　名前を呼ぶと、ややあって返事が返ってくる。顔色は先ほどよりも良くなっていた。

「昨日貴方が仰っていたことに対して、私なりに弁明をさせていただきたいのですがよろしいですか？」

　ところがこの言葉のおかげでまた顔色は逆戻りをする。さらに悪くなってきたような気がしないでもない。返事も返ってこないので許可はないが話を続けた。

「私は、仕事というものは何も万事が万事上手くいって然るべきだとは思ってはいません。浮き沈みのあるものだと思います。今回の場合、もともと規模の縮小が話に上がるくらい支援者を募りにくい施設の援助を願い出るわけですし、躓きが出ても仕方ないと思うんです。もちろん時間に限りはあります。チャイルドーレン子爵の援助は後ふた月ほどで切られるわけですから」

　だからクルセイダーも焦りが徐々に出てくるのだろう。残り二か月で成果を出さなくてはいけない上に支援者候補の半分に断られてしまった。思った以上に時間はない。

　けれども焦りばかりが先立つのは芳しくはない。上手くいかないからといって自暴自棄になってしまっては本意を遂げることなどできないのだ。

「必要なのは最後まで諦めないという気持ちです。成し遂げるという気概だと思います。だから、私は自分の力不足を痛感することはありますが、上手くいかずにいるからといってクルセイダーさんに呆れたり苛立ったりはしません。貴方が成し遂げようと努力する姿を見てきましたから」

　クルセイダーが怠惰だったわけではない、大変な間違いを仕出かしてしまったわけでもない。ただ、運がなかった、納得してもらえるまでの力を持ち合わせてはいなかった、それだけの話だ。彼もまた己の力量不足を悔いて努力を重ねる同志。できることなら最後まで共にこの仕事の終わりを見届けたい。

「私はクルセイダーさんとこれからも一緒に仕事をしていきたい。私の退職まで半年もありませんが、その残りを互いに分かり合えないまま過ごしたくはない。共に助け合っていい仕事をしたいです」

　きっとクルセイダーとならそれが可能だと信じているから。だから願いを込めて彼の瞳を真っ直ぐに見つめる。この気持ちに建前や偽りはないのだと訴えるように。

　すると、クルセイダーの小さな茶色の瞳が揺れ始めた。そわそわと忙しなく指を動かして口元を触る。何か言いたげにこちらを見つめてくるので、リンジーは仕事の仮面を取り去った。

「それと、クルセイダーさんは私が冷ややかな目で見て冷たい顔をしていると仰いましたが……」

　クルセイダーは今度こそ白目を剥いて後ろに倒れ込みそうな顔をした。コロコロと変わる彼の表情にリンジーは思わず噴き出しそうになる。

「私ね、今でこそこうですが、前はよく人のいないところで涙を流していました」

「……え？」

「昔、それこそ入省してから間もない頃は心無い言葉を浴びせかけられていたんですよね。『女のくせに』とか『泣けば赦してもらえる』とか『色仕かけで仕事を上手くやっている』とか。正直悔しかったです。初めの頃は言い返すこともできずに自信もなくしていました」

　今でも思い出すと恥ずかしい。己の青さを暴露しているようで正直話すことが憚れる内容ではあるが、ここは我慢をして話を続ける。

「いろいろあって、いつからか自分の本心を見せないようにって仮面を被り始めていたんです。動揺した心も、泣きそうになっているのもそれこそ舞い上がる心も。全部全部隠したんです。隠せるように練習もしました。そうすれば自分の心の切り替えができたんですよね。それでいつしか『冷徹女』って言われるようになりましたし、中傷に負けないほどに強かになりました。女としての可愛げは全くもってなくなってしまいましたけど」

　ますます女らしさを失って上手に甘えることもできない。素直に自分の気持ちを口にすることも苦手でついつい虚勢を張ってしまう。ただ仕事に徹するためだけにつけられた冷徹の仮面は、リンジーを守りながらもまた一方で苦しめていたのも確かだ。本当にこれでよかったのかと思うこともしばしばある。

「だから、そんな私の態度がクルセイダーさんの気持ちを傷付けていたのなら謝ります。申し訳ございません。けれどこれだけは知ってほしいのです。決して蔑む気持ちはありません。あれは何と申しますか……、ただ普段からそういう顔をしてしまっているんです。他意はありません」

　自分の配慮なき態度が彼を傷付けてしまったことは事実として重く受け取るべきだ。だからしっかりと頭を下げて謝罪をした。

　ところが、今度はそんなリンジーの態度に焦った声を出してきた。

「や、止めてください！　止めてください！」

　中腰になり両手を差し出して顔を上げてほしいと必死になっている。ちらりと頭を上げると、そこには眉尻を下げて泣きそうになっているクルセイダーの顔があって、リンジーの顔が上がったのを見るなり脱力して椅子の背もたれにその身を預けて項垂れた。

「あぁ、もう……、自分が恥ずかしい」

　か細く消え入りそうな声が、クルセイダーの方から聞こえてきた。その声があまりにも小さかったのでちゃんと聞こえるように顔を乗り出すと、今度は彼がテーブルに額をぶつけんばかりの勢いで頭を下げてくる。

「も、申し訳ありません！　本当に謝らなきゃいけないのは僕の方なんです！　ウォルスノーさんが謝る必要なんて何もないんです！　僕が、僕が、みっともない八つ当たりを貴女にしてしまったばかりに……！」

　そう謝る間も彼の頭は忙しなく上下している。声も次第に涙混じりになってきて喉が詰まるように言葉を区切った後、頭を下げるのを止めてまた何がしかを考え込むように黙りこくった。また最初のような沈黙が部屋の中に落ちる。けれども今回はクルセイダーの方から沈黙を破った。

「……僕、ウォルスノーさんが福祉施設担当になった時に、騎士団で働いている友人から話を聞いていたんです。貴女は『冷徹女』で『仕事に対して容赦しない血も涙もない奴』だと」

「随分な言い草ですね。ちなみにそれを貴方に吹き込んだというその友人の物言いにとても覚えがあるのですが、どこかの騎士団の団長の副官なんかされていませんか？」

「あっ！　はい！　よく分かりましたね」

　気まずそうな顔をするクルセイダーの前で頭を抱えたくなった。そしてあの馬鹿みたいに騒がしい男の顔を思い浮かべてげんなりとする。

　騎士団の中で、と限定されればおのずと分かってくる。平団員との接触は仕事上あまり持たないのでそんな話をするとは考えにくく、そうとなれば接触の多い団長執務室に常駐している人間だ。必然的に絞られる。

「それで先入観を持ってしまって、ずっと貴女は怖い人だと思っていました。実際表情はほとんど変わりませんし、口調も硬いですし……」

「それは申し訳ありません」

　さて、あの諸悪の根源、どうしてくれよう。

　ここは一言物申すべきか。それともレグルスの言葉通りに冷ややかにかつ血も涙もない顔で淡々と説教をするべきか。頭の中でその算段を取り始める。

「あっ！　で、でも、彼は『確かに怖いが仕事に関してそれだけ真面目だし信頼もできる』とも言っていたんです。僕の意識が前半の部分にばかり向いてしまって、一人で盛大にビビってしまっていたんだと思います。なので、彼はそんなに悪気はなかったと思うんです。きっと本当に言いたかったのはこっちの方だったんだと思うんですよ」

　ところが必死な顔をしてフォローに入るクルセイダーの姿とその言葉を聞いて、徐々にその怒りが萎んできた。まさかレグルスの口から『信頼できる』という言葉が出てくるとは思いもせず、不意に照れ臭さが出てきてしまったのだ。

「まったく困ったものですね、彼は」

「先入観に囚われて本質を見極めようとしなかった僕にも非はありますから」

　それを差し引いても彼に余計な先入観を植え付けるようなことをしたレグルスが悪い。こういうことが二度と起こらないようにしっかりと対策、いや、レグルスに引導を渡しておかなければいけないだろう。さて、どのようにして異議申し立てをするべきか。

「とりあえず、後日オーウェン副官にはこちらからしっかりと忠告しておきましょう。人にそういうことを話す時は、その話が人に与える影響をもう少し考えてから発言するようにと」

「あぁ、でも、怒らないでやってくださいね。彼は悪意を持ってああ言ったわけではないと思うんです。痛いほどに正直者というか、言葉を和らげて言うことができないというか」

「一言で言えば馬鹿正直ということですね」

「え？　あ……、まぁ、そう、なりますかね」

　へらりと笑うクルセイダーに釣られてリンジーもついつい破顔する。すると今度は虚を突かれたような顔をしてこちらをまじまじと見てきた。まるで珍獣でも見たかのような目をして。

「……な、なるほど。ウォルスノーさんも素ではそんな風に笑うんですね」

「え？　変でしたでしょうか？」

「いえいえ、まさか！　僕はてっきり普段からまったく笑わない人なのかと思っていたので吃驚びっくりしたんです」

　その彼の言葉をどう受け取っていいのか分からず複雑な気持ちになった。クルセイダーの中では根っからの冷徹人間だと思われていたらしい。その気持ちも分からなくもないが笑顔一つでそこまで驚かれるということは、彼は自分のことを相当怖がっていたのではないかと改めてその事実に落ち込んだ。少し改めよう。

「それにしても貴女とダンクレスト団長が結婚すると聞いた時、大丈夫なのかって実は心配していたんですよ。妻がニコリともせず事務的に生活を共にしていくのだとしたら、団長相当大変だなぁとか思っちゃってたんですよね。はははっ」

　小心者と思いきや彼も随分といい性格している。類は友を呼ぶとはまさにこのことで、クルセイダーも十分に歯に布を着せることを知らない。彼の言葉はちくちくとこの心をいたぶってきた。

　どこか迷いをふっ切ったような爽やかな顔で笑うクルセイダーに、それに苦々しい顔を向けるリンジー。対照的な二人の表情は最初とは打って変わってしまっていたが、それでも刺々しいものはほとんど消え去っていた。クルセイダーの笑顔は久しぶりだ。

「でも、余計な心配でした。貴女はただ仕事だけの冷たい人間じゃない。こうやって酷いことを言った僕ともちゃんと向き合って話し合い、そして元気づけてくれる人だ。温かい人。団長が貴女を選んだ理由、ちょっと分かる気がします」




「さて、誤解も解けわだかまりもなくなったところで仕事の話に戻りましょう」

　話を切り替えるようにリンジーがクルセイダーに言うと、彼は残念そうに項垂れた。もう彼の中で遠慮は必要なくなったらしい。怯える様子もなくリラックスした状態で話すその様子は、いつもと違って生き生きとしていた。三白眼が和らいでいる。

　その後の打ち合わせは大いに盛り上がり、自信喪失していたクルセイダーもやる気を取り戻してきた様子だった。『リストはまだ半分残ってますから、すぐに見つかりますよ』と現金なことを言ってきたところを見ると、最初の頃よりも随分と前向きに考えられるようになってきたらしい。いい傾向だ。彼は能力があるのだから後は自信がそれに付随してくればもっといい成果が残せるはずだ。

　きっとこれから結果が付いてくる。




　その予感が的中するかのように、その後の支援者集めは上手くいった。勝因はひとえにクルセイダーが己の持論に自信を持つことができたことだろう。

　以前は声が弱々しい上にどこか頼りなく、語尾によく『……と思います』と付けて話していたために、話はいいのにいまいち説得力に欠けるものだった。だが、そこに自信が一つ付くだけで、その話す時の表情も押しの強さも全く違う。最初は顔を顰めて拒絶感を露わにしていた候補者も、いつの間にかクルセイダーの話に乗り支援の約束を取り付けていたこともあった。

　人は変わろうと思ってもなかなか変われないものだとよく聞く。けれどもそれはそのきっかけや意志の強さがないだけの話で、人は如何様にも変われるものだとリンジーは信じている。強くも弱くも、良くも悪くも。これは実際にそれを経験した人間の経験則でもある。

　これから彼がどんどん活躍する様を見ることができないのが非常に残念だが、きっと己の理想のために突き進んでいくのだろう。自分が描く理想の国に近づくために日々邁まい進しんする。

　ならば、リンジーが彼にできることは、その彼のために露払いをしてやることだ。さて、ここは己の威信のためにもしっかりと引導を渡そうではないか。

　リンジーは気合を入れて目的の場所へと足を運んだ。




「あぁ～！　リンジーさんだ！　お久しぶりです！」

　久方ぶりに訪れた団長執務室の扉をノックすると、中からマリアベルが顔を出して喜色満面の笑みで迎えてくれた。仕事が忙しいのでマリアベルとも私的に会う機会もなく、こうやって顔を合わせるのは実に数カ月ぶりのことである。

「せっかく来ていただいたのに申し訳ないんですけど、今団長席を外しているんですよ。もう少しで戻ってくるとは思うんですけど」

「いえ、今日は団長にではなくオーウェン副官に用があってやってきました」

「レグルスさんにですか？」

　中に招き入れてくれたマリアベルは首を傾げながら聞き返してきた。コクリと小さく頷くと、部屋の奥の事務机の前に座っていたレグルスが猛然と立ち上がってこちらにやってきた。まさか彼もリンジーが自分に用事があってわざわざ訪ねてくるとは思ってもみなかったのだろう。その顔は険しく、疑念の色を浮かべていた。

「おい、俺に用とはどういうことだ」

　腕を組み仁王立ちで不遜にこちらに問うその威圧的な態度。あれからレグルスとは、彼からの提案で一応和解という形を見た。……何てことはない、マリアベルに『私の友達に酷いことを言う人は嫌いです』と言われたので慌てて仲直りの体をとったに過ぎない。以前よりはあまり煩く喚いたりしなくなったし、リンジーを見るや否や何かしらの難癖をつけることも減った。けれども内心はいまだにリンジーに対して敵愾心を沸々と燻らせているのは明らかだ。

「オーウェン副官に苦情と忠告をしに参りました」

「あぁ？　苦情だぁ？」

　レグルスの眉がもう一段階釣り上がった。一歩引いたところからマリアベルが何事かと見守っている。

「私が先日まで一緒にお仕事をさせていただいていた福祉省のボガート・クルセイダーさん、聞くところによるとオーウェン副官のご友人のようですね」

「おう。あいつは俺のダチだけど……、お前まさかあいつのこと虐めたりしていないだろうな！　あいつは繊細なんだぞ！　お前が冷たい言葉を言っただけで心がバッキバキになるほど繊細なんだぞ！」

「そこです。貴方のそういう発言。それの是非を問いに来たんです」

「あぁ？」

『訳が分からない』とでも言うようにレグルスの顔が歪められる。きっと自覚はしてないのだろう。クルセイダーの言う通り彼は脳で話さず、感情で話す人間だ。思っていることは何も考えずにその口から出てきてしまう。

「貴方がクルセイダーさんに言った私への評価。『冷徹女』で『仕事に対して容赦しない血も涙もない奴』と言ったとか」

「おう！　何一つ間違っていねぇだろ」

　悪気もなくレグルスは胸を張る。

　確かに間違ってはいない。そう捉われても仕方がない態度を取っているとも自覚はしている。

　だが……

「そうでしょうけど、でもそういうのは話す相手をよく見て言ってください。これから仕事を一緒にするというのに、怖がらせてどうするんですか。友達ならクルセイダーさんの性格はご存知でしょう？　彼にそんなことを言えばどうなるかなんて分かっていたはず」

　つまりはレグルスがリンジーをどう評価しようがそれは構わないが、相手を選んで言ってほしいということだ。仕事に支障が出るなど言語道断。彼にとっては軽く雑談のつもりで言ったことかもしれないが、それでこちらがどれだけ迷惑を被ったか切々と伝えたい。

　けれども、リンジーのそんな目論見とは裏腹にレグルスは首を傾げている。

「んん？」

　その様子だと何も分かってはいないようだった。

「だから、貴方が仰る通りクルセイダーさんは繊細な御心をお持ちですから、貴方がそうやって言ったことによって仕事を一緒にする前から私のことを怖がっていたんですよ。おかげで言い争いをする羽目になりました」

「はぁ？　それが俺のせいだって？　言い争いするようなことになったお前のせいじゃん」

「何も全てがそうだとは言っていません。その一端を担ったということです」

「何だよ、一端って。言いがかりだ言いがかり」

「少なくとも貴方がそんな入れ知恵をしていなければ、もう少しスムーズに進んだと思うのですが」

「でも、お前だって俺が言ったような態度を取ったんだろ？　やっぱお前のせい」

「だから、それは否定しません。ですけど、私の悪口を言う時は、仕事に支障が出ない範囲でお願いします」

「何をどこで言うかなんて俺の勝手だろ？　お前にそんなことをとやかく言う権利はねぇっつーの」

　ああ言えばこう言う。レグルスは決して自分の意見を曲げない。特にリンジーに対しては、その頑なな姿勢を崩したことは殆どない。今日もそうだ。きっとこのまま『俺は悪くない』と言い切る。

　けれども、リンジーには切り札があった。まさに鶴の一声とも言えるものだ。




「……レグルスさん、酷いです」

　ずっと二人の応酬を聞いていたマリアベルが、物悲しそうな顔をしてレグルスを見ていた。ハの字に眉が下げられ残念なものを見るような目を向けられたレグルスはギョッとした顔をしてその場で固まり、そのまま滝のような汗をかき始めた。顔の血の気も引いていく。

「ま、マリアベルちゃ……」

「陰でリンジーさんのことそんな風に言っていたなんて……。私のお友達のことをまるで冷徹で極悪非道のように触れ回っていたなんて……」

「え？　えぇ？　お、俺そこまで言ってたかなぁ？　極悪非道まで言ってたかなぁ？」

「仲直りしたなんて嘘だったんですね。せっかく最近怒鳴らなくなったと思ったのに、今度は裏でそんなことをしていたなんて……」

「ち、ちが……、違うんだよ、マリアベルちゃん」

「私、…………見損ないました」

「違うんだ────っ!!」

　レグルスの絶叫が室内に木霊する。けれどもそれはマリアベルの耳には届かず、彼の弁明だけが虚しく彼女の耳を通り過ぎて行った。肩を掴んで懸命に言い訳をしているものの、マリアベルの拒絶の姿勢は崩れない。

「お、おいっ！　お前からも言ってくれよ！」

　このままでは拙いと感じとったレグルスはなりふり構わず今度はリンジーに縋ってきた。その顔は先ほどまで憎たらしいほどに飄々としていた時とはまるで違う、必死の形相だ。

「誤解なんだって！　別にお前を陥れようとか仕事の邪魔をしようとしたわけじゃなくて、ただダチとの会話の中でポロリと出た言葉だったんだって！　分かんだろ？　それに俺はその後ちゃんとフォロー入れたんだからな！」

「ええ、そのようで。ですが、貴方がどこで何を言ったとしても私には何の権利もないそうなので残念ながら何も言うことができません」

「嘘嘘嘘！　あれ全部撤回！　ほんとすみません！」

　そう言って拝み倒すもリンジーも折れるつもりは毛頭ない。撤回されたとて口から出た言葉は回収などできないのだ。

　不用意な言葉は自分を苛む。そのことを身をもって知ってほしい。




「おい、煩いぞレグルス。もう少し大人しくできない……、ん？　ウォルスノー？」

　レグルスが喚く声が廊下にまで漏れ出ていたらしく、帰ってきたユーリが文句を言いながら執務室に入ってきた。だが、部屋の中にリンジーが居るのを見て目を瞠り立ち止まる。

「お邪魔してます、団長」

「あぁ。どうした？　珍しいな」

　戸惑いながらもリンジーの目の前までやってきて、じっくりと顔を見てくる。また何かあったのかと探っているのかもしれない。そんな優しい彼の心配に微笑んで答えを返せば、心得たかのようにユーリもまた微笑んだ。

「なるほど。丸く収まったようだな」

「はい。おかげさまで仕事の方も順調にいっています」

「そうか。それは何より」

　二人肩を並べて立ち、笑い合う。するとユーリの手がリンジーの背中に伸ばされ、ポンポンと軽く撫でた。『お疲れ様』と労うように、優しく。そのさり気ない労りが嬉しくて仕方がない。

「それで、レグルスの奴は今度は何を騒いでいるんだ？」

「どうやら私が今回仕事に行き詰ったのはオーウェン副官にも原因があったようで、その話をしにきたのですが、隣で聞いていたマリアベルさんの方が怒ってしまいまして」

「それでソフィアランスに対して絶賛弁明中というわけか」

「はい」

　どうしようもない、と呆れたように叱られているレグルスを眺めるユーリは、口を挟むわけでもなくその様子を静観している。

　そろそろレグルスも可哀想になってきたのでフォローの一つでも入れようか。リンジーもそうは思いながらも、まだユーリの隣にいる時間が名残惜しくて声をかけるのを躊躇う。

　ここを離れてしまえばまた当分会えなくなる。少しの間の逢瀬。他に気を向ける時間がもったいなく思えてしまう。

「ごべんなざいぃぃ！　マリアベルぢゃぁんっ！」

　ところがとうとうレグルスの泣きが入ってしまったために、慌ててリンジーは二人の間にフォローに入った。

　それによってようやく赦されたレグルスは、今度は歓喜の声を上げて騒ぐ。

　どうやら何をどうやっても彼が煩くなるのは仕方がないらしい。後ろの方でユーリの小さな溜息が聞こえてきた。





◇◇◇






（よし！　綺麗に仕上がっている）

　手元に帰ってきた外套を見てその仕上がりに満足する。皺ひとつないパリッとした仕上がり。その精緻さに感動さえ覚える。

　外套を退職の日にユーリに返すと決めていたリンジーは、ドレスの試着の時についでにマダム・レヴォンのところへ持っていってこの皺をどうにかできないものかと相談したところ、『こちらで何とかしましょう』というありがたい返事が返ってきた。眉が盛大に跳ねていたが。けれども彼女は有言実行の女だ。次に訪ねた時にはもう綺麗な状態で用意されていた。

　後はこれをユーリに返すだけ。ずっと寂しさを埋めてくれていた外套は、この手から離れる。

　けれども一年半ほども共にあったのだ、この胸に宿る寂しさは半端ない。その名残を移すかのようにそっと外套に頬を当て、その最後の感触を頭に焼き付ける。




　今日は門出の日。

　リンジーが財務省を退職する日だった。







　最後の日は主に挨拶回りで一日を終えた。

　職場の仲間である財務省の職員一人ひとりに回ったのはもちろんのこと、上官であるバドルード、その側にいたモルギュストにも挨拶をした。その後福祉省へと行き、クルセイダー始め一緒に仕事をした人に声をかけて、最後に騎士団にも寄った。

「結局ユーリのものになってしまうのか……。この爺のところに来る話はどうした、リンジー」

「お戯れを。ほどほどにしないといつか奥方様に怒られますよ？」

　最後の最後まで茶目っ気たっぷりの冗談でガルフィールドは少し寂しそうにしながら送り出してくれたし、サンドリオンの新団長も短い付き合いながらも別れを惜しんでくれた。

　最後にグロウスノアに向かうともうすでに涙目で待機したマリアベルと、その隣でそんな彼女を懸命に慰めているレグルスがいた。部屋に入った途端にマリアベルに抱き着かれ、それが面白くないレグルスに睨まれる。

「リンジーさん！　リンジーさぁん！　なかなか会えなくなっても私のこと忘れたりしないでくださいね！　たまに思い出して声かけたりしてくださいね！　いつでも待ってますから！」

「大丈夫ですよ。むしろそれはこちらのセリフです。私もお声がかかるのずっと待ってますから」

「もちろんです！　団長通してお誘いしますね！　リンジーさんも団長通していつでも誘ってください！」

　伝書鳩代わりにすると暗に宣言されたユーリは苦笑していた。

　以前はよく二人で休日や仕事の帰りに買い物に出たりしていたが、それもなかなか難しくなる。マリアベルはリンジーにとってはもう貴重な友人の一人で、失いがたい大切な人だ。このまま縁を切るようなことはしたくない。それはマリアベルも同じだったようで、二人で固く誓い合った。

　それによって少し落ち着いたのかいつもの様子を取り戻したマリアベルは、『あっ！』と何かを思い出したかのようにレグルスの腕を引っ張りリンジーの前へと突き出した。

「ほら！　レグルスさんもリンジーさんに言いたいことあるんでしたよね？」

「え？　ちょっと、マリアベルちゃん！　俺は別にこいつに言うことなんか……」

　そう言われて差し出されたレグルスは突然やり玉に挙げられて戸惑っていた。結局あれから彼の態度は変わることなくいつもの調子だったのだが、それでも何かしらの餞はなむけの言葉をくれるのだろうか。少し期待しながらその言葉を待つ。

　だが、レグルスとしてはそのリンジーが向ける期待の目が嫌だったのだろう。口がへの字に曲げられ眉間に皺が寄せられ、肩を怒らせた。そして観念したかのように大きく息を吐き、舌打ちをした後におもむろにポケットから何かを取り出す。

「ん」

　と、一言言って差し出されたそれは手のひらサイズの箱で、可愛らしいレースのリボンがついている。明らかに女性に贈るために包まれているそれを受け取りながらリンジーは戸惑った。

　え？　こんな可愛らしい包装をしたものをレグルスが？　しかも自分に？　と信じられない面持ちで彼を見ると、慌てて注釈を入れてきた。

「ちっげぇよ！　それは俺とマリアベルちゃんから！　って言ってもマリアベルちゃんが選んでマリアベルちゃんが綺麗に包んだんであって俺は金をすこーし出しただけにすぎねぇから、礼を言うならマリアベルちゃんに言えよ！」

　その言葉に少し安心した。逆にレグルスが一人で贈ったものならばどんな顔をして受け取ったらいいか分からない。何か企んでいるのではないかとさえ思ってしまうところだ。

「開けてみてください」

　マリアベルも微笑みながらそう言うので、遠慮なくリボンを解き小箱の蓋を開けた。

「ブローチ……」

　その意外な贈り物に思わず呟く。

　シルバーで花型に模られたそれは真ん中の部分にアメジストが填め込まれ、花弁には小さなパールが散りばめられている意匠の細やかな見事な一品だった。あまりにも綺麗で思わず見入る。もしかしたらこれからいろんな場面でドレスを着ることが多くなるリンジーのことを考えてくれたのだろうか。嬉しさでついつい口元が綻ぶ。

「ありがとうございます。とても、とても嬉しいです」

　貰ったブローチを大事に胸に抱き、二人に頭を下げて礼を言う。もちろんレグルスにもだ。彼はああ言ってはいるが、これを贈ってくれたことには違いない。本人は照れ臭いのかそっぽを向いて『けっ』と言っていたが。

「これって何の花か分かります？」

「えっと……、確かミュゼルカの花でしたよね？」

「そうです。さすがリンジーさん」

　ブローチを見た瞬間見知った花だと思ったが、マリアベルにそう問われてようやく思い出した。

　ミュゼルカの花は紫色の大輪の花で、国内では南の方にしか咲かない花だったと記憶にある。なるほど、この目の色に合わせてくれたのだろうか。こういう細やかな気配りはさすがマリアベルといったところだ。

「ミュゼルカの花って、南の方では染料として使われているらしいです。染めると凄く鮮やかな紫色の布ができ上がるんですよ。知ってました？」

　箱の中に入っていたブローチをアリアベルが手に取り、ピンを開けてリンジーの官服の上衿の部分につけ始めた。その様子を見下ろしながらリンジーは小さく頷く。

「それでね、不思議なことにミュゼルカの紫ってどんな染料にも負けないらしいんです。黒を混ぜようと白を混ぜようと必ず元の鮮やかな紫色になるんですって。本当、不思議ですよね」

　取り付けを終え少し衿とブローチの位置を調整すると、『よし』と満足げな顔をする。

　堅苦しい官服でなければもっと映えただろう。けれどもその飾り気のない衿を華やかに見せるそのブローチが、最上級に輝いて見えた。

　そしてマリアベルはこう続けた。

「ミュゼルカの見る者を魅了して止まない美しさと、決して何者にも染まらない強さと高潔さ。それってリンジーさんみたいじゃありません？　それに色もリンジーさんの瞳の色と一緒ですし。だからこのブローチにしました。この花はリンジーさんそのものだから」

「マリアベルさん……」

　何て恐れ多いことだろう。そして何という誉だろう。そんな風に自分のことを思ってくれているんてこの身に余る光栄だ。

　だが、それ以上にマリアベルのその想いが嬉しかった。瞳の色と合わせてくれたのだろうかと浅はかなことを考えていた自分が恥ずかしい。それ以上の意味がそのブローチの中にはいっぱい込められていた。意味、その想い。それを感じるだけで胸がいっぱいになる。

　ただただ感激して何も言えずにいると、マリアベルがこっそりと寄ってきてそっと耳打ちをしてきた。

「実はミュゼルカの花のこと、教えてくれたのレグルスさんなんですよ。私がこのブローチが可愛いって言ったら、レグルスさんがそう教えてくれたんです。『あいつに合うんじゃねぇの？』って。さっきはああ言ってましたけど、結構レグルスさんも真剣に選んでいたんですよ」

『本人は絶対に言いたがらないでしょうけどね』。そう最後に付け加えてマリアベルは離れていった。何とも寝耳に水な話で驚きである。

　レグルスが花についての蘊うん蓄ちくを知っていることにも驚きだが、リンジーに似合うかどうかも意見を言っていたとは。まさかの連続にこの短い間にレグルスの見方が変わってきそうなほどの衝撃を受けた。何だかんだと憎まれ口を叩きながらもリンジーのことを少しは認めていたということなんだろうか。その真意がわからず、ついついレグルスの顔を見つめた。

「あぁ？　何だよ。何か文句でもあんのかよ」

　よもやマリアベルに暴露されているとは知らずにこちらにガンを飛ばしてくる彼が、不思議なことにいじらしく見えてきた。怖い顔で凄まれても全くもって腹が立たないし怖くもない。だんだんと微笑ましくもなってきた。

「何だよその顔！　止めろ！　マリアベルちゃんから何聞いたか知んねぇけどその顔止めろ！」

　必死にこっちに指をさして叫んでいるが今更止められるわけがなかった。そんな微笑ましくも嬉しいエピソードを聞いてにやけるなという方が無理な話だ。マリアベルと二人、レグルスが喚いているのをよそに笑いあった。




「綺麗だな。凄く似合ってるよ」

　いまだに喚くことを止めないレグルスを宥めるように頭の上に手を置いて軽く叩いたユーリは、少し前に出てきて賛辞を贈ってくれた。後ろで少しレグルスが拗ねたような顔をしてマリアベルを呼んでいるのが見える。マリアベルはその声に招かれてレグルスのもとへと向かって行ったようだった。必然的に二人だけになる。

「今日、仕事が終わったら……」

　声を潜め耳元で吹き込まれるユーリの声。秘めごとのように囁く。

「分かっていますよ」

　前々から退職日の夜会いたいと言われていたので予定はもちろん入れてはいないが、リンジーもユーリに今日会わねばならない理由があったために元より他の用事など入れてはいなかった。ようやくあの外套を返す決心がついたのだ。鈍らないうちにそれを実行させておきたい。

　当然のように頷くと、ユーリは嬉しそうに頬を緩めた。

「少しサプライズがあるんだ」

　サプライズ、と聞いて首をかしげる。一応リンジーが返す予定の外套もユーリからすればサプライズ的なものだが、彼の言うサプライズはどんなものだろう。あらかじめそう予告されると気になってそわそわしてしまう。

「今日の夜のお楽しみだ」

　しぃ、と唇に人差し指を当ててウインクする彼の楽し気な表情に、ますます好奇心を抑えることができなかった。







　終業時刻となり、とうとうここを去る時間がやっていた。

　綺麗に物がなくなった自分の机の上を見て、そのすっきりとした姿に感傷を覚える。本当にここを去るのだとその実感がはっきりとした形となってリンジーに去来した。こんな形で財務省を去るなど入省した時思いもしていなかったのだ。ずっと未婚のままかもしれないと覚悟はしていたし、よしんば結婚できても仕事は辞めないものだとばかり考えていた。まさか貴族に血を連ねる人と結婚するなんて夢にも思わない。

　本当に夢のような、お伽とぎ話ばなしのような話。

　リンジーの幸せな物語だ。




「あーあ。今日でうちの唯一の華が本当にいなくなっちゃうのか。こりゃあ、ユーリの業は相当重いぞ」

　感慨深く机を眺めていたら、いつの間にか後ろにノールグエストがいて悲しそうにしていた。若干演技が入っているのだろうが、彼が寂しがり屋なことは知っている。本当に別れを惜しんでくれているのだろう。

「ウォルスノーちゃん……って、ああ、そうだな、あと半年でウォルスノーちゃんって呼べなくなるんだ。今からダンクレスト夫人って呼ぼうか？」

「いえ、今はそのままで結構です。実際にそうなった時に呼んでください」

　丁重にお断りすると、ノールグエストは『残念』と肩をすくめた。

　案外彼が親しみを込めて『ウォルスノーちゃん』と呼ぶのは嫌いではなかった。最初はふざけているのかと思って眉を潜めていたその呼び名も、時が立てば愛着が湧く。まだ切り替わるには惜しい気もするし、そもそももう夫人呼ばわりなど気が早い話だ。ギルバートなどが聞いたらあの目がまた開いて今度こそ閉じなくなりそうだ。

「あ、んでさぁ、ウォルスノーちゃん。これ、財務省の皆からよ。今までお疲れ様ってね」

　背中に隠して持っていたものはフランチェスカの花束。この国の国花にもなっているオレンジ色の花だった。両手から溢れて零れ落ちそうなくらいの大量の花束に、リンジーは埋もれそうになりながらそれを受け取る。

「もう少し恭しく渡してくれるとよかったんだけどねぇ、バンギリアム君」

　その情緒も何もない渡し方に苦笑いをしながらブレアフォンも側にやってきた。気がつけば職場中の人間が立ち上がってこちらを見ている。

「改めて、今日まで本当にお疲れ様、ウォルスノーさん。君と仕事ができなくなるのが本当に残念で堪らないよ。でも、ここは涙を呑んで送り出そう」
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「あ……、ブレアフォンさん本当に泣いているし」

　ノールグエストの言葉通り、ブレアフォンの目尻には涙が溜まっていた。呑むどころか今すぐにでも零れてきそうだ。

「俺に寂しくて泣いちゃうかもとか言ってたくせに結局自分が一番泣いてるじゃないっすか」

「うっ……。年のせいかな。すっかり涙脆くなってしまって。本当面目ない」

　目頭を押さえて涙を耐えているブレアフォンにそこかしこから声援が聞こえてくる。それに応えようと涙を止めて口を開こうとするも、結局は涙に邪魔されて上手く喋ることができなかった。その姿に皆が笑ってさらに囃し立てる。

「ば、バンギリ、アム、君……」

「はいはい。涙腺ゆるゆるのおっさんの代わりに俺が財務省を代表して挨拶しますよ」

　肩に手を置かれて代打を指名されたノールグエストは、衿を正して背筋を伸ばした。そして真っ直ぐにリンジーを見やり、滅多に見ることができないキリッとした顔になる。

「ウォルスノー、財務省を代表して礼を言う。あまり楽な仕事だったとは言えないが、それでもお前は俺達以上の頑張りと成果を見せてくれた。それはこれからも財務省の財産として受け継がれていくだろう。見ていてくれ。お前に恥じないような国を俺達はこれからも志し、造っていく」

「はい。影ながら応援しております」

　拍手喝采。割れんばかりの拍手の音とリンジーへの餞の言葉が贈られてくる。それを全身に浴びながら、リンジーはギュッと花束を抱き締めた。




「大変、お世話になりました」

　ゆっくりとお辞儀をする。惜しむように、敬意を表すように。

　拍手が一際大きくなる。




　リンジー・ウォルスノーは今日、惜しまれながら財務省を去った。





◇◇◇






　思った以上の大荷物になってしまったし、ユーリに返す外套も取ってこなくてはいけなかったので、一旦独身寮へと帰ってきた。この後、ユーリが馬車でここまで迎えに来てくれる手筈になっている。

　この独身寮も一両日中に引き払って実家に戻る予定だ。そこから合間を見てやっていた花嫁修業を本格的に始める。

　花嫁修業は実際やってみて分かったのだが、得手不得手がはっきりと別れるものだった。案の定裁縫や刺繍は苦手だったが、意外にもダンスは得意なようだった。やらず嫌いだったみたいで本格的に習うとこれが凄く楽しい。もともと体を動かすことは嫌いではないので性に合うようだった。

　ちなみに母から以前渡されたマナー本の内容についてはほとんどが頭の中に入っている。その他もいろんな種類の本を渡されたが、どれも夢中になって読んだためか知識としては十分に満たされた。あとは実践でしっかりとできるかである。裁縫、刺繍もそうだが、それもこれからの要課題になってくるだろう。

　もう袖を通すことのない官服を脱ぎ、ハンガーにかける。これも後日官舎に返却しに行かなければいけない。手で外の汚れを落として、『お疲れ様』と労いの言葉を贈った。




　今日はまずはディナーに行くだろうから、どこに行っても恥ずかしくないように胸元に大きなリボンをあしらった薄ピンクのドレスに着替える。裾回りがオフホワイトの布でドレープ状に飾られているそれは、母が用意してくれたものだ。マダム・レヴォンのところに見本品として飾られていたものを、ユーリとのデートの時にでも着ていきなさいと買って渡された。

　その上等なドレスは何か特別な日に卸そうと思っていたものだ。今日という日にふさわしい。コルセットを四苦八苦しながら一人で着用して、ドレスも何とか着ることができた。事前に一人で着られるように母に習っておいてよかったとほっと胸を撫で下ろす。

　髪はハーフアップに。鏡でいろんな角度から変なところがないかとチェックを入れてようやく自分なりに合格点を出した後、箱に仕舞った外套を膝の上に置きながら静かにユーリの訪れを待った。




「驚いたな。今日はいつにも増して美しい」

　会って早々のこの歯の浮くセリフ。そろそろ慣れてもよさそうなものだが、リンジーはいまだに照れてしまう。『よかった。変じゃなかった』と安心しながら、小さく『ありがとうございます』と俯きがちに呟いた。

「それは？」

　手に持っていた箱を指さされ、リンジーは咄嗟に後ろに隠した。

「……あの、ちょっとした手荷物です」

　こんなに早くこれを渡すつもりはなかった。なので曖昧な言葉で誤魔化す。それにユーリはキョトンとしたが、その後笑みを深くしただけで何も言わなかった。

　手を差し出されて馬車に先に乗り込み、その後ユーリも乗り込み向かい合って座る。ちらちらと箱を見て気にしていたようだったが、リンジーは素知らぬふりをした。

　ユーリが馭者に声をかけると、馬車はゆっくりと動き出す。見慣れた風景が緩やかに窓の中で流れて、町中へと場所を移していった。

「まずはディナーでも」

　予約してある店は魚料理が美味しい、そう彼は言う。

　肉より魚を好むリンジーに合わせて選んでくれたその店は、その言葉に違わぬ美味しさだった。格式の高そうな店だったがどうやら失礼のない振る舞いができたらしい。頭に叩き込んだマナーが大いに役立った。

「この後は見せたいものがあるんだ。だから、少し馬車を長めに走らせるけど構わないか？」

「大丈夫です」

　そうすぐには答えたものの、見せたいものとは何だろうと食後に出された紅茶に口をつけながら考える。サプライズもあると言っていたから、もしかするとそのサプライズ関連で少し足を延ばすのかもしれない。

「それがサプライズですか？」

　答えは期待はしていなかったものの念のため聞いてはみたが、やはりユーリは何も答えてくれなかった。

「きっとリンジーが喜んでくれるものだと思うよ」

　ただそれだけで、後はまた違う話へと移って行ってしまった。




　店を出て再び馬車に乗ると、その言葉通り長い間馬車を走らせていた。

　城下町の中心から逸れて東の方へと向かって行く。西には合同訓練でも行ったゼリオン平原があるが、その反対の東は住宅街だった。

　主に富裕層の邸宅が並ぶ区画で、かくいうダンクレスト邸もこの並びにある。もしかしてこのままダンクレスト邸に行くのかとも思ったが、そうであればユーリがはっきりと明言するはずだ。その予想通り馬車はダンクレスト邸の前を素通りしていった。

　このまま行けば住宅街も抜けて行ってしまうのではないかとそろそろ思う頃、ようやく馬車が止まった。

「着いたよ」

　ユーリのその声に窓の外を見ると目の前には小さな屋敷があって、どうやらその前の街道に停めたらしい。見知らぬ邸宅に連れてこられて、リンジーは戸惑った。

「あの、ここは……」

　どういうつもりで連れてきたのか。恐る恐る尋ねると、ユーリは至極嬉しそうに答えてくれた。

「俺達の家」

　と。




「今の邸宅は海外赴任からレオンが帰ってきたら俺は明け渡すつもりでいたんだ。その時は新しく家を買って気ままに一人暮らしでもしようと思っていた。けど、今回嬉しいことに可愛らしいお嫁さんが俺のところに来てくれることになったから、予定よりは早いけどあの家を出て新居を構えることにした。それで、ここが俺達の新居」

　あらかじめ家の中に用意していたランプを持ち、ユーリはそう説明しながら家の中を案内してくれた。その間馬車に繋いでいた馬を水飲み場で休憩させると言うので、念のために外套を入れた箱は手に持ってきている。

　新居はその殆どができ上がっており、残るは壁の色やカーテン、調度品など人の好みが大きく反映されるところくらいなものだった。どうやらユーリは随分と前から土地を買い、少しずつ建築を進めていっていたらしい。今回のことをきっかけに一気に完成まで持っていったようだった。

「どうだ？　まぁ、うちよりは随分とこじんまりとしているが一家族が暮らすにはちょうどいいだろう？　俺は家族の顔が見えない家は嫌だからこのくらいの大きさにしたんだが、もう少し広い方がいいなら増築するぞ。土地はまだある」

「いえ。私もこのくらいがちょうどいいと思います。できれば家族の存在を感じながら暮らしていきたい」

　二階に四部屋、一階にはもう一部屋とリビングとキッチンと小さなダイニング。そのくらいあれば十分だった。それ以上広くても寂しさを感じるし、小さくても家族が増えた時に困る。

「壁の色やカーテンはまだ決めていない。この家にいる時間が多いのはリンジーだろう？　是非お前に決めてほしいと思ってな」

「いいんですか？　私が決めてしまっても」

「ああ。そのために残してある」

「ありがとうございます」

　何の色もついていない真っさらな壁や、カーテンのない窓をきょろきょろと眺めながらその完成図を頭に思い描く。しかし興奮しすぎて何をどうしていいか分からないくらいだった。

「凄いサプライズですね」

「喜んでくれたか？」

「もちろんですよ！」

　てっきりあのままダンクレスト邸に住むものだと思っていたリンジーは、二人だけの新居を持てるということにも驚いているし、それに加えてその新居づくりに参加させてもらえるということにも嬉しくて興奮している。一から作る二人だけの家だ。この気持ちの高ぶりを抑えるのは難しかった。




　それからユーリは腰を落ち着けて話すために一脚だけあった椅子を持ってきてくれた。休みが取れるとここに来てこの椅子に座り、未完成な家を眺めて未来像を思い描いていたらしい。

　リビングにてリンジーをその椅子に座らせ、ユーリ自身はすぐ隣の腰高窓のふちに軽く腰かけた。

「庭にはできれば剣を振るうスペースが欲しいんだ」

　その言葉を皮切りに、ユーリの計画は次々と出てきた。

　小さな花壇が欲しい。庭に花があったらやはり見ていて心落ち着く。子供の遊具なんかがあってもいいかもしれない。あの大きな木にブランコをつけてみてはどうだろう。夫婦の寝室はベランダがある部屋がいい。ダイニングテーブルは料理で埋めつくせるほどの小さなものがいい。近い距離で話しながら食事を楽しみたい。家族の肖像画も絶対必要だ。一年に一回作りたいものだ。

「それと家具も一緒に決めていかないとな」

「何だか決めるものがいっぱいあって目が回りそうですね。結婚式までに間に合うか心配です」

「まぁ、でも新居にはとりあえずベッドがあれば初日は大丈夫だろう？　ベッドは絶対に必要だ。なくちゃ初夜ができない」

　少し揶揄うような目で顔を覗き込まれる。

『初夜』という言葉で、ようやく意識をし始めた。夫婦になるということは、そういうことが毎晩あってもおかしくないということだ。

　新婚は蜜月を迎える。その蜜月の期間はお盛んになることが多いのだと本に書いてあった。もちろん結婚したからには早めに子を設けることが望ましいので夫婦としては励んで当然なのだが、今までそういう機会に恵まれずあっても一か月に一度くらいのペースだったリンジーにとっては由々しき問題だ。何せユーリと情を交わすと次の日の朝身体が大抵辛くなる。午前中ベッドの住人になることが多いのだ。閨での仕事も大事だが、昼間の妻としての務めも大事だ。どうしよう。毎晩頑張れるだろうか。

「俺はそんな深刻な顔をされるようなことを言ったか？」

「いえ、少し考えてしまっただけです。所謂蜜月というものをどう乗り越えていこうと」

「え？　は？」

　ユーリが怪訝な顔をして身をこちらに乗り出してきた。声が低くなり、それが少し怖くて上体が後ろに引いた。

「蜜月をどう乗り越えようって、え？　その、俺とするの、嫌、だったのか？　実はずっと我慢してたのか？」

　焦りを浮かべてにじり寄ってくるユーリの言葉に、今度はリンジーが慌てた。言葉足らずだったらしい。ユーリが勘違いをしていた。

「違います違います！　その、嫌ではなくてですね……、その、新婚は蜜月に入ると、毎日睦みあうって聞いたものですから、あの、い、いつものような感じで抱かれてしまうと、……次の日が辛くて家のことが何もできなくなってしまうんじゃないかと思いまして。嫌とかじゃなくて！　その、やっぱり、ちゃんと妻として家のこともしっかりやっていきたいわけですし、どうしたものかと……思いまして……」

　しどろもどろに答えると、ユーリも自分が勘違いしていたことに気がついたらしい。目を覆い耳も真っ赤に染めていた。

「……なるほど、……そういうことか。……うん、すまん。……そういうことだったんだな。……すまん」

「いえ、こちらこそ誤解を招く言い方をしまして申し訳ございません」

「……一応言い訳をするとだな、その、いつもは二人きりで会う機会がそんなになかったから、こう……、気持ちが盛り上がってというか、お前といるとムラ、いや、……お前を手放すことが難しくてついついがっついてしまっていたんだ。悪い」

「そ、そうでしたか。それは、その、……申し訳ございません」

　双方、顔が真っ赤になって互いが互いを見ることができない。リンジーも自分で言っていて恥ずかしくなり、ユーリ同様に俯き首元を赤くしていた。

「……そ、そう言えば、その箱の中は何なんだ？　随分と大事そうに持っているけど。今日持ってきたってことは俺が見ていいもの？　なら、そろそろお披ひ露ろ目めしてくれてもいいんじゃないか？」

　機転を利かせてくれたのか、場の空気を一新するためにユーリが新たな話題を提供してくれた。その話題もリンジーとしてはいまだに心の準備ができていないので気まずさを感じるが、期待を込めた目でこちらを見る彼を見ているとそうも言ってはいられない。ユーリがこれを見た時どんな反応を示すかと考えると渡すのは怖いが、膝の上に置いてあった箱を恐る恐る差し出した。

「これ、ずっとお返ししようと思っていて、手元に置いてあったものです」

「ん？　俺お前に何か貸したか？」

　やはり覚えはないらしい。首を傾げたユーリは箱を早速開けて中を確認した。

「これは……」

「ユーリ様の外套です」

「外套って、俺は貸した覚えは……」

　ないのだろう。それもそのはずだ。それはあの夜会の夜にリンジーが勝手に拝借して着て行ってしまったものなのだから。

　どこから説明しようかと目を泳がせながら考えあぐねていると、ユーリが小さく『あっ』と呟いた声が聞こえてきた。顔を上げるとそこには額に拳を押しつけて項垂れている彼の姿が。髪の毛の隙間から灰色の瞳を覗かせ、こちらを見やって小さく溜息を吐いていた。

「これ、あの夜会の時に俺が着ていた外套だな？」

　ようやく思い出せたらしい彼に小さく頷くと、また溜息を溢す。それにリンジーは肩を竦めて身体を小さくした。

「申し訳ありません。あの時、ドレスを着慣れていなかったためにどうしていいか分からず、かと言ってはだけたままの姿で外に出ることもできずにどうしたものかと困ってしまいまして。失礼だとは思ったんですけど勝手に拝借させていただいておりました。本来なら夜会の次の日にでもお返しするべきでしたのに……」

「だが、俺があの夜のことをすっかり忘れていたから返すに返せなかったんだな」

　重々しい空気が一瞬流れた。

　ユーリは手の中にある外套を見つめて何かを考え込んでいるようだった。その横顔は見覚えがある。これはよく自責の念に駆られている時によくする顔だ。

「実はもう一つ、ずっと今までお返しできなかった理由があるんです」

　だからリンジーは重い空気を霧散させるように明るい声で言った。ユーリのせいだけではないのだと。ユーリの目線がゆっくりとこちらに向く。

「私、その外套をずっと心の支えにしてきていたんですよ。ユーリ様に会えない日も、仕事が辛くて心が折れそうになった日も、疲れてクタクタになった日も。その外套を抱きしめて貴方を想うと不思議と癒された。元気が出てきたんです」

「これを……、お前が？」

「はい。なのでずっと手放し難くてずるずるとここまでやってきてしまいました。すみません。結構気をつけてはいたんですけど、皺ができたりしてしまっていて。あ、でも、ちゃんとお店に頼んで皺を伸ばしてもらったりして綺麗にはしましたよ」

　持っている間に抱き締めてしまったり匂いを嗅いでしまったり、時々そのまま転寝うたたねをしてしまったりもしたが、ちゃんと綺麗にしたので大丈夫だと懸命にアピールしたのだが、どうやらユーリは思考がどこか別の方へと向かって行っているようだった。『大丈夫ですか？　汚れとか気になるところでもありました？』と聞いても返事は返ってこない。

「ユーリ様？」

　一度覗きこむようにして上体を屈めて顔を見ながら名を呼ぶと、ユーリは箱から外套を取り出し自分の目の前で広げ、そしてニヤリと笑う。

「これ、抱き締めたりしたのか」

「へ？　えっと……」

「これを抱き締めて俺を思ってくれていたのか。へぇ……」

　もしかしたら自分はとても恥ずかしいことを暴露してしまったのではないか。ユーリのその愉快気に弾む声と顔を見てそれを知る。一気に血の気が引いて、そして激流となって戻ってきた。頭の中が沸騰しそうなくらいに恥ずかしい。

「ち！　違うんです！　いえ！　違わなくはないんですけど、でもそうではなくて！　だ、抱き締めたには抱き締めましたが！」

「俺を思って？」

「そ！　……うなんですけど」

　ああ、何ということだ。これでは痴女ではないか。ユーリを思ってユーリの私物を抱き締める。それをされた本人からすれば、気持ち悪いと思っても仕方のないことだ。不快にも思うだろう。己の行いを恥じ入った。

「……申し訳ございません、ユーリ様。気を悪くされましたよね？」

「俺が？　何故？　気分が良くなっても悪くなることはない」

「でも、勝手に持ち去った挙句家で毎日のように抱き締めていたなんて言われたら、気持ち悪いと思っても仕方がないと思います」

「逆に聞くけど、俺がもし同じことをしたら、リンジーは気持ち悪いと思う？」

「いえ、特には」

「そういうことだよ。お前に毎日愛でられていたこの外套に嫉妬するくらいで、お前自身を嫌になったりすることはない。……あぁ、でも物凄くそういうところ、可愛いと思う」

「……左様でございますか」

　よかった。よかった、引かれなくて。よかったのだが、今度は別の意味で恥ずかしい。

　なるほど。こういうのが可愛いと思えて貰えるのか。そこら辺のツボは夫婦になるのだからこれからは要観察、要勉強だ。『妻たるもの、夫の要求には口で求められなくとも察するべし』。母から貰った本の中にあった『円満夫婦の秘訣～初夜から墓場まで～』の一節だ。とても勉強になった一冊である。

「なぁ、リンジー。これ、着たりもしたのか？」

「袖を通したりはさすがにしませんでした」

　そんなこと、恐れ多い。もちろんその誘惑には何度も駆られたが、ぎゅっと抱き締めることでそれを振り払った。さすがに着る時は本人の許可が必要だ。

「じゃあ、今着て見せてくれないか？」

「今ですか？　ここで？」

「そう、ここで。是非」

　やけに爽やかな笑顔で言い放たれたその要求を訝しげに思いながらも、それでも先ほどの本の一節をしっかり実践しなければと椅子から立ち上がって素直に外套を受け取る。またこの手に帰ってきたことに小さな感動を覚えながら、釦を丁寧に外して袖を通した。

「どうでしょう」

　これはやはり少し不格好ではないかと思う。ユーリの体格に合わせて作られたものなのでもちろんリンジーには大きすぎて肩も袖も余っているし、裾は元々長い作りのために足首近くまである。

　特に寒いわけでもないのにこれを着せてどうするのだろう。指先が見えない袖を上に引っ張りながら、その意図をユーリに問うた。

　すると、ユーリは窓から腰を浮かせてリンジーに思い切り抱き着いてきた。

「うん！　いいな、それ。凄くいい！」

「そうですか？」

「ああ。俺のものって感じがして嬉しくなる」

　俺のもの。なるほど、俺のものか。

　緩みそうな口元を引き攣らせながら、リンジーは頭の中でその言葉を反芻した。

　こんなことをさせなくてももう既に身も心も全てユーリのものだというのに、彼は欲張りにもまだそれを主張したいらしい。それは何とも光栄なことだ。

　それに、リンジー自身もそれを感じないわけではない。

　こうやって外套を着ているとユーリに包まれている様な気がして、全てが彼に征服されている気分になる。抱き締めているだけの時には感じなかった高揚感。

　これはなかなかいい。ユーリがそう言うのも頷けた。

「可愛い、可愛い……」

　囈言のように何度も繰り返しながら、ユーリは頬やこめかみにキスをしていく。擽ったい。キスを落とされていく肌も、この心も。まるで自分の心にも口づけられているような気がして、その柔らかな唇の感触にふるりと震えた。

「あー……、本当、久しぶりのリンジーだ。何時振りだ？　随分と昔だよなぁ。よく耐えたなぁ、本当に。途中で毎日お前に会えるノールが羨ましくて何度首を絞めようと思ったことか」

「えっと、冗談ですよね？」

「んー？　どうだろう。俺もわざと煽ってくるノールに腹が立ってたからなぁ」

『ははっ』と本気かどうかも分からない笑いを上げてユーリはリンジーの鎖骨の下に吸いついた。ちくりと痛みが走り、そこに痕が付けられたことを知る。そしてそのままコルセットによって持ち上げられた胸をペロリと舌で舐め、自分の唾液で濡れた個所を満足そうにして目を細めて眺めると、胸の柔らかな感触を楽しむかのように甘噛をしてきた。

　やわやわと噛まれ、そしてまたその噛み痕を舐められまた噛まれる。それを左右両方の胸にされて、ユーリに与えられるその肌が粟立つような刺激に小さく喘いだ。

「……ンっ、……ユーリ様」

　腰に手を回され近くに寄せられると、ユーリは再び窓に腰をかけて本格的に愛撫をしてきた。腰に回された手が、いつの間にかお尻にまで伸びてきてドレスの上から撫で回している。

　このままここで最後までしてしまうのだろうか。ベッドもないこんなところで。緊張して自然とユーリの肩を掴んでいた手に力が入る。

　正直家までは遠い。もう煽られて火照ってしまった身体を持て余しながら馬車に乗るのは辛いだろう。できることならここでこのまま触れ合いたい。

　念のために辺りを見渡すと、ユーリの後ろにある腰高窓はカーテンをしていないために外が丸見えなのだが、生垣で目隠しがされているために道路から見えることはない。もう一つある大きな吐き出し窓は、これから暖炉を組む予定なのだろう、煉瓦や石灰、その道具一式などが窓近くに置かれてあり、ちょうどリンジー達が居る場所は外から見える位置にはなかった。それに加えて室内の明かりは小さなランプ一つ。恐らく誰かに見られることは殆どない。

　なら、大丈夫。そう確信してこの身を委ねようとした。

　けれども、ユーリは胸に埋めていた顔を上げて愛撫を止めてしまう。

　────あぁ、どうして

　煽るだけ煽られて中途半端に投げ出された身体がその先を欲して切なく疼く。熱の篭った吐息を吐き、続きを強請るような視線を送ると、ユーリは目を眇めた。

「俺も時には待てができないとお前に呆れられてしまうからな。ここはいい子に家まで我慢するよ」

　いつもいい子になんてしていられないくせに。こちらの興が乗ってきたのを知っていてわざとそういう意地の悪いことを言う。リンジーは拗ねてねめつけた。

「なに、道中退屈になどさせないさ」

　そのユーリの言葉通り、道中暇などと一瞬たりとも思えぬ経験をすることとなる。




「ふぁ……、あぁ、あっ、……あぁっ！」

「ほら、ちゃんと腰を浮かせていないとお前のいいところを触ってやれないぞ」

「ひぁん……っ！　んんっ！　あっ、あぁ……」

　ユーリの言う通り腰をしっかり上げておかないと、せっかくのドレスもその上に着ているユーリの外套も汚してしまうかもしれない。懸命に腰と太腿に力を入れて浮かせようとするも、馬車のちょっとした振動がリンジーのバランスを崩そうとするし、何よりユーリのその指がそれを容易にさせてくれない。

　新居を出て休憩を終えて戻ってきていた馬車に乗り込むと、ユーリはリンジーを自分の膝の上に乗せてきた。足を跨ぎ互いに向かい合う形でユーリの上に乗ったリンジーは何事かと目を白黒とさせる。すると彼はリンジーの腕を取って自分の首の後ろに回させ、自然と浮いた腰を引き上げてスカートの中に手を入れてきた。捲られ自分の足が露わになる感触に驚き、ユーリの首にしがみ付く。それによって動かしやすくなったユーリの手は躊躇うことなく下着の中に侵入し、先ほどの戯れで湿り気を帯びていた秘所を可愛がり始めたのだ。

　車輪と馬の蹄の音に交じってくちゅくちゅと淫靡な音が聞こえ始める。これが自分の身体が発している音だと思うと、恥ずかしくて仕方がない。

　行きには開いていた小窓のカーテンはいつの間にか閉められていて、馭者もこちらからカーテンを開けない限り中の様子を窺い見ることはできない。外から見れば中でこんな卑猥なことをしているとは分からないだろう。

　今度こそ完全な密室。けれどもリンジーには刺激が強すぎる。

　羞恥が過ぎて軽くパニックになりユーリに必死にしがみついているところに、さらに追い打ちをかけるように秘所の中で好き勝手に動く指がリンジーを翻弄する。もう何が何だかよく分からなくて、唯一縋れる目の前の男の首に必死に抱き着いた。

「……凄いな。中がきつくて、気持ちよさそうだ」

　はぁ、と悩ましい吐息が耳元で聞こえてきた。

「早くこの中に入りたい」

　その願望を発散するかのようにさらに奥に挿し込まれた指は、隘路を広げるように激しく動いた。その動きを助けるように胎から次から次へと泉が湧き出て動きを滑らかにしていく。

「はぁ……、あぁ……、そこっ、あっあっ、あぁんっ」

　根元までずっぽりと呑み込まれた指が、今度はその腹で小刻みに膣壁を擦りつけるような動きに変わる。その弱いところをじっくりと攻めるような愛撫が意外と一番快感を得ることができる。それと一緒に親指で陰核をぐりぐりと押されると、腰ががくがくと震えて次第に痺れてきた。
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　────このままここで達してしまう。

　ひと際甲高い喘ぎ声を上げて快感を追い求めると、不意に中に入っていた指を抜かれる。その喪失感に『あっ』と吐息を洩らすと、ユーリが微かに笑った。

「随分と気持ちよかったようだな。俺の手首までお前ので濡れている」

　そう意地悪く言われてちらりと後ろを振り返ると、室内灯に照らされててらてらと光るユーリの右手があった。まるで漏らしてしまったかのようにしとどに濡れている手に息を飲んだ時、秘所から雫が滴り落ち太腿を伝った。

　────なんてはしたない。

　己の痴態に消え入りたくなる。顔を背けるように再びユーリの肩口に顔を埋めると、スカートをたくしあげていたユーリの左手が宥めるように剥き出しのお尻を撫でてきた。

「本当にお前は可愛らしいな。こうやって意地悪して焦らそうにも俺の理性が試される」

「はぁ、……あんっ、……あぁっ！」

　秘裂をなぞり上げて再び膣内に指を差し込まれる。ビクビクと身体が震えて背を仰け反らせた。

「ここ、俺と会えない間に自分で慰めたりした？」

　フルフルと首を横に振る。

「なら今日は存分に可愛がってやる」

「あぁんっ！　あぁ！　ふぁっ、あぁ！　アぁ……、あぁ──っ！」

　散々焦らされて強い刺激を求めていた身体は一気に昇り詰めて、そして弾けた。膣が痙攣し余韻を残すように何度もビクンと腰が震える。

「あ……、あぁ……っ」

　快感が長く続く。身体の中を突き上げ頭の中を溶かすような感覚が何度も襲ってきた。その強すぎる快楽は久しぶりのこの身体には辛くて、生理的な涙が目尻から零れ落ちた。

　運動をした後のようにリンジーは荒い息を繰り返す。初夏の夜。まだ少し寒さを感じるというのに身体が汗ばんできた。一度身体の内に籠った熱はなかなか抜けない。

　ようやく息が整い始めてきた頃、ユーリがそれを見計らったかのようにリンジーの側頭部に頬を寄せてきた。スリスリと擦りつけ、そしてついでとばかりに耳を軽く食む。

「あっ」

「ここもいっぱい可愛がってやる」

　耳が一等弱いリンジーは、その前触れもない愛撫に過敏に反応した。ようやく沈静し始めていたはずの身体の熱も、また一気に舞い戻ってくる。

「ここも」

「んぁ……っ」

　顔を上げられ、次は唇を食まれる。

「ここもだ」

　そして、胸元も。全部全部、お前のいいところをこれから可愛がってやるとユーリは耳元で甘く囁く。

「だから今はこれだけで我慢……、な？」

「ひぁんっ！」

　そして、またユーリの指が秘所を弄び始めた。

　もう足に力を入れておくことができなかった。身体が崩れて椅子から転がり落ちそうになったところを、ユーリが抱きとめる。今度は身体を膝の上に横向きにして座らせて愛撫をし始めた。

　────もっと、もっと、……くっついていたい

　気持ちいい。けどそれだけじゃ足りない。肌が寂しくて、触れ合う面積が狭すぎる。

　ユーリの胸に顔を埋めるも物足りなく、手で触っていてもユーリが足りない。口づけが欲しくて顔をユーリに近づけると、彼は笑ってチュッと軽く唇にキスを落としてくれた。

　もっと深いものがいい。いつものような激しいキスが。

　けれどもそう強請ってもユーリは軽いものを寄越すだけでその願いを満たしてくれない。何故くれないのかと駄々をこねる子供のような顔をすると、彼は笑みを深くした。

「言っただろう？　今は我慢だって」

　意地悪。今日のユーリは意地悪だ。こんなに欲しくて仕方ないのに。会えなかった時間を埋めるようにずっと触れ合っていたいのに、彼は余裕顔でこちらを悠然と見下ろす。

　自分だけが盛り上がっているような気がして恥ずかしくて寂しくて、そして哀しかった。グッと眉根が寄る。

「そんな顔をするなよ。俺だって我慢しているんだ。これ以上お前に触れたらこれだけじゃ終わらなくなるからな。その代わりに家に帰ったらお前が根を上げるくらいに目一杯触れてやる」

　ならその声で心に触れて。愛の言葉で抱き締めて。焦らした分だけ愛をたくさん注いで。

　それなら今、ただ与えられる快楽に溺れよう。

「あぁっ、あ、んんっ、……ユーリ、様ぁ」

　その艶のある声にユーリが耐えるように息を飲む。

　リンジーが二度目に達した時、馬車が緩やかにスピードを落とした。







「お帰りなさいませ、ユーリ様」

　ダンクレスト邸の執事であるメイナードが主人を出迎えてきた。いつもは鷹揚に構えている執事も、今日のユーリの様子を見て『おや？』っと白い眉を上げた。

「ただいま」

　婚約者と出かけたはずのユーリは、その婚約者を抱き上げて帰宅してきた。しかもその腕の中の婚約者がぐったりとしているのだからメイナードも何事かと訝しげに思うだろう。そんな彼の視線に居た堪れなくなってユーリの胸に顔を隠した。

「如何なさいました、リンジー様」

　恥ずかしすぎる。何があったかなど言えるはずがない。ユーリも『大丈夫。大したことないよ』と言って誤魔化してくれた。

　もう既に部屋は用意してくれているらしく、ユーリはリンジーを抱きかかえたまま自室へと移動する。ふとユーリの肩越しに後ろを見ると、階下でメイナードが微笑ましくこちらを見ていたのが見えた。




　着ていた外套は脱ぎ棄てられベッドの上にゆっくりと横たえられると、その上にユーリが覆いかぶさってくる。

　────可愛がってやる

　馬車の中での甘い言葉が頭の中で蘇ってきて胸が高鳴ってきた。ユーリの目元も心なしか赤く染まっている。

　ユーリも欲してくれている。もう触れ合うことを躊躇う理由もどこにもない。ようやく二人でゆっくりとできるのだ。キスを強請れば情熱的なキスが返ってくる。

「んっ……」

　歯で下唇を噛み舌で舐る。口を少しだけ開けてユーリの口を迎え入れると、深く口づけられまずは口の中がユーリに可愛がられることになった。

　上顎、歯、舌。もうユーリに可愛がられていないところがないくらいに何度も蹂躙される。口内の全てにキスされているような気分だ。粘膜と粘膜の触れ合いが気持ちいい。ユーリが与えてくれる愛撫は皆気持ちがいい。

　けれどもやはり思うのだ。

『受態的ではなく能動的であれ。与えられるだけではなく、時には与えるのが妻としての務めである』

　本の一節にあるように、このまま与えられるだけでいいのかと。

　ユーリはこのままでも十分気持ちがいいと以前言っていた。こちらも何かできることはないかと探った時に一度断られ、事前知識は必要ないとは言われたが、こうも言われた。『次回からお願いする』と。

　ならば、と心に決めていた。こちらも尽くせる手は尽くそうと。

「ユーリ様。今度は私が……」

「ん？」

「私が、ユーリ様を気持ちよくします！」

　その時のユーリの顔は見ものだった。




「本当に、本当にするのか？」

「はい。任せてください！」

　大丈夫だ。やれるはず。知識はしっかりと頭の中に叩き込んである。後は実践。いつもと同じ手順だ。

「大丈夫なのか？　無理しなくていいんだぞ？」

「無理ではありません。私がしたくてするんですから」

　ユーリの顔が戸惑っている。突然の申し出にオロオロとして、足の間に跪くリンジーを心配そうに見下ろしていた。こちらが何度大丈夫だと言ってもユーリは信じられないのかしつこく聞いてくる。途中でリンジーもむきになってきて『絶対に気持ち良くしてやる』と意気込んだ。

「少しじっとしていてください」

　こちらは何を言われようとも真剣だ。じぃっと目の前にあるトラウザーズとベルトのバックルを見つめて、ゆっくりと手を伸ばした。

「一つ聞きたいんだが、どっかで勉強してきたのか？」

　バックルに触れる直前、ユーリが聞いてくる。やけに真剣な顔がこちらを見ていた。

「はい。しっかり頭の中に叩き込みました」

「は？」

　心配を解消させようとこちらも真摯に答えたはずなのに、何故かユーリが怖い顔で凄んでくる。あれ？　と首を傾げる。

「いつ？　どこで？　だ、誰に？」

「母に貰った本でですけど」

「本？」

「はい。いろいろと花嫁修業のために本をくれて、その中にあったんです。その……、閨での、作法とか」

　本のタイトルは『蜜月は続くよどこまでも』だった。房事に特化した内容のものだ。初めはその内容に苦手意識を持ちながらも、『時には与えるのが妻としての務めである』という一文に背中を押された形で結局は頭に焼き付けるほどに読み込んだ。ユーリの言う『次回』を実現させるためだ。

　それなのに何故そんな風に問い詰められなければならないのか腑に落ちない。

「……本、か。そうか、本か」

　ところがユーリの方は何かしら自己完結をして安堵の表情を浮かべていた。もしかして、誰かから指南してもらったとでも思ったのだろうか。男の喜ばせ方など誰に聞けようか。

「あの、一応知識はあるのですが実際にやるのは初めてなので、できればもっとこうした方がいいとか言って下されば助かります」

「……はい」

「それではよろしくお願いします」

「……こちらこそよろしくお願いします」

　手で顔を覆って何故か敬語になっていたユーリのそこは、もう既に大きく盛り上がっていた。




　さぁ、実践だ。覚悟を決めてバックルを外す。

　カチャカチャとバックルの金属音が部屋に響き、少し震える手でベルトを外すのは時間がかかった。トラウザーズの釦も外し見えてきた下着を下にずらすと、もう既に鎌首を擡もたげていたユーリの屹立が中から飛び出してきた。

　もう何度も自分の中に入ってきているものなのに、こんな風に間近で見るのは初めてのことである。思った以上に大きくて、思った以上に色がグロテスクだ。これが自分の口の中に入るものかと心配になる。

　試しに指先で触れてみると、ピクリと動いた。その意志を持った生き物のような反応に、リンジーは驚いて指を引っ込める。

「リンジー……、本当に無理しなくても」

「いえ！　大丈夫です！　見事やってみせます！」

　無理なんてことあるものか。有言実行は基本だ。

　今度は驚いて手を引っ込めないようにと心の中で誓いながら、再度ユーリの屹立に触る。

　凄く熱くて硬い。

「……っ」

　指先で勃ち上がった屹立の裏筋を撫でると、ユーリの小さく息を詰める声が聞こえてきた。少しは感じてくれているらしい。嬉しくて密かに微笑んだ。

　まずは手慣らしに軽く握り締めて上下に動かした。ビクンと手の中で震えて、また少し大きくなった気がする。これが大きく固くなって、限界が来ると先端から精液が飛び出すらしい。どのくらいの時間がかかるかは個人差があるらしいが、とりあえずは大きくするために邁進しよう。

　まずは大事なのは相手に気持ちよくなって欲しいと思う気持ち。それと相手の反応を見ること。気持ちがいいところがあれば相手は反応を示すので、それを見逃さないようにするのが結構大事なのだという。ちなみに上目づかいで相手を見るのも効果があるのだとか。

　さっそく実践あるのみ、ととりあえずはまずはじっくりと観察をするためにユーリの顔を見上げたが、彼は何故か手で顔を隠していた。これでは気持ちいいかよく分からない。

　もう少し反応を見ようと、手を少し速く動かして試しに特に気持ちいい場所だと本に書いてあった先の方を指の腹で優しく撫でる。すると入口から透明な液体が滲み出てきて、竿の部分の血管が濃く浮き出てきた。

　気持ちよくなってきている……、のだと思うのだが。如何せんユーリの顔が見えない。もしかしたらそういうわけではないのだろうかと心配になって、少し顔を近づけて指の隙間からユーリの表情を窺う。

「あの……、もしかして、気持ちよくありませんか？」

　そうならばしっかり言ってもらわなくては。こちらは初心者。経験値を多く得るためには、相手に教えて貰いながらするのが一番いいのに。

「ユーリ様？」

　何か言ってほしい。気持ちよくないのであればはっきりと言ってもらって構わない。返事を強請るようにユーリの名前を再度呼べば、彼は少し指をずらしこちらを灰色の瞳で見てきた。顔が真っ赤だ。

「……悪い。ちょっと、思った以上に視覚的な刺激が強すぎて、……戸惑っている」

　ぽつりと零すように言った彼の声は掠れていて、消え入りそうなほどに小さなものだった。

『視覚的な刺激』ということは、リンジーがこんな風にしている姿を見て興奮しているということなのだろうか。なるほど、それも大事だと本にも書いてあった。けれどもそれではリンジーが与える愛撫が気持ちいいのかが分からない。

「えっと……、なら手の方はどうです？　こうやって動かすと気持ちいいですか？」

「……うん」

　陰茎を扱いてみたり、

「こちらは？　余り強くすると痛くなってしまうんですよね？　このくらいの強さで大丈夫です？」

「……うん」

　穂先を優しく指で撫でたり、

「こことかどうでしょう？」

「……っ、……うん」

　裏筋を刺激してみるも、全てが同じ返事で返ってきた。もう本当にそう思っているか疑わしくて、胡乱の目をユーリに向ける。

「ユーリ様、本当ですか？　気持ちよくないのならそう仰ってください」

「ちゃんと気持ちいいよ。……本当に気持ちいい」

「本当ですか？」

「あぁ！　もう！　本当だ、本当！　お前に触られるところ全てが気持ちよくてしょうがないよ！　お前が俺の前に跪いて俺のものを触ってるとかそんなとんだご褒美、興奮しないわけないだろ！　もう今すぐにでも出そうなんだって！」

「いいですよ！　出してください！」

「そんなちょっと触られただけで出すとか情けないことできるか！」

　そこは男の矜持として守りたいラインなのだそうだ。『男は自尊心の高い生き物だから、そういう閨の時には安易に傷つけないように心がけること』。これも本から学んだ大事な教えだ。

　ならばどうしたらいいのだろう。出すのが目的なのに出すのが嫌だと言われるとリンジーに成す術はない。ユーリの屹立を握り締めながらどうしたものかと考える。

「私、どうしたらいいんでしょう……」

　ユーリに気持ちよくなってもらいたいのに。

　困って当人に助けを求めると、彼は『うっ』と言葉を詰まらせて目を泳がせた。そしてその視線が戻ってくると、リンジーの唇をふにっと指で摘まむ。

「なら、少し舐めてくれるか？」

　無理のない程度に。そうお願いしてくるユーリは熱い吐息を吐いた。

　もちろん口淫のやり方も勉強済みだ。本で学んだ順番とは少し違うがユーリがそれを願うのであれば、舐めることなど問題ではない。むしろ手で気持ちよくできそうになければ口でと本に書かれていたので、実践しようとも思っていたくらいだ。

　さっそく邪魔にならないように髪の毛を耳にかけて、口から舌を伸ばしペロリと先の部分を舐めた。アイスキャンディーを舐めるような要領で舌を這わせ舐めていると、何度かピクピクと動く。

「はぁ……、あっ」

　ユーリ自身も目を閉じて感じ入ってくれているようだった。もっと感じてほしいと、下から上にかけて舐め上げる。ユーリの手がリンジーの頭の上に置かれ、上手だと褒めるように髪を梳いた。

「リンジー、ありがとう。もうこれで十分だから……」

「いえ、まだです」

　だってユーリは達してはいないじゃないか。白濁の液を出すのが最終的な目的なのであれば、リンジーのやるべきことはまだ終わっていない。止めようとするユーリを余所に、リンジーは大きな口を開けてパクリと屹立を銜えた。

「くっ、……あっ！」

　唾液をいっぱい絡めて上下に動かす。口の中に全てが納まらず、喉の奥を突かれて嘔え吐づきそうになるも必死に堪えた。それでもやはり苦しくて涙が滲む。

　こんな口がいっぱいの状態でどう舌を使っていったらいいのだろう。知識だけでは要領を得ることができず、なおかつ下手に動かすとまた嘔吐きそうになるのが怖くてリンジーは固まった。

「……っ、だから、無理はするなと言っただろう、リンジー」

　少し強引に顔を掴まれ引き上げられると、口の中から屹立が零れ落ちる。軽く咳き込むとユーリが背中を摩ってくれた。

「あのな？　少しでいいんだ、少しで。最初からそんなにする必要はない」

「でも、本ではああやって口に銜くわえると男の人は喜ぶって……」

「いや、確かに大喜びなんだが、そんな苦しい思いをしてまですることじゃないだろう？　涙まで流して」

　目尻の涙を吸われ、顎に流れた唾液を舐め取られた。見えるのはユーリの困ったような顔。もしかして迷惑だったのだろうかと落ち込む。

　叱られた子供のようにシュンとしていると、ユーリは笑って抱き締めてきた。

「嫌なわけじゃない。むしろお前のその気持ちだけで俺はもう胸がいっぱいだよ。本当もういろいろ限界……、いや、お前も俺のことを思ってくれているんだなってことが伝わって凄く嬉しい」

「本当ですか？」

「あぁ。じゃなきゃここまで大きく反応しない」

　ユーリがそう言うのであれば納得せざるを得ないだろう。まだもう少し頑張れるのだが、ここで無理強いをしたらいいものもよくないものに変わってしまう。

「では、また次回、ですか？」

「え？　次回？」

「ダメですか？」

「いや！　そんなことは全くない！　……その、ありがとうございます」

　また赤くなった顔を隠すようにユーリは手で顔を覆う。照れているのだろうか。その姿が可愛らしくて先ほどユーリにやってもらったように背中をぽんぽんと軽く叩くと、彼は『はぁ～』と長い溜息を吐いてリンジーの肩口に顔を埋めた。

「本当、いつもお前には驚かされる。真面目なのは知っていたけど、こういうことにまでその真面目さを発揮するとか。……そうだな、それがお前らしいって言うのかな。無垢かと思いきや大胆になったりしてさ。俺はお前のそういうところ、凄く好きだよ」

「あ、ありがとうございます」

　一応褒められているものだと判断してお礼を言う。

「私もユーリ様のこと、大好きですよ」

　その思いに応えるべく自分も同じように返すと、抱き締めていたユーリの腕に力が入る。そして顔を上げると、欲の焔をゆらゆらと燻らせた瞳とかち合った。そのゾクリとするほどの艶のある表情に、リンジーは戸惑う。

「さて、次は俺の番だな」

　ドレスの釦を外しながらそう宣言する彼は、さらに耳元でこう囁く。

「随分とお前に気持ちよくしてもらったことだし、俺もちゃんとお礼をしなくては。それに馬車の中で約束したもんな？　目一杯可愛がってやると」

　散々先ほど可愛がられ啼かされた下腹部がユーリの言葉に反応し、切なく疼く。

　少し恥じ入りながらも『よろしくお願いします』と言うと、ユーリの手がコルセットに伸びてきた。




「はぁ、アぁ……、んっ、あぁ、んぁあっ」

　シーツをギュッと握り締め、突き上げられるがままにリンジーはあられもない声を上げ続けた。ズンズンと奥を穿つユーリの屹立は、遠慮を知らない。怖いくらいに快感を拾ってくる身体に慄いているにも関わらず、もっと感じろとばかりにリンジーの身体を弄ぶ。

　尻を伝いシーツを汚すほどに潤ってしまったそこも、ユーリの大きな手で揉みしだかれて形を変える胸も、先ほどまでその指と口で気が済むまでに弄られて固く尖って赤く熟れてしまったその頂きも。そしてこの耳も唇も。ユーリの宣言通り、余すことなく可愛がられた。執拗に、何度も何度も。

　もうダメだと言ってもそれは止まず、快楽を与えられ続けたこの身体はいまやどこを触っても敏感に反応する。最後の方には訳が分からなくなってユーリにしがみ付いたまま『お願いします。もう挿れてください』と懇願している自分がいた。その願いが叶えられた瞬間、リンジーは一度達している。

「散々焦らした甲斐はあったようだな。今日のお前、凄くエロい」

「そん、なぁ……っ、あぅっ、あっ、あぁんっ」

　舌なめずりをしながら言葉で攻めるユーリは、抱えていたリンジーの膝裏に見せつけるように舌を這わせた。熱い息とぬるりとした感触に内腿に力が入る。それと同時にユーリの屹立も締めつけてしまったらしく、彼がニヤリと笑ったのが分かった。

「可愛い」

「あぁっ！」

　彼の腰が大きく強く打ちつけてきて、その動きにリンジーは従順に啼いた。

　もう乱れに乱れてしまっているこの姿はどれだけ口で否定しても淫猥な女そのものだ。素の自分が見たら卒倒してしまうだろう。媚薬でも盛られてしまったかのように興奮し、喜びの声を上げている。母の言う『会えない時間が二人のお互いを愛する気持ちを育み、そして更に盛り上げるのよ』というのは、こういう意味だったのだろうか。奥まで繋がれば満たされると思っていた心は、貪欲にまだまだ求め続けている。離れているこの上半身でさえも寂しいのだ。その思いは際限がない。

「なぁ、俺の可愛い婚約者フィアンセ。他の本でどんなことを学んできた？」

「え？　あっ……、ンんっ、いろんな、ことを……、ひぁあっ」

「いろんなって、例えば？」

「たと、え、……ば、ふぁっ、……た、体勢とか、です。交わり方の」

「へぇ……」

　興味深そうにユーリが頷くと、突如繋がったまま身体を持ち上げられた。馬車の中でやったようにユーリの腰の上に向かいあいながら座るような姿勢になる。

「あっ、あぁ！」

「こういうのとか？」

　繋がったところに一気に自分の体重がかかり、経験したことのないところにまでユーリの屹立が入り込んできた。感じたことのない圧迫感と奥の奥まで貫かれる恐怖に震え、逃げるようにユーリの胸にしがみ付く。

　こんなの深過ぎる。このまま動かれたら胎が破られてしまうのではないかと、不安になり足に力を入れて身体を上に持ち上げた。

「自分で動いてみるか？」

　そう問われたが、即座に首を横に振った。こんなの動いたら壊れてしまう。

「なら、動かしてやろうか？」

「いやぁっ！　あっ……」

　軽く腰を動かされ、リンジーは悲鳴を上げてユーリの首に抱き着き首を大きく横に振った。さらに恐怖が増す。

「壊れちゃいます！　こんなの怖くて無理です！」

　涙目になりながらユーリにそう訴えると、彼は苦笑いをして宥めるように背中を摩る。

「大丈夫だ。まだ慣れないだけで壊れはしないさ」

　優しい声で言ってはくれるものの、リンジーは頑として首を縦には振らなかった。怖いものは怖い。

　子供のようにむずがるリンジーの恐怖を取り払うように身体を持ち上げてゆっくりと後ろに押し倒し、元の体勢へと戻る。さすがに無理強いはしないらしい。ホッと胸を撫で下ろす。

「まぁ、こんな風にいろんなやり方がある。せっかく本で勉強してきてくれたんだ。いっぱい試していこうな」

　ホッとしたのも束の間、中止ではなく順延になったらしい。またやるのかと怯えた目でユーリを見あげると、彼は笑ってキスをする。

「ゆっくり、な？」

　その言葉に今度こそ安心すると、小さく首を縦に振った。

　またゆるゆるとユーリの腰が動き、律動が再開される。リンジーの腰を掴んで深く穿つように。

「あっ、あっ、あっ……」

　その動きに合わせて声が零れ落ち、秘所からもぐちょんぐちょんと激しい水音が響いてくる。ユーリが上体を倒しぐっと腰を押しつけるとビクッと腰が震え、膣がキュッと締まった。それにユーリも小さく喘ぐ。

「はぁ……、今のやばい。すっげぇ、気持ちいい」

　蕩けた顔で彼が言う。額から滴り落ちる汗がリンジーの頬を濡らし、かき抱くように首の後ろに手を回して身体を密着させた。奥まで入り込んだ屹立を馴染ませるようにグリグリと押しつける。自分の胎が切なく啼いたのが分かった。

　律動が早まり、リンジーも膣道を激しく擦られる快感にただ喘ぐ。耳元でユーリの息遣いが聞こえてきて、その艶のある吐息にさらに興奮を高ぶらせた。

「あぁ……、あんっ、はぁ、んっ、あぁ……っ！」

「お前も気持ちいいだろう？　ここ、すっげぇドロドロだし、俺のも嬉しそうに締めつけてる」

　ユーリももう余裕がないのだろう。だんだんといつもは丁寧な言葉遣いが崩れてきている。

　それはリンジーも同じで、今日もう何度目か分からない高みがすぐそばまできていた。

「んんっ、あぁっ、……もぅ、ダメぇっ、……あ、あぁ──っ！」

「あぁ、……イくっ」

　頭の中が真っ白になり、ただ頭の中が溶けるような強烈な快感がリンジーを支配した。胎で感じる熱い迸りがさらにそれを煽る。びゅくびゅくと長い間吐き出された精は、微かにまだ動いているユーリの屹立によって中で掻き混ぜられた。

　長い長い快楽の後、リンジーはもう何も考えられなくてただユーリの肌の温もりを感じていた。

　この半年の間に外套だけでは満足に埋まらなかった心の隙間がいまようやく満たされたような気がして、その充足感にリンジーは幸せそうに笑った。







　二人でお湯につかり身体を清めた後部屋に戻ると、ベッドの脇に外套が床に落ちているのが見えた。拾い上げると、せっかく綺麗にしてもらったのに皺ができてしまっていた。至極残念な気持ちでそれを眺めていると、後ろからにゅっと手が伸びてくる。

「返すのが惜しくなったか？」

　後ろから抱き締めてくるユーリのその問いにしばし考えた。確かにいまだに惜しい気持ちはあると。それに長年共にしてきた戦友は役目を終えて持ち主の元へ帰るが、それが羨ましいという気持ちもある。いつでもユーリと一緒にいられるのだなと思うと馬鹿みたいな嫉妬心が生まれてくるなどさすがにユーリには言えなくて、ただ外套を見ながら眉間に皺を寄せた。

「何なら、それ持って帰るか？」

「え？」

　まさか、そんな。またしてもユーリの私物をこの手に持っていてもいいなどという慈悲の言葉は嬉しいが、それでは今日意を決して返した意味がなくなってしまう。いつまでも借りたままなど申し訳ない。と躊躇いつつも、少し期待をした。

「どうやら家でこれを使って可愛いことをしているらしいし。俺は構わないよ。どうせ半年後にはそれごと全部持って俺のところに来てくれるんだから」

　確かに半年後には一緒に住むのだから、少し期間が延びたと思えばいいのか。そう納得してコクンコクンと無言で頷いた。

　この忙しかった退職までの半年とは違ってこれからの半年は、ユーリと会える機会は格段に多くなる。結婚式の準備も本格的になるし、ダンクレスト侯爵への挨拶にも向かう。新居の準備もすることになったので、おそらくユーリの休日はリンジーと一緒にいることになるだろう。

　けれどもやはり毎日は会えないのでふと寂しさを感じるかもしれない。そういう時にまたこの外套が大活躍するだろう。それに外套を着てみるという楽しみを覚えた今、それも実際家でまた試してみたい。

「言っておくけど本物はこっちだぞ。寂しくなったらいつでも言ってくれ。そいつよりもたっぷり癒せる自信がある」

「そうですね。ユーリ様には敵かないません」

　拗ねたような声。どうやらユーリもこの外套に嫉妬を感じているらしい。ユーリが着ていたものだから付加価値があるというだけで、もちろんユーリの自身の足元にも及ばないのに何とも可愛らしいことを言ってくれる。リンジーは堪らずクスクスと笑ってしまった。

「その代わりと言っては何だけど、俺もお前の物が何か欲しい」

「私の物ですか？」

「いいだろう？　お前ばかり狡い」

「それは構いませんが……」

　何か渡せるような物があっただろうか。辺りを見渡して自分の私物の中で適当なものを探す。するとユーリがベッド脇のサイドテーブルに向かい、その上に置いてあったリボンを手に取った。

「これがいい」

　そう言ってチュッとリボンに口づける。

　そのリボンはリンジーの髪を結わえる時に使っていた薄紫色のレースの透かし刺繍の入ったものだ。以前マリアベルと一緒に買いに行って一番のお気に入りになっている。

　それを見て、騎士のエリンがアウグスト遠征に行く恋人に自分のリボンをお守りとして渡した話を思い出した。その後返って来た時に何故かボロボロになっていたと、哀しそうな顔で後日報告してくれたが。あの時、その話を聞いて何も渡すことができなかった自分を悔んだことも思い出した。逆に酷い言葉を贈ってしまったことも。やり直せるのであればやり直したい。

「いいですよ。是非持っていてください」

　エリンのようにお守りという訳ではないが、二人の想いを繋ぐ橋になればいいと願う。

「ありがとう」

　ユーリは嬉しそうに微笑んだ。リンジーも腕の中にある外套をぎゅっと抱き締めた。




「明日、休み取ってあるけどどうする？」

「そうですね、できれば新居を明るいところでもう一度見たいです。壁の色とか家具とか考えたいので」
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「なら明日は昼前に家に行って、昼食を取った後に家具でも物色しに行くか」

「是非。あと、新居にもう一脚椅子を置きましょう。そうすれば二人でゆっくりと家の中を見ながら話し合えます」

「何なら、いっそのことソファーにするか。それならずっとくっついていられる」

「そうですね。それもいいかもしれません」

　ベッドに二人で転がり、笑い合う。

　重ねられていた二人の手はしっかりと握り締められていた。




「未来の俺の可愛い奥さん」

「何でしょう。未来の旦那様」

「やっぱりベッドもそんなに大きくないものがいいです」

「そうですね。私もそう思います」




　こうやって手を握って抱きあって。

　二人で寄り添い合える大きさがちょうどいい。




　ずっとずっと貴方の側に。

　それを誓う結婚式は、幸福の足音を立ててもうすぐそこまでやってきている。








あとがき









　はじめましての方もＷＥＢでご存知の方も、こんにちは。ちろりんと申します。

　「それは団長、あなたです。」を手にとって頂きまして誠にありがとうございます。




　この度、ディアノベルス様よりお声がけいただき、初めて本を出させていただくことになりました。青天の霹へき靂れきとはまさにこのことで、こうやって実際に本になってもこれが現実なのか半信半疑な部分がございます。しかも二冊も！　とこの身に舞い降りた幸福を噛み締めているところであります。

　この「それは団長、あなたです。」は、私にとっては挑戦でした。

　リンジーとユーリの出す二人の結論に辿り着くまで何回も何回も書き直しましたし、二人が再会するまでのごたごたもまた違った形で書いたりもしました。生真面目で堅物なヒロインも書いたことがなかったので、こういう時彼女ならどうするだろうどう言うのだろうと悩みながら（私が全くもって真面目ではないので）書いたり、人は赦しを請う時どうするのだろうと思い悩みながら書き上げた作品です。そうやって推敲を重ねに重ねたものなので、思い入れもいっそう深い作品となりました。皆様の心に残る一冊になれたのなら幸いです。

　途中突然一年後に飛んでいますが、その間の二人の話はムーンライトノベルズさんの方に掲載をしておりますので、ご興味がございましたら覗いてみてください。




　作品に鮮やかな色を与えてくれたＫＲＮ先生。本当にありがとうございます。先生の描いてくださったイラストのおかげで、この物語はさらに生き生きと輝きだしました。カッコいいユーリが見れて本当に眼福でございます。

　また、拙作を見てお声がけくださった担当編集者様。初めてのことで不慣れな私に親切に教えてくださったりアドバイスをくださったりと、いろいろとお世話になりました！　出版社をはじめこの本の制作・販売に携わった全ての皆様、心からお礼を申し上げます。

　ＷＥＢで応援してくださった皆様、本当に感謝をしております。こうやって本にできたのは皆様のお力添えがあったおかげだと思っております。

　この本にご興味を持ってくださった皆様、これからもよろしくお願いいたします。またネットの片隅でポチポチ物語を綴っておりますので、お見かけの際はその目に留めていただければ幸いです。




　最後にありったけの感謝を込めて。








ちろりん









ディアノベルス

それは団長、あなたです。２
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本作品の全部または一部を複製、編集、修正、変更、頒布、貸与、公衆送信、翻案、配布する等の著作権及び著作者人格権侵害となる行為、および有償・無償に関わらず、本データを第三者に譲渡することは禁止いたします。
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